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論文題目

現代日本の住宅作品における建築と敷地の図形的対応関係

論文提出者　遠藤康一
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第１章　　序論

　１節　　研究の目的と背景

　２節　　研究の概要

　３節　　従来の研究との比較
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１節　　研究の目的と背景

　本論文は、現代日本の住宅作品を対象に、建築と敷地の対応関係を図形的な水準

において検討することにより、建築と建築外の要素としての敷地との間に形成され

る一体的な関係とその性格を建築の形式的側面から明らかにするものである。

　建築には、その成立の前提となる条件として敷地が存在し、敷地は周囲に広がる

様々な立地条件という環境下に置かれている（図 1-1）。敷地は、その規模や形状、

接道状況、地形、樹木の配置といった物理的な条件、日射や方位といった環境的な

条件などから構成され、また、立地条件は、気候や植生、風土といった敷地が立地

する地域に固有の条件、建物密度や交通網、地価や規制などの物理的・社会的な条

件などから構成される。これらは建築の形態を規定する条件として、あるいは参照

対象として、様々な水準で建築の設計に関わるのみならず、実体としての建築との

対応関係注 1）注 2）を伴うことにより、建築固有の空間や形態との構成関係注 3）2）を形

成し、建築と一体的に認識し得る対象となると考えられる。さらに、建築との対応

関係を伴う敷地および立地条件のなかでも、敷地に関する物理的条件（以下、敷地）

は、建築設計の原初における基本条件であり、形態の決定に大きく関わる建築近傍

の条件といえ、古くからその対応が建築の空間表現において主題となっている事例注4）

をみることができる。さらに、我が国の現代建築、とりわけ住宅においては、起伏

に富む限られた国土に住宅地などの都市的環境が形成されてきたことを背景とした、

地形の多様さや歪な形状の敷地、密集市街地における狭小敷地などといった環境下

にあって、建築と敷地との間にはより緊密な対応関係を伴うことから、敷地が、建

築のデザインの決定における第一義的な因子となり、様々な意匠表現の成立に大き

く関わっていると考えられる。これは、建築の意匠表現が、建築本体の表現を超えて、

敷地やさらには都市環境といった建築外部の条件との対応関係の中に成立するとい

う本論文の仮説であり、ここに現代日本の住宅作品に特有の枠組みを見出すことが

できると考えられる。

　本論文では、こうした現代日本の住宅作品における建築と敷地の対応関係を、建
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築のかたちの水準において検討を行う。これまでの研究において敷地は、建築のヴォ

リューム構成や配置、外部空間といった建築の外部および外形の構成を検討する上

で前提となる与条件として扱われてきたといえるが注 5）、より直接的な建築本体との

拮抗において、敷地は、外的な要素として建築の形態の操作レベルに働きかけ、平

面形状や地形といった固有の条件に対する物理的なおさまり
4 4 4 4

や、街路に面したかま
4 4

え
4

など、建築との相補的な関係を取り結ぶことによって、建築それ自体の形態や構

成を特徴づける意匠表現の成立に関わっていると考えられる。

　一方、建築においてかたちとは、一般的には、建築が、物質的材料によって形象

があたえられた視覚に訴える造形芸術としての側面を基底にもちながら、必ずしも

目に見えるかたちそれ自体の問題に限定されない、様々な意匠的概念を包含するも

のであり、〈かたち〉〈造形〉〈形態〉〈形象〉といった関連することばの広がり注 6）と

共に、これまでにも様々な考察や分析が展開されてきている。例えば、建築の主に

外観の造形に関する共通する特徴や形を扱った様式論としてのかたち注 7）、また、部

図 1-1　建築と敷地、立地条件

・敷地
　物理的な条件：規模、形状、接道状況、地形、樹木配置など　＝　「敷地」
　環境的な条件：日射、方位など

・立地条件
　地域に固有の条件　：気候、植生、風土など
　物理的・社会的条件：建物密度、交通網、地価、規制など

建物

敷 地

敷地境界

立地条件

建築固有の空間や形態との構成関係の形成…敷地と建築との一体的な認識
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分と全体の関係を前提とした形態の要素と構成およびその構造的原理注 8）としてのか

たちや、幾何学的な特性とその構成にみる形態注 9）、建物の現象の構造と社会におけ

る意味に関わる形象としてのかたち注 10）、建築のヴォリュームや室、部位を単位とす

る部分と全体の関係による空間構成としてのかたち注 11）など、文化や社会によって

もたらされる慣習や、建築がかたちづくられる上での文法的な原理、また建築のか

たちが形成する社会的な意味を扱ったものがあり、これらによって、建築のかたち

それ自体に関する統辞的側面や意味作用注 12）が明らかにされてきた。

　それらを受けて、本論文では、まず、建築の領域を水平方向において規定する敷

地境界と鉛直方向において規定する地面を敷地の基本要素として抽出し、それらと

建築との対応関係を図形的な水準で捉える。先述のように、住宅は一般的に、敷地

やその立地に関する様々な条件や法的規制などを負っている。例えば、敷地に対す

る建築ヴォリュームの配置に限定すると、配置によって内部空間の領域が確保され

ると共に、敷地境界との間には外部空間が確保される。それと同時に建築ヴォリュー

ムの平面的な形状も敷地の形状との関係を伴って決定される。さらに、確保された

外部空間には樹木が植えられ、駐車場や庭が確保される。そこには開口とそれが面

する外部空間の方位に関する考慮が含まれる。また道路境界に面した構えやアプロー

チに関する想定も考慮される。当然ながら、建坪率や容積率、高さ規制に関する考

慮も重ねられる。といったように、建築と敷地との一体的な関係による意匠表現と

は、これらの対応関係や考慮の重ね合わせの複合体としての表現といえる。その上で、

建築の設計においては、そういった対応関係の輻輳が前提とされながらも、それら

を含み込む基本的な対応関係として、敷地の平面図に対する建築の平面の図形的な

関係や、塀や垣根に妨げられず街路に立面が露出する際に意識される立面の図形と

それと接続する地面との関係、また敷地が傾斜地である場合に斜面と建築ヴォリュー

ムや内部の室の断面の図形における相互的な関係といった、２次元における図形的

な関係にみる対応関係が根元的な問題として存在していると考えられる。そこで、

本論文では、敷地の基本要素と建築との図形的な関係として、まず敷地境界に関し

ては建築の平面の図形との、地面に関しては立面および断面の図形との関係といっ

た、様々な敷地の形状や地形、狭小敷地といった現代日本の戸建て住宅に特有の敷
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地の状況と建築との物理的な関係が顕著に表れると考えられる側面に着目している。

そして、その各側面において、平面と立面においてはその外形を図形として捉える

ことから、それぞれ敷地境界と平面の図形どうしの幾何学的な対応関係、立面の図

形的な特徴と共に地面との接続に関係する建築の要素の関係を含めた形態の検討に

よる対応関係が、また内部空間および地面と建築ヴォリュームとの関係が表れる断

面においては、内部の室、および地面と建築ヴォリュームの外形断面といった要素

の組合せと配列による空間構成を表す断面の図形の検討から対応関係が捉えられる

と考えられる。こうして捉えられる関係は、敷地という建築外の要素との関係にお

いて顕在化される建築のかたちの一断面であり、3 次元の奥行きをもった現実の建築

の空間構成を構想する上でも、多くの場合、考慮され得る関係といえる。

　以上より、本論文では、敷地を建築の構成に作用する外的な要素として能動的に

捉え、建築の図形との間に一体的に取り結ばれる物理的関係を対応関係と定義し、

各々の検討水準において、関係図式の類型を抽出している。そして、抽出された類

型は、建築のデザインにおいて何らかの働きをする社会的文化的な規範といえ注 13）、

さらに類型間には、そのような規範を成立させる枠組みが存在していると考えられ

る。これらのことから、本論文は、建築と敷地の図形的対応関係の図式を位置づけ、

類型を抽出すると共に、類型どうしの関係を検討することから、対応関係の枠組み

を明らかにすることを目的とする。
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２節　　研究の概要

研究の方法

　本論文では、現代日本の住宅作品を対象に、建築と敷地との相互的な関係につい

て図形的な水準から検討を行うことから体系的に位置づけられる関係図式を導き、

そこで複数の資料に共通する関係図式の類型を抽出している。さらに抽出された類

型を比較検討することから、それぞれの図式の性格を位置づけ、対応関係の傾向を

見いだしている（図 1-2）。

　そのためにまず、建築の成立に関わる敷地の基本要素として、「敷地境界」と「地面」

を抽出し、建築の図形との関係を、平面の図形、立面の図形、および断面の図形の 3

水準から検討している。

　具体的には、「敷地境界」は、建築の規模や立体的な形状の規定に関わる基本要素

といえるが、敷地と建築とが拮抗する状況においては、例えば、敷地境界からのセッ

トバックにより外部空間が獲得されると同時に平面形状が決定されるといったよう

に、敷地境界の形状と、建築の立体形状の前提となる平面の外形の輪郭との間に差

し迫った対応関係が形成されると考えられることから、敷地境界と平面の図形との

対応関係を、互いの形状の比較や互いを構成する線分同士の関係の検討から捉える。

　また、「地面」は、建築が固定されると共に、構造的に自重を支える地盤を構成す

る基本要素であることから、例えば、起伏に対して内部空間の水平な床を獲得する

ための操作や、ピロティや基礎の形態といった地面との接続に関する操作の水準に

おける対応関係が形成され、これらは、地面と立面の図形との関係や、建築の断面

の図形における関係によって端的に捉えることができると考えられる。そこで、地

面と立面の図形との対応関係については、立面の輪郭形状の検討と、立面と地面と

の接続に関わる要素の配置の検討から捉える。また、地面と断面の図形との対応関

係については、アプローチや建築ヴォリュームの断面形状といった地面と建築との

物理的な接触に関わる検討と、地面の起伏に対する室の配列関係などの室を単位と

した内部に関する構成の検討から、断面構成として捉える。
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　さらに、こういった敷地境界および地面は、それ自体が様々な形態をなしており、

例えば、敷地境界においては、整形や不整形といった形態、さらに敷地外の道路と

の関係においては１面接道や複数面接道、角地や旗竿地などの形態が存在する。ま

た地面においても、様々な地形や、道路の取りつきの形態が存在し、このような敷

地の基本要素の形態におけるヴァリエーションの存在は、起伏ある土地の開発や密

集市街地における分筆等による、現代日本の戸建て住宅地において一般的な条件と

いえる。建築家による住宅作品には、このような敷地の様々な条件に対して、例えば、

狭小な敷地の歪んだ形状に平面の外形輪郭を沿わせたり、立面にビルトイン形式の

車庫の開口を配し下方が穿たれたような形状とすることによって地面からの浮遊感

を表現したり、また斜面などの地形のある敷地において建築ヴォリュームを地面か

ら分離することで地形と建築の関係の視覚化を図ったりといったように、一般の住

宅にはあまり見られないような対応関係が様々に成立していると考えられる。本論

文では、こうした建築家による敷地と建築との先鋭的な対応関係の図式を位置づけ、

類型と、類型が成立する構造的な枠組みを明らかにする上で、先述のようにヴァリ

エーションを含む一般的な敷地の条件に対して、敷地の基本要素と建築の図形の各

水準との対応関係が顕著に捉えられる検討対象の絞り込みを行う目的で、局限化
4 4 4 注 14）

を行うことが有効であると考えている。

　そこで本論文では、敷地境界と建築の平面の図形との対応関係の検討においては

不整形な形状の敷地における住宅を、また地面と建築の立面の図形との対応関係の

検討においては街路に露出し３方を隣家に囲まれた町家型の敷地における住宅を、

地面と建築の断面の図形との対応関係においては傾斜地における住宅を、局限化の
4 4 4 4

条件
4 4 注 14）と位置づけ（表 1-1）、それぞれの条件における基本要素と建築の図形との

対応関係の分析を行っている。
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表 1-1　敷地の一般条件と局限化条件

図 1-2　研究の方法

敷地境界

・形態の検討
  （敷地境界と平面の輪郭の形状の比較）
  （敷地境界と平面を構成する線分の関係）

・形態の検討
  （立面の形状）
  （立面と地面の接続に関わる要素の配置

↓ ↓

関係図式の類型

↓

類型の横断的分類と共通性の考察

↓

地面

敷地の基本要素

・空間構成の検討
  （アプローチ、地形と建物の断面形状
  （室を単位とする内部空間の構成）

敷地境界と平面の図形

↓

敷地境界と平面輪郭

地面と立面の図形

↓

立面の接地性

地形と建築断面の図形

↓

断面構成

一
般
条
件

︵
局
限
化
の
基
準
と
な
る
条
件
︶

条
件
の
局
限
化

整形敷地や不整形敷地を含む

不整形敷地

生垣や塀などを含む

立面が街路に露出した道路境界

敷地境界 地面

傾斜地

ｴﾝﾄﾗﾝｽ 主室

平坦地や様々な地形を含む

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

主室

室

平面の図形 立面の図形 断面の図形
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研究の資料

　本論文の分析の対象とする資料は、現代日本の住宅作品のうち、建築の形態や構

成が敷地との関係において法規など特定の計画原則によらず、様々な対応関係のも

と、意匠表現として成立していると考えられるものから抽出している。前述の研究

の方法との対応において、具体的には、まず、中庸な密度を有する都市的環境にお

ける不整形敷地に建つ住宅注 15）から、建物の規模や形態の決定、および外部空間の

配置を考慮する上で第一義的なファクターとなる敷地境界と建築の平面の図形との

対応関係が検討できると考える。次に、街路に露出し３方を隣家に囲まれた敷地に

建つ住宅注 16）から、形態的な操作に加えて、アプローチや開口部など機能上要求さ

れる諸要素が集約的に配置されることで複合的なあり方となる立面と地面との図形

的な対応関係が、街路に面して際立ったあり方を検討できると考える。さらに、傾

斜地における住宅注 17）から、雛壇状に造成された敷地や一方向に傾斜した斜面に建

つ住宅の構成など、断面構成における地面と建築の図形との様々な対応関係を検討

することができると考える。なお、本研究では、現代の建築ジャーナリズムの中で

最も代表的なもののひとつとして，「新建築」誌，および「新建築住宅特集」誌に掲

載された住宅作品を中心に分析の資料としている。

論文の構成

　本論は以下に述べる６章から構成されている（図 1-3）。

　第１章「序論」では、研究の目的と背景、研究の概要について述べている。

　第２章「敷地境界との関係にみる住宅作品の平面輪郭」では、敷地の基本要素と

して「敷地境界」と建築の平面の図形との対応関係を扱っている。ここでは不整形

な形状の敷地に建つ住宅作品を対象に、敷地境界に対する住宅の平面輪郭の形状の

近似的な関係である「適応関係」と、敷地境界線と平面輪郭線を構成する線分同士

の関係である「平行関係」から、敷地境界と平面輪郭の対応関係を総合的に検討し

ている。その結果、得られた関係図式の類型より、適応関係と平行関係が共に調和
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的なあり方や、それらが対立的な関係を取り結ぶあり方といった性格を見いだすと

共に、それらの類型の性格を特徴づける関係図式を位置づけている。

　第３章および第４章では、敷地の基本要素として「地面」に着目し、第３章にお

いて立面の図形、続く第４章において断面の図形との対応関係を扱っている。

　第３章「住宅作品における立面の接地性」では、街路に露出し３方を隣家に囲ま

れた町家型の住宅を対象に、立面の形状の検討から輪郭パタンを導くと共に、立面

の下部とその前面の地面との形態および素材や、動線および視線による連続関係か

ら連続モデルを導き、それらの比較検討により相対的に位置づく立面と地面との接

続関係に関わる性格（接地性）を検討している。その結果、形状の安定性と連続関

係の一致および不一致により、接地性が強調されるあり方や、接地性に関わる様々

な表現が輻輳するあり方といった性格を位置づけている。

　第４章「傾斜地における住宅作品の断面構成」では、傾斜地に建つ住宅を対象に、

斜面方向に対する建物へのアプローチの関係、および建築ヴォリュームと地面との

接触に関わる断面形状による「外部構成」と、内部におけるエントランスと主室等

の断面における配列による「内部構成」から検討し、その結果、得られた断面構成

の関係図式の類型より、斜面の方向に対する外部構成と内部構成の対応による基本

型および基本型を強調する関係図式を位置づけている。

　第５章「建築と敷地の図形的対応関係」では、２章から４章までに検討した、建

築の図形の各水準における敷地の基本要素との対応関係の図式を比較検討すること

により、局限化された敷地の物理的な特性に対する適合性の観点から、各章で得ら

れた類型を横断的に分類すると共に、類型間に共通する性格を考察することを通し

て、現代日本の住宅作品における建築と敷地の図形的な対応関係の枠組みを明らか

にすることを試みている。

　第６章「結論」は、２章から５章までの各章で得られた成果を総括した、本論文

の結論である。
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・研究の目的と背景
・研究の概要
・従来の研究との比較

敷地境界との対応関係 地面との対応関係

地面と立面の図形敷地境界と平面の図形

第１章

序論

第６章

結論

・敷地に対する平面輪郭の適応関係
・敷地境界線と平面輪郭線の平行関係
・敷地境界と平面輪郭との関係図式

第２章

敷地境界との関係にみる住宅作品の平面輪郭

第３章

住宅作品における立面の接地性

・立面の形状（輪郭パタン）
・立面下部と前面外構の連続関係（連続モデル）
・輪郭パタンと連続モデルの関係による
　立面の接地性

地面と断面の図形

第４章

傾斜地における住宅作品の断面構成

・斜面とアプローチの関係、
　　建築ヴォリュームの接地性（外部構成）
・エントランス、主室による内部構成
・外部構成と内部構成による基本形と構成パタン

・敷地の特性に対する適合性からみた類型の分類
・適合性の分類において共通する類型の性格 

第５章

建築と敷地の図形的対応関係

図 1-3　本論文の構成
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３節　　従来の研究との比較

　本論文は敷地に関する物理的条件と建築との対応関係を図形的な水準で検討する

ことで、建築外の要素と建築とによる関係図式の類型を導き、その性格を位置づけ

るものである。本節では、敷地と建築との関係、および建築の図形を題材とするこ

れまでの研究を取り上げ、本研究との比較を行う。

敷地と建築の関係を扱った研究

　敷地と建築の関係を扱った研究には、ふたつの傾向がみられる。ひとつは、敷地

条件と建築の内部空間の構成との関係づけを試みるものであり、南カリフォルニア

における住宅作品を対象に、敷地内における建物の内外空間の配列と前面道路の位

置や地形との関係を分析した研究 15）、日本の地方都市の戸建住宅地における敷地の

方位および間口と住宅プランとの関係を分析した研究 16）などがある。またもうひと

つは、敷地内の要素と建築による構成を扱ったものであり、敷地内の外部空間を扱っ

た研究として、建築の外部空間の配列に関する検討を内部空間まで拡張しその関係

を分析した研究 17）18）、敷地外から敷地内、そして建物の入口へと至るアプローチに

関わる空間領域と建築の外形構成との関係を分析した研究 19）があり、これらは敷地

内の外部空間を建築の空間構成上の要素として捉え、建築と外部空間の融合的な関

係を位置づけた研究として評価できる。これらに対して本研究は、敷地それ自体の

物理的な性質と建築との相互的な関係を明らかにしようとするものである。

建築の平面輪郭を扱った研究（第２章に対応）

　建築の平面輪郭を扱ったものとしては、建物の外形を表す平面図形を用いたアン

ケート調査により、家および建築の形象の概念的内容を定量的に分析した研究 20）や、

近代の住宅作品の平面における輪郭線の凹凸や伸張、室の整列、動線の分岐や折れ

曲がりを分析し建築平面の特性を明らかにした研究 21）があり、前者は、建築の外形

の形象としての平面図形の意味と機能を構造的に明らかにしたものとして、また後
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者は、建築の平面における定量的な記述評価の可能性を提案したものとして評価で

きる。これらに対して、敷地境界と建物輪郭との相互的な対応関係に着目した第２

章は、建築の平面の図形を、必ずしも室配列や空間の形状といった内部空間の構成

に準拠したものでなく、外的な条件との対応関係によって成立するものとして捉え

るものである。

建物の立面を扱った研究（第３章に対応）

　建物の立面を扱った研究には、まず、都市的な環境における建物の立面を対象と

したものとして、建物の立面の物理的構成と心理的評価の関係を明らかにすること

を目的として、識別法により建物のファサードの形態に関する心理的分析およびそ

の物理的構成について論じたもの 22）、立面のプロポーションや部位の寸法などの認

知のされ方を定量的、定性的に明らかにすることを目的として、立面想起法を用い

て分析を行った研究 23）などがある。次に、建物の立面の幾何学的な構成を扱ったも

のでは、ミース・ファン・デル・ローエによる建築作品における立面のプロポーショ

ンと黄金比の関係について論じた研究 24）や、様々な様式の建築における立面形態の

階層構造とそれぞれの階層における黄金比の関係について論じた研究 25）などがあり、

これらはいずれも黄金比を用いて人間の視覚的な認知と建築の美的構造の関係を明

らかにしようとしたものであり、後者では、それに加えて立面の形態構成における

階層性を提案したものとして評価できる。さらに、立面やファサードの意匠表現を

建築ヴォリュームや内部の機能といった建築に内在する条件との対応によって明ら

かにすることを目的とした研究として、中高層建築を対象に架構が規定する建築ヴォ

リュームとファサードの形態構成を論じた研究 26）、清家清の住宅作品の立面表現を

内部機能との関係から論じた研究 27）などがある。これらに対して、立面と地面との

接続関係を扱う第３章は、建築の形態表現を、心理的な評価や、幾何学的構成といっ

た建築それ自体に内在する条件による評価のみではなく、建築と建築外の要素との

相互的な関係によって成立するものとして捉えるものである。
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傾斜地における住宅、および住宅の内部構成を扱った研究（第４章に対応）

　傾斜地における住宅を扱った研究には、居住者の評価をもとに斜面住宅地の住環

境を分析したもの 28）、傾斜地に立地する集落における民家の向きを傾斜と方位との

関係から分析したもの 29）、山間集落の屋敷正面の空間構成を地形との関係から分析

したもの 30）などがあり、これらは住宅の向きや屋敷正面といった傾斜地における住

宅の部分的な特徴や、条件に対する対応関係を明らかにしようとする研究といえる。

また、住宅の内部構成を扱った研究には、平面や断面における幾何学的な比例関係

を分析したもの 31）、動線を中心に平面的、断面的な構成を分析したもの 32）、分析対

象を特定の建築家の住宅作品 33）34）や、特定地域の伝統的な住宅に限定したもの 35）

36）などがある。これらに対して、第４章は、現代住宅作品を全般的に扱い、住宅の

内外全般に渡る断面の図形と斜面（地面）との間に形成される一体的な対応関係を

捉えるものである。
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第１章　本文注

注 1) 参考文献 1 において、R・ヴェンチューリは、ムルシア教会のファサードにみられる建物そのものと建物の立

地に対する異なるスケールといった両者共存（"both and"）を指摘している。また同書において、建築自体に

内在する、あるいは建築と周囲との関係において “調整” と " 並置” による対立性の二諸相を指摘している。

これらの指摘は、建築それ自体の構成のみならず、建築がその周囲との関係においてもつじつま合わせ、ある

いは対位法的な対応を行うことについての示唆と受け取ることができると同時に、ここでの周囲は「地」であ

り、それに対する「図」としての建築の対応という関係を前提としていると考えられる。

注 2）本研究における対応関係とは、敷地と建築との間で一体的に取り結ばれる物理的関係を意味するものであり、

そこにおいては「地」としての役割と、「図」を構成する要素としての役割という、両義的な意味を敷地にみ

るものである。

注 3）構成関係とは、言語学における範列的関係と統辞的関係を比喩的に応用する建築構成学における分節と統合に

よって構成形式を成立させる部分と全体の関係を指す。

注 4）建築と敷地との対応関係が読み取れる建築作品の事例として、F・L・ライトの落水荘（1936 年）では、自然

の岩盤地形に対して水平方向の連続性を強調することにより、地面と建築との対立的な関係が表現されている

といえる。また同じくライトのロビー邸（1910 年）では、街路と平行な線で構成されるファサードに対して背

後は雁行した平面形状となっており、街路に面して水平方向に連続する構えが強く意識された平面の構成とい

える。一方、日本における事例として、阿部勤の中心のある家（1974 年）では、角地に面する矩形の敷地に対

して正方形平面が振って配置されることで敷地の角に対して距離が確保されており、敷地と平面の幾何学的な

関係が空間構成の基調となっているといえる。

注 5）参考文献 3 など

注 6）参考文献 4 において、高橋鷹志は、『「かたち」といってもその意味は極めて広い。ここでは「もの」の見えの

形態だけに限定せずに、部分と全体とが潑刺と共生している状態（システム）まで含めて「かたち」と呼ぶ。…』

とし、建築においてかたちということばが指し示す意味の広がりにおいて、建物の目に見える有様に限定され

ない関係をも問題としている。

注 7）参考文献 5 において、浜口隆一は、「ここで説明しようとする建築様式とは、こうした建物の外観の特徴に関

するものである。…それら様々な特徴を、ある程度、分類整理したものといったほうが正確である。」として、

「建築の造形の視覚的効果」としての外観の造形を様式論として展開している。

注 8）参考文献 6 において、香山壽夫は、弁別的に取り出された形態の特徴（形態要素）とその構成形式（形態構成）、

ひとつの作品において併存する複数の構成形式どうしの構造的関係（形態構造）といった、部分と全体を前提

とする統辞的側面から、建築に内在的な成立条件による形態論を展開している。

注 9）参考文献 7、8 など。

注 10）参考文献 9 において、坂本一成は、「…建築においての目に見えるかたち、つまりある濃い意味を持ち、ひ

とかたまりをなした形象、ゲシュタルトの図像としての形象の、〈建築の空間〉における構造的な位置づけと、

そこでの役割、およびその図像の社会の内での役割…」と延べ、建築のかたちについて、「…建物の現象の構

造と社会における意味である…」と論じている。

注 11）参考文献 10、11、12 など。このうち参考文献 10 は建築ヴォリュームを単位とした、また参考文献 11 は建築

ヴォリュームおよび内部の室を単位とした、部分（範列的関係）と全体（統辞的関係）により成立する形式性

を主題とした空間構成として建築の形態を論じている。また参考文献 12 は内部の室を単位とした複合に、空

間の大きさに関する尺度の概念を導入することにより、より実体的な空間のかたちと空間構成との関連を論じ

ている。
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注 12）参考文献 13 において、小林克弘は次のように述べている。「…そうした形態の内在的な論理、自律的な発展

を探求することは、建築造形を考える上できわめて重要であり、かつ避けて通ることのできない点である。…

そして、それらが、形態を決定するさまざまな外在的要因といかに関係しているかを考察することが、建築造

形全体の分析に通じるのである。」

注 13）参考文献 14 において、アルド・ロッシは、クァトルメール・ド・カンシィによる以下の言葉を引用すると共

に、類型学の有用性について言及している。『「類型」という言葉は決して、写し取られるべきものないしは完

全に模倣されるべきものの謂いではなく、それ自体がモデルに対し何らかの規範として働くようなある要素を

指す概念なのである。』
注 14） 本研究では、様々なヴァリエーションを含む一般的な敷地の条件に対して、平面、立面、断面の図形の各

水準において、建築との対応関係が先鋭化すると考えられる敷地の条件の設定を行う目的で、資料範囲の

限定を行っている。ここでは、この資料範囲の限定を「局限化」と定義し用いている。

注 15） 本研究では、現代の建築ジャーナリズムの中で最も代表的なもののひとつとして、1956 年〜 1984 年まで

の「新建築」誌、および 1985 年〜 1999 年までの「新建築住宅特集」誌に掲載された、敷地境界が明確に

図示されている不整形敷地に建つ住宅作品のうち、中庸な密度を有する都市的な環境における住宅作品を

資料としている。

　　　 同誌に掲載された住宅 2926 作品（専用住宅として著者が集計した作品数である）における内訳は、敷地

境界が明確に図示されたものは 1918 作品であり、その内、不整形敷地に建つものは 395 作品であった。ま

た実質の建坪率における作品分布の比率は、30% 未満のものは約 57%（226 作品）、30% 以上 40% 未満は

約 15%（58 作品）、40% 以上 50% 未満は約 9%（36 作品）、50% 以上 60% 以下は約 12%（47 作品）、60%

超は約 7%（28 作品）であった。この結果、30% と 60% を境に資料分布に偏りがみられた。さらに、この

うち大きな比率を占める建坪率が 30% 未満の作品は広大な敷地に疎に建つ住宅群であり、また住居専用地

域における建坪率規制の上限値である 60% を超える作品は商業地域などの高密度な環境に建つ住宅が多い

ことから、本研究において検討を行う対象には含めないこととした。その結果、実質の建坪率が 30% 以上

60% 以下のもの 141 資料を対象とすることとした。

注 16) 本研究の資料は、建築専門誌の中でも最も代表的と思われる「新建築」誌、「新建築住宅特集」誌に掲載された

作品を対象としている。資料の対象期間は、第２次世界大戦以降、特に住宅の質的向上を目的に建築基準法、建

築士法や住宅金融公庫法などの法整備が進められた 1950 年以降から 2013 年までとした。この期間に掲載された

住宅作品のうち、都市的な環境において立面と地面との関係が街路に面して際立つ対象として、前面道路を除き

３方を隣家に囲まれ、前面道路に面して塀や垣根が無く立面が露出した作品 142 資料を対象としている。
注 17) 本研究が対象とする傾斜地における住宅建築には、雛壇状に造成された敷地に建つ住宅、一方向に傾斜した斜面

に建つ住宅、起伏の多い複雑な地形に建つ住宅といった様々な構成が予想され、特定の計画原則によらない様々

な対応関係のもと、意匠表現として成立していると予測できる。このような多元的なあり方を包括的に扱うため

に、ここでは、現代の建築ジャーナリズムの中で代表的なものの一つと考えられる 1956 年〜 1984 年までの「新

建築」誌、1985 年〜 1999 年までの「新建築住宅特集」誌に掲載された傾斜地における住宅作品のうち、同誌の

年末アンケートの上位に挙げられた 106 作品を対象としている。
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1 節　本章の目的と概要

１−１　本章の目的

　建築の意匠においては、建物それ自体としての空間や形態の構成に因る側面が重

要であることを前提として、立地する敷地環境との関係が、個別性や特殊性を際立

たせる上で多くの意味を担ってきたといえる。例えば日本では、丘陵地形に沿って

御茶屋と庭園が分散配置された修学院離宮、あるいは低く吹き放たれた書院広間と

庭園が一体として計画された奈良慈光院などにみられる借景技法、また西洋では、

自然の岩盤地形と建築が拮抗し、かつ一体的に構築された F・L・ライトの落水荘など、

古くから、自然地形や風景といった敷地環境との対応関係における巧みな事例をみ

ることができる注 1)。

　こうした事例にみられる敷地環境を構成する環境要素のなかでも、建築の物的な

領域を規定する敷地境界は、建物が密集した都市的環境においては、建物のスケー

ルやヴォリュームの決定、および建物が配置されることにより敷地の残部として生

ずる外部空間の形成に密接に関わることから、建物と敷地外の周辺環境との関係を

司る重要な要素のひとつといえる。特に、敷地の狭小化が進行した現代日本の戸建

住宅地において敷地境界との関係は、デザインの方針を決定する上で考慮せざるを

得ない第一義的なファクターでもある。例えば、歪な敷地の形状に沿うことで最大

容積を確保した不整形な建築ヴォリューム、あるいは道路境界に対してのみ平行に

建物の平面が配置されることで道路に正対した明快な構えが形成される事例などで

は、敷地境界に対する建築の平面的な形態の調和的あるいは対立的な対応関係が示

されたものといえる。このことは即ち、現代の都市的な環境に建つ住宅作品（本章

では中庸な密度を有する都市的な環境における住宅作品として、実質の建坪率 30%

以上 60% 以下の作品を分析対象としている）において、敷地境界は単なる与条件で

はなく、建築との相互的な関係において建築の意匠を成立させる重要な要素のひと

つとなっていることを示すものと考えられる。

　そこで本章では、現代日本の住宅作品における建物輪郭の平面（以下、平面輪郭注
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2））と敷地境界に着目し、敷地境界と平面輪郭の形状に関する適応関係、および敷地

境界と平面輪郭を構成する線分の平行関係を検討することから、敷地と建築の対応

関係の一端を明らかにすることを目的とする。

１−２　本章の概要

　都市部における住宅の設計において、敷地に対する建物の配置および形状を決定

する際には、例えば、採光や通風等における良好な内部環境を実現するために、隣

接地の建物との距離の確保といった敷地に残部を形成する平面的な操作が意識的に

行われると考えられる。また別の視点から捉えるならば、周囲の住宅地環境における、

建築の構えや調和の形成の実現が考慮された場合は、道路境界や隣地境界に対して

外壁を平行に配置し、安定した街並みの形成を目論む操作も意識的に行われている

といえる。その結果として形づくられる平面輪郭と敷地境界との関係は、双方の全

体的な形状に共通した特徴がみられることで位置づけられる場合と、局所的に双方

の線分どうしが平行関係となることで特徴づけられる場合がある。

　例えば、分析例（図 2-1）の住宅では、敷地の奥に向かって幅が狭くなる不整形な

四角形の敷地形状に対して大小関係のある２つの建築ヴォリュームが配されている。

そのうち、大きい方のヴォリュームの平面輪郭は、前面道路を基準とする直交座標

とそれに斜行する線分とで形づくられており、敷地の形状に対して一部に同一角度

の頂点を有すなど共通性がみられるものの全体としては独立した形状といえる。ま

た、平面輪郭を構成する線分は、道路境界と左側隣地境界の 2 箇所でのみ平行関係

が認められるが、その他の箇所では非平行であることから、道路側の境界を基準に

構えを形成しつつも敷地の奥側においては敷地に準拠していない平面輪郭となって

いる。このように、敷地境界に対する平面輪郭の形状的な適応関係（全体的な対応

関係）と、互いの線分の平行関係（部分的な対応関係）の集積によって、敷地境界

に対する平面輪郭の自律的あるいは他律的な性格を位置づけることができると考え

られる。

　本章では、敷地境界と平面輪郭の対応関係を上記の２水準から検討する。まず、
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２節では住宅を構成する建築ヴォリュームを大小関係の有無から捉え、それらの平

面輪郭の形状を敷地境界の形状に対する適応関係によって位置づけ、続く３節では

敷地境界と平面輪郭それぞれを構成する線分（以下敷地境界線、および平面輪郭線）

の平行関係を検討する。さらに４節では、２節および３節それぞれで得られた結果

を相互に比較検討することから敷地境界と平面輪郭との関係図式を位置づけ、５節

で小結を述べる。なお、平面輪郭と敷地境界の関係は敷地境界の形状に関わらず成

立するが、本研究では、平面輪郭を考察する上で敷地境界との関係がより顕著にみ

られる不整形な敷地形状（表 2-1）に建つ現代日本の住宅作品を対象とする注 3)。

資料No.141　House SA 1999

大(主)ヴォリューム 小(従)ヴォリューム

適応関係
（全体的な対応関係）

２章

主V

従V

３章

平行関係
（部分的な対応関係）

平行
平行

道路

平行(従V)

平行(従V)

非平行
非平行

非平行

u_w：主V 適応なし
　　    主従V 適応あり
　　　　　（幅の変化に追従）

斜線＋直交座標形：カ

付加（ｳﾞｫﾘｭｰﾑの大小関係あり）
〈平面輪郭の形状〉

〈主ｳﾞｫﾘｭｰﾑの平面輪郭の形状の種類〉

〈適応関係〉
主V

従V

(141資料中)

道
路
側
直
角
１

道路境界1 道路境界1 道路境界1

道路境界1 道路境界1 道路境界1

複数道路* 複数道路* 複数道路*

複数道路* 複数道路* 複数道路*

(0)

(12)

(1)

(18)

(4)

(6)

(1)

(36)

(13)

(34)

(14)

敷地境界3辺 敷地境界4辺 敷地境界5辺以上

道
路
側
直
角
０

(2)
あ

い

う

え

お

か

図 2-1　分析例１

表 2-1　不整形敷地の種類

表 2-1 注）複数の道路境界を有する敷地 (*) は，同程度の幅員で敷地に接道するものとし，
幅員が大きく異なるものや一方の道路と敷地に高低差があるものなどは，接道における階層
性の下位にある道路境界線を隣地境界線と同一に扱う。
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２節　敷地に対する平面輪郭の適応関係

　敷地境界と平面輪郭の関係においては、境界線と輪郭線が必ずしも平行でなくと

も、敷地境界と平面輪郭とが近似した形状をなすことにより、全体として敷地に平

面輪郭が適応したと捉えられる状況（以下、適応関係）となる事例がみられる。

　例えば、先ほどの分析例（図 2-1）の住宅は、大小複数の建築ヴォリュームが組み

合わさることで平面輪郭を構成している。このうち、大きいヴォリュームの平面輪

郭の形状は、直交座標を基調とした凹凸形状と１辺の斜線からなり、前述の通り敷

地境界の１頂点と等しい角度をもつが、敷地境界の形状全体に対する対応関係はみ

られない。しかし、大小のヴォリュームが統合された平面輪郭は、道路から奥に向かっ

て狭くなる敷地の幅の変化に追従するように変形していることから、適応関係を認

めることができる。

　本節では、上記の視点から敷地境界と平面輪郭の形状を比較し、敷地に対する建

築の平面輪郭の適応関係について検討を行う。

２−１　建築ヴォリュームの大小関係と平面輪郭の形状

　建築の全体の形状は、屋根面の分節によって大小複数の建築ヴォリュームの集合

から捉えることができる（表 2-2）。敷地境界と建築の平面輪郭との関係を検討する

際に、大小関係をもたない場合はひとつの建築ヴォリュームとして取り扱えるが、

大小関係のある場合は、前節の分析例（図 2-1）の住宅のように、大きい方のヴォリュー

ムと大小のヴォリュームが統合されたものとで異なる対応関係となるものがみられ

ることから、大きい方のヴォリューム（以下、主Ｖ）での適応関係と小さい方のヴォ

リューム（以下、従Ｖ）を加えた場合での適応関係という階層的な視点が必要とな

る注 4）。そこでまず、これら大小関係を前提とした建築ヴォリュームの組合せを単体、

並列、付加に分類し平面輪郭の形状を検討したところ（表 2-2）、大小関係をもたな

い（単体および並列）もののうち単体ヴォリュームのものが全 141 資料中 52 資料、

同程度の大きさの複数ヴォリュームによるもの（並列）が同 29 資料みられた。また、
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主Ｖ

従Ｖ

〈付加〉

・ヴォリューム
　に大小関係あり

・屋根面に分節あり

単体
複数ヴォリューム

大小関係なし 大小関係あり

並列 付加

(52) (29) (60)

（141資料中）
建築ヴォリュームの大小関係

平面輪郭の形状

〈並列〉

・ヴォリューム
　に大小関係なし

・屋根面に分節あり

Ｖ
Ｖ

曲線形 その他

2直交座標形1直交座標形

単純幾何学形状
単純幾何学形状以外の形状

直交座標を基調とする形状 直交座標によらない形状

ア(3) イ(32) ウ(50) エ(5) オ(11) カ(16) キ(10) ク(14)

矩形矩形以外 矩形の組合せ 斜線＋直交座標形

（141資料中）

表 2-2　建築ヴォリュームの大小関係と平面輪郭の形状

表 2-3　主ヴォリュームに関する平面輪郭の形状の種類

表 2-2 注）平面輪郭に関わる建築ｳﾞｫﾘｭｰ
ﾑの組合せについて検討を行っており，例
えば，上下に積層したｳﾞｫﾘｭｰﾑなどで平面
輪郭が単体と同様なものについては，「単
体」に分類している。

大小関係があるもの（付加）は同 60 資料であった。

　次に、主Ｖ注 5）に関する平面輪郭の形状の種類について、その幾何学性および建築

のプランニングにおいて一般的に基調となる直交座標の組合せから検討を行ったと

ころ（表 2-3）、単純幾何学形状では矩形が大半を占めた（イ、32/35 資料）。また、

単純幾何学形状以外では、直交座標を基調とした矩形の組合せが多く、そのうち１

直交座標形が最も多くみられた（ウ、50 資料）。このことから、たとえ不整形な敷地（表

2-1）であっても、矩形および矩形の複合による平面輪郭の形状が多く適用されてい

ることがわかる。
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２−２　敷地境界と平面輪郭の適応関係

　一般的な住宅地の敷地割りである矩形の敷地形状に対して、非直角な頂点を有す

る不整形な敷地形状は、敷地全域に渡る幅の変化や屈曲、あるいは矩形以外の多角

形の形状等、矩形との差異によって位置づけることができる。

　そこで、敷地に対する平面輪郭の適応関係について、これら敷地形状の屈曲や幅

の変化に対応して平面輪郭においても屈曲あるいは幅の変化がみられる適応関係を

敷地の形状に対する追従性、また、多角形の敷地形状に対して平面輪郭が同一の頂

点数を有しかつ類似した形状となる適応関係を敷地の形状に対する類似性と位置づ

け整理を行った（表 2-4）。追従性に関しては敷地形状の屈曲（b）と敷地全域に渡る

幅の変化 (w）、類似性に関しては敷地と同一頂点数の平面輪郭 (s) を位置づけ、前節

で検討した主Ｖの平面輪郭について適応関係の分析結果を集計した（表 2-5）。これ

より、適応関係を有するもの（75/141 資料）のうち、追従性における敷地の幅の変

化にのみ対応するものが最も多く（w、45 資料）みられた。

　次に、ここで得られた主Ｖの適応関係（表 2-5）を前提として、従Ｖを含めた平面

輪郭の形状についても適応関係の種類（表 2-4）の検討を行い、それらと併せて前節

で位置づけた建築ヴォリュームの大小関係と平面輪郭の形状（表２）および主Ｖに

関する平面輪郭の形状の種類（表 2-3）を重ねて示したのが表 2-6 である。

　これより、建築ヴォリュームが大小関係をもたないもの（81/141 資料）では、追

従性あるいは類似性の適応関係がみられるものが 45 資料、みられないものが 36 資

料であった。前者では、追従性によるものが最も多く（31 資料）、単体・並列共に矩

形の組合せによるもの（ウ、エ）が 5 割強（17 資料）を占めている。また、類似性

によるもの（9 資料）のうち大半（8 資料）が単体ヴォリュームからなり、これらは

何れも単純な矩形（イ）であることから、不整形の度合が低い敷地に対して矩形の

平面輪郭が配された典型的なあり方といえる注 6）。

　さらに、建築ヴォリュームに大小関係があるもの（60/141 資料）では、従Ｖを加

えることで、主Ｖでの適応関係が継続するか否かに関して類似性および追従性で異

なる傾向がみられた。まず、主Ｖで適応関係がみられる場合、その適応関係が類似
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性によるものでは、従Ｖを加えることで適応関係がみられなくなるものが大半を占

めたが（5/6 資料）、一方、適応関係が追従性によるものでは、従Ｖを含めた場合で

も適応関係が継続するものが大半であった（19/20 資料）。このうち前者に位置づい

た資料においては、すべての主Ｖが矩形（イ）であることから、大小関係をもたず

類似性の適応関係がみられたものと同様に、矩形の主Ｖの配置により敷地との類似

性をもちつつ、従Ｖによる部分の操作によって庭やアプローチといった敷地内の外

部空間が個別に分節されたあり方といえる。また後者に位置づいた資料では、敷地

の幅の変化に対する追従性が継続するものが大半であり（w_w、17/19 資料）、その

うち主Ｖが斜線＋直交座標形（オ、カ）および直交座標によらない形状（キ、ク）

のものが多く（12 資料）みられたことから、矩形によらない不整形な主Ｖが従Ｖを

伴いつつ敷地の幅の変化に適応するあり方といえる。

　次に、主Ｖで適応関係がみられないものについては、従Ｖを含めた場合では、適

応関係がみられるようになるものと、変わらず適応関係がみられないものがそれぞ

れ同程度であった（12/30 資料、18/30 資料）。ここで両者の主Ｖの形状を比較すると、

前者では矩形（イ）が、後者では 1 直交座標形（ウ）がそれぞれ半数を占めた（6/12

資料、9/18 資料）。それらは、敷地に対して適応関係がみられない矩形の主Ｖに従Ｖ

を加えることで適応関係が補完されるあり方と、矩形の組合せによる主Ｖの自律性

が従Ｖを含めた場合でも継続されるあり方を示すものといえる。
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形状の類似性(同一頂点数)

凸図形

凹図形

至近の頂点どうしを結ぶ直線

鈍角

鈍角

鋭角

b

w s

敷地の形状に対する追従性

[屈曲]

[幅の変化]

同一方向
への屈曲

中点

変化要素(敷地)

追従要素(平面輪郭)

表 2-4　適応関係の種類

（141資料中）

あり
屈曲 幅の変化

なし

あ
り

な
し

swsb

w

s

ub

66453

159

屈曲+幅の変化

sbw

bw

3

00

類似性

追従性

表 2-5　敷地境界に対する主ヴォリュームの平面輪郭の適応関係

表 2-4 注 )
[ 屈曲 ] 屈曲する頂点を
それぞれ結んだ線分の中
点を起点に敷地端部の境
界線の中点同士，平面輪
郭端部の線分の中点を繋
ぐ折れ線の屈曲する方向
が同一となるもの。
[ 幅の変化 ] 平面輪郭の
最外部に位置する頂点を
結ぶ線分（追従要素）が
敷地の幅の変化に関わる
境界線の組（変化要素）
の開きに追従するもの。
　但し，敷地に対して平
面輪郭が著しく偏心する
ものを除く。

主V適応関係あり
　　→主従V適応関係あり(24)

主V適応関係あり
　　→主従V適応関係なし(6)

主V適応関係なし→主従V適応関係あり(12)適応関係なし(36)

適応関係あり(45)

(9) (1) (5)

(5) (4)

(31) (19) (1)

主V適応関係なし→主従V適応関係なし(18)

sw(9)

b(3),w(45),bw(3)

u(66)

単

並

93 ア
57 ウ

41 カ
106 カ
110 カ
122 カ

53 キ
81 ク

100 ク
101 ク
103 ク
105 ク
126 ク

120 オ

5 ウ
10 ウ

単

並

単

並

追従性(幅)＋類似性

s(15)

類似性

追従性

適応関係なし

sw-w sw-sw

22 イ
42 イ
79 イ

102 イ
115 イ

s_u

w_w

70 ウ

b_b

128 カ

w-sw

111 イ

u_bw

33 カ

u_b

28 ウ
68 ウ

113 ウ
119 ウ
123 ウ
140 オ

130 ア
84 キ

65 イ
91 イ
92 イ

134 イ
138 イ

99 ウ
136 エ

78 オ
141 カ
118 ク

u_w

85 ア
15 イ
18 イ
35 イ
88 イ

117 イ
3 ウ

19 ウ
21 ウ
25 ウ

38 ウ
44 ウ
51 ウ
55 ウ
97 ウ

13 エ
94 オ
89 キ

u_u

8 ウ

w_u

23 ウ
29 ウ

133 イ
127 オ

96 ク
137 ク

62 ウ
67 ウ

121 ウ
27 カ

30 カ
36 カ

20 ウ
45 ウ
63 ウ

80 ウ
83 ウ
95 ウ

131 ウ
47 オ
52 オ

116 オ
61 カ

108 カ

112 カ
73 キ
87 ク

104 ク

17 ウ
31 ウ
54 ウ

77 ウ
124 ウ
125 ウ

135 ウ
71 エ
72 エ

86 エ
64 カ
32 キ

49 キ
109 キ

24 ク

98 ク

6 イ
7 イ

14 イ

114 ク 40 イ
69 イ

107 イ

139 イ
1 ウ
2 ウ

４ウ
16 ウ
26 ウ

39 ウ
50 ウ
66 ウ

75 ウ
76 ウ
37 オ

90 オ
11 カ
43 カ

58 キ
129 キ
132 キ

単

並

9 イ
12 イ
34 イ

59 オ

s_s

46 イ
48 イ
56 イ

60 イ
74 イ

（141資料中）

82 ウ

[大小関係なし（単体，複数ｰ並列）] (81) [大小関係あり（複数ｰ付加）] (60)主Vの適応関係

no.46

no.80

no.22

no.122

no.138

主V

no.38

主V

主V

主V

表 2-6　敷地境界に対する平面輪郭の適応関係

表 2-6 注）主Ｖの適応関係（表 2-5）を中央縦軸とし，左右に建築ヴォリュームの大小関係に応じた適応関係を表す。また，
表中の番号および符号は該当する資料番号（付表，資料リスト）および主Ｖに関する平面輪郭の形状の種類（表３）を表す。
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３節　敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

　前節で検討した適応関係は敷地に対する建築の平面輪郭の全体的な対応関係とい

えるが、本節では、敷地境界線と平面輪郭線による部分的な対応関係を検討する。

３−１　対をなす敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

　敷地境界線との距離から、近接し対をなす平面輪郭線を特定することができる（図

2-2）。このように規定された平面輪郭線と敷地境界線の部分的な平行関係を、平行、

近似、非平行の 3 つに整理した（表 2-7）。このうち近似とは、平面輪郭線が雁行あ

るいは湾曲することで敷地境界線に沿うものである。また、併せて、敷地境界線と

対をなす平面輪郭線に局所的なセットバックあるいは突出といった変形がみられる

場合についても位置づけた（表 2-8）。

　例えば図３の分析例において、主Ｖは道路境界線と隣地境界線１の一部に平行な

平面輪郭線を有し、他の隣地境界線に対しては非平行となることで、前面道路境界

に面して平行な構えが形成されている。これに対して従Ｖの平面輪郭線は、隣地境

界線１と隣地境界線（奥）それぞれに対して平行となり、主Ｖの非平行な平面輪郭

線の関係を打ち消すことで、主Ｖと従Ｖが合わさった平面輪郭としては道路境界お

よび隣地境界線 1、隣地境界線（奥）の 3 辺に平行関係が成立している。

　このように、住宅作品の敷地境界線と平面輪郭線の関係においては、従Ｖを加え

ることによって主Ｖと敷地境界線との平行関係が調整されるあり方がみられること

から、全資料について、主Ｖと従Ｖ双方の平面輪郭線と敷地境界線の平行関係を図

2-3 に示すモデル図を規範として図示し整理を行った（表 2-9）。なお 5 辺以上の敷地

境界については、敷地境界線を 4 つのまとまりに統合して捉えることで、建築の平

面輪郭線との平行関係を図示し、比較検討を可能としている注 7）（図 2-4）。ここでは、

主Ｖと敷地境界線との関係を捉えることが、従Ｖの平面輪郭線の関わりを検討する

上でも重要であると考え、主Ｖの平面輪郭線について、平面輪郭が住宅のアプロー

チや構えに関わる道路境界線との関係を縦軸に、それ以外の隣地境界線それぞれに
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ⅰ=ⅱの場合

平面輪郭線

①

②

③

④ ④ⅰ
ⅲ

ⅱ

ⅳ

ⅲ>ⅳの場合

敷地境界線と平面輪郭線 対をなす敷地境界線と平面輪郭線

②

①

輪郭
境界

平行 非平行近似

雁行

湾曲

セットバック

平行関係維持 平行関係変化 平行関係維持 平行関係変化

突出

図 2-2　平面輪郭線の検討方法

表 2-7　敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

図 2-2 注）
敷地境界線と近接する平
面輪郭線は，図のように
ⅰ = ⅱとなる場合，ⅰは
①と，ⅱは④との対とし
て取り出される。
ま た ⅲ > ⅳ と な る 場 合，
ⅲは②との対として取り
出されるが，ⅳは敷地境
界線と対をなさない平面
輪郭線として扱い，本章
においては検討に含めな
い。

表 2-8 注 ) １m 未満の微細な変形は検討の対象としない。

表 2-8　平面輪郭線の変形

図 2-3　分析例 2

５辺以上の多角形敷地

①

②
④

③

境界線の
まとまり

①

②

③

③
a

ba<b

想定整形地

鋭角

鋭角
①

② ③隣地1 隣地2

道

隣地2隣地1

隣地（奥）

道

敷地境界線の統合

敷地境界線３辺

図 2-4　敷地境界線の検討方法

no.141　House SA 1999

道路境界線

隣地境界線2隣地境界線1

隣地境界線(奥)

主V

道路境界線

隣地境界線2
隣地境界線1

隣地境界線(奥)

従V

非平行

平行

平行

非平行

非平行
一対の敷地境界線と平面輪郭線（主Ｖ）
　　　　　　　　〃　　　　　（従Ｖ）

〈モデル図〉
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対する平行関係の組合せを横軸に表記している。これより、敷地境界線と主Ｖの平

面輪郭線の平行関係の傾向（Ａ〜Ｋ）を得た（表 2-9、表中のモデル図は従Ｖを加え

ることによる平行関係も図示している）。

３−２　敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

　まず、1 辺の道路境界線を有する資料（108/141 資料）のうち、道路境界線と平面

輪郭線が平行または近似となるもの（49/108 資料）の中では、隣地境界線 2 辺との

関係が平行または近似となるＢ（道路・2 隣地一致、18 資料）が最も多くみられた。

また、すべての隣地境界線に対して平行または近似となるＡ（一致、13 資料）、すべ

て非平行となるＦ（道路一致・隣地不一致、12 資料）においては、従Ｖを有する資

料（従Ｖを有する資料は表 2-9 のマスの中で囲み表記している）の大半（5/7 資料、

3/4 資料）が、従Ｖを加えても平行または近似（＝：表 2-9 凡例参照）となる傾向が

みられ、これは、主Ｖの平行関係が従Ｖによって補強されるあり方といえる。一方、

道路境界線と平面輪郭線が非平行となるもの（59/108 資料）についても同様に、隣

地境界線 2 辺との関係が平行となるＥ（道路不一致・2 隣地一致、21 資料）が最も

多くみられた。

　さらに、これらＡ〜Ｈにおける平面輪郭線の変形（表 2-8）に着目したところ、セッ

トバックあるいは突出といった変形がみられた 33 資料（表中で○、□、●、■が付

されたもの）のうち 21 資料が非平行な辺が 2 辺〜 4 辺となる平面輪郭であるＥ、Ｆ、

Ｇ、Ｈに分布した。このうちＦ（道路一致・隣地不一致）、Ｇ（道路不一致・1 隣地

一致）において分布の比率が特に高い傾向がみられ（7/12、6/16 資料）、Ｆでは非平

行となる隣地境界に面した変形（☆）が 4 資料、平行か非平行かに関わらず平面輪

郭線の平行関係を維持した変形（○、●）のあるものが 5 資料であった。このことは、

敷地境界に対して平面輪郭が平行となる関係が少ない住宅においては、敷地境界の

形状とは独立した論理の中で平面輪郭の形成がなされる傾向があることを示すと考

えられる。

　次に、2 辺の道路境界線を有する敷地（以下、角地：33/141 資料）について、平
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面輪郭線と平行または近似となる道路境界線の辺数に着目して検討を行った結果、2

辺の道路境界線に平行または近似となるＩ（角地 /2 境界平行または近似、14 資料）、

および 1 辺の道路境界線に平行または近似となるＪ（角地 /1 境界平行または近似、

14 資料）では、どちらにおいても隣地境界線との関係は全て平行または近似となる

ものに資料の集中がみられた（8/14 資料、9/14 資料）。このことは、角地という 2

辺の道路境界線を有する敷地環境においては、敷地境界線との平行関係が、平面輪

郭の形成に関与する割合が高いことを示すものと考えられる。

全て平行または近似

隣地境界と主 V の
平行関係

道路境界と
主 V の平行関係

全て非平行1 辺平行または近似
2 辺平行または近似
（敷地境界 3 辺の場合は

全て平行または近似に含める）

平行または近似

非平行

道
路
境
界
１
辺

道
路
境
界
２
辺
︵
角
地
︶

道路不一致・隣地一致 道路不一致・2 隣地一致 道路不一致・1 隣地一致 不一致

Ｃ Ｅ Ｇ Ｈ

(13)(49)

(108)

(33)

(18) (6) (12)

(16)

(8)

(59)

(14)

(14)

(5)

(21)

(4)

(16) (6)

(2)

(9) (3) (2)

(2) (3) (0)

Ａ Ｄ Ｆ

一致 道路・2 隣地一致 道路・1 隣地一致 道路一致・隣地不一致

2 境界平行または近似

1 境界平行または近似

全て非平行

Ｊ

Ｋ

I

 　　　　　[ 従Ｖによる平行関係 ]
＝ ：主 V（平行または近似）ー従 V（平行または近似）
≠ ：主 V（非平行）ー従 V（非平行）
＜ ：主 V（非平行）ー従 V（平行または近似）
＞ ：主 V（平行または近似）ー従 V（非平行）
　    道路境界線に面した関係に (*) を付す

凡例　　[ みられた近似および変形 ]
 〜： 主 V の近似　
 　   道路境界線に面した近似に（*）を付す
 ○ : オフセット　　●：押出
 □ : 欠き取り　　　■：付加
 ☆ : 非平行な平面輪郭線における変形

  36 　 □

  73 ～*

    6     5

  68 ～○

  56

141 　　 ＜＜

  13 　●  ＝*  14

s
124 ○●☆   19 　■☆＝*

  10

  66

  20

  60

    2   18 　● ＝

  21 　●☆≠*≠    7

    1

  23 　●   25 　　  ＜*＜

    3 ●■☆≠*   27 　○☆   40

  90   94 　　＜*≠≠

  28 ～* ＝*   53 　 ≠≠  72   98 ～*   32 ～*○   37 100 ～* ＝* 122 　 ＝*   55 ～*● ＝* 119 ～* ＜*≠

  63 ～  50 　○   59     ＜  29   48  54 ～ 102 　 ＜*＜ 115 　● ＝*    4

  49 ～*   76   26   87 134 　 ＜*

  24 　  ○
  31 ～*○
  47
  52
  80 ～

  81 ～　 ＝*
117 　　 ≠

  17
  30
  39 　○☆
  58 　■

  78  　 　＝

  70 ～*　＝

  93 　　 ＝
106　 ○ ＝*
123 ～■ ＞
126 　● ＝
128 　　 ≠

  67 　○
  69
  75
  77
127
139

113 ○● ＝＝
140 　　 ＝

120
131 ～○

135 ～*

  61 　●☆
  71

  91      ＜*＜*
  99 ～ ＜*

    9
  12
  16
  34
  45
  74

  86
109
112
125

  43
  46
  62 　○☆
  64 　○☆
  95 ～

107 　○☆
132

    8 　■☆＜*
  22 　●☆≠
  85 　　 ＝＝
  89 　　 ＝≠

  96 ～　 
116 
129 ～*
137

  38 ○● ＝*

  33 　　  ＜＜

  82
  83 ～*
108
114

121
133

  79 　■ ＝＜*
  84 ～　 ≠
101 　　 ≠
105 　　 ≠

  15 　●☆≠*
  42 　● ＝＝
  44 　● ＝＝
  57 ～　 ＝≠*

  92 　　 ≠*
  97 　　 ＝
136 　　＝≠*

Ｂ

  11

  41 　　  ＝*
  51 　　  ＝＝
  65 　　  ≠
110 ～*　＝＜
118 ～*□≠

  35 　● ＝*
  88 　 ●☆≠

103 　　 ＝＝
111 　　 ＜
138 ●■☆＜≠*

130 　   ＝*

104 ～*

表 2-9　平面輪郭線の変形

表 2-9 注）表中の番号は資料番号（付表，資料リスト）を表す。また従Ｖを有する資料は，各マスの中で囲み表記している。
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４節　敷地境界と平面輪郭との関係図式

 ２節で得られた敷地境界に対する平面輪郭の形状の適応関係（全体的関係）と、３

節で得られた敷地境界線と主Ｖの平面輪郭線との平行関係（部分的関係）との組合

せを示したのが表 2-10 である。これより資料の偏りから不整形敷地に建つ住宅作品

の平面輪郭と敷地境界との関係図式として 11 類型（Ⅰ〜Ⅺ）注 8）を導いた。さらに、

類型内において特徴的なパタン（ａ〜ｈ）と数は少ないが特徴的なα、βのパタンを、

主Ｖの平面輪郭の形状、主Ｖの変形及び近似操作、従Ｖによる平行関係といった性

格の重なりから位置づけた。 

４−１　関係図式の類型

　まず 1 辺の道路境界を有するもののうち、類型Ⅰ〜Ⅳは何れも敷地境界の形状に

対して主Ｖの平面輪郭の形状が適応関係にあり、従Ｖを加えた場合でも適応関係が

維持されるものである。このうち類型Ⅰは、敷地境界線全辺に対して主Ｖの平面輪

郭線が平行または近似であり、敷地境界に準拠した敷地適合型の関係図式である。

なかでも従Ｖが主Ｖと共に敷地境界線と平行または近似となる（＝：表 2-10 凡例参照）

Ⅰ−ａは、敷地に適合した主Ｖを従Ｖが強調・増幅して平面輪郭を構成するパタン

といえる。

　類型Ⅱ、Ⅲは、敷地境界線の 1 辺を除く各辺に対して平面輪郭線が平行または近

似となるものであり、このうち類型Ⅱは、道路境界線を含み平行関係を形成するも

のである。ここでは建築ヴォリュームが大小関係をもたないものが集中してみられ

ることから、前面道路に平行した構えを形成しつつ、主Ｖの平面輪郭の変形により

敷地に形状的に適応する前面道路一致・適応型の関係図式といえる。なかでもⅡ−

ｂは、主Ｖの平面輪郭の形状が矩形の組合せ（ウ）によるものであり、また近似（〜）

が多くみられたことから、矩形を基調とした平面輪郭の形状を適用することにより

敷地に対する適応関係と平行関係を形成するパタンといえる。一方、類型Ⅲは、道

路境界線とは非平行であるが隣地境界線全辺に対して平行となる隣地境界一致・適

応型の関係図式である。
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主Vでの適応関係あり主，従Vによる
適応関係

主Vによる
平行関係

主Vでの適応関係なし

大小関係なし 大小関係あり 大小関係なし 大小関係あり
主従V適応関係あり主従V適応関係なし

主V，主従V適応関係あり 主V，主従V適応関係なし

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

I

Ｊ

Ｋ

一致

道路・2 隣地一致

Ｆ

道路一致・
隣地不一致

道路不一致･隣地一致

道路･1 隣地一致

Ｃ

Ｄ

道路不一致･
2 隣地一致

道路不一致・
1 隣地一致

不一致

全
平
行

３
辺
平
行

２
辺
平
行

１
辺
平
行

平
行
無
し

角
地
／
２
道
路
平
行

角
地
／
１
道
路
平
行

角
地
／
道
路
平
行
無
し

凡例 [no. 資料番号 ]　[ 主 V の平面輪郭形状 ]　[ みられた近似および変形 ]　[ 従 V による平行関係 ]

< 主 V の平面輪郭形状 >
　ア　単純幾何学形・非矩形
　イ　　　　〃　　 ・矩形
　ウ　矩形の組合せ・１直交座標形
　エ　　　　〃        ・２直交座標形

< 従Ｖによる平行関係 >
＝ ：主 V（平行または近似）ー従 V（平行または近似）
≠ ：主 V（非平行）ー従 V（非平行）
＜ ：主 V（非平行）ー従 V（平行または近似）
＞ ：主 V（平行または近似）ー従 V（非平行）
　    道路境界線に面した関係に (*) を付す

< みられた近似および変形 >
 〜： 主 V の近似　
 　   道路境界線に面した近似に（*）を付す
 ○ : オフセット　　●：押出
 □ : 欠き取り　　　■：付加
 ☆ : 非平行な平面輪郭線における変形

オ　斜線＋直交座標形
カ　　〃　
キ　直交座標によらない形状・曲線形
ク　　〃　　　　　　　　　・その他

73 キ
96 ク

116 オ
137 ク

～*
～

～*

○
●

～□

＝
＝
＝*
＝

＞
≠

70 ウ
93 ア

106 カ
126 ク

123 ウ
128 カ

～ *○
～

～*
○

～*
＝*
＝＜

31 ウ
80 ウ
82 ウ
83 ウ
24 ク
47 オ
52 オ

108 カ

41 カ
110 カ

≠*
≠
≠
＝
＝

～

○●

■

● ●☆
●
●☆
●

●■☆
～

84 キ
101 ク
105 ク
113 ウ
140 オ

20 ウ
60 イ
77 ウ

127 オ

56 イ 68 ウ
81 ク

5 ウ 117 イ

○

＝＜*79 イ

＝42 イ

10 ウ
66 ウ
67 ウ
69 イ
75 ウ

139 イ Ⅴ
隣地境界一致・不適応型

36 カ
129 キ

6 イ
11 カ

114 ク

33 カ
65 イ

118 ク

38 ウ
51 ウ

□
～*

＝*
＝＝

78 オ ＝

～*□

＜＜
≠
≠

Ⅰ
敷地適合型

Ⅱ
前面道路一致・適応型 

Ⅲ
隣地境界一致・適応型

9 イ
12 イ
34 イ
45 ウ
74 イ
86 エ

125 ウ
112 カ

57 ウ
103 ク

＝≠*
＝

～○
～ ＝*

Ⅳ
隣地境界基準・適応型

○●☆
17 ウ

124 ウ
133 イ

46 イ
64 カ
95 ウ

○☆
～

●☆

2 ウ
7 イ

16 ウ

1 ウ
23 ウ
43 カ
62 ウ

15 イ
18 イ
21 ウ
44 ウ

22 イ ≠

102 イ
115 イ

＜*＜
＝*

○☆
■

●

○☆

≠*
＝
≠*
＝

≠

14 イ
30 カ
39 ウ
58 キ

121 ウ

Ⅵ
隣地境界基準・不適応型

＝*
＝*
＝*

≠

●
■☆
●

●☆

●■☆
■☆

○●

13 エ
19 ウ
35 イ

88 イ

27 カ
40 イ
90 オ

107 イ
132 キ

85 ア
89 キ
97 ウ

3 ウ
8 ウ

25 ウ

○☆

○☆

＝＝
＝≠
＝

≠*
＜*
＜*＜

～*●55 ウ
122 カ

＝*
＝*

Ⅷ

Ⅶ
単辺依存（前面道路）・不適応型

単辺依存（隣地境界）・不適応型

Ⅸ
敷地不適合型

92 イ
136 エ

111 イ
138 イ

＜
＜≠*

≠*
＝≠*

94 オ ＜*≠

28 ウ
100 ク
119 ウ
130 ア

53 キ

32 キ
72 エ
98 ク

120 オ
131 ウ
135 ウ

～*○

～*

～○
～*

～*
～*
～*

＝*
＝*
＜*≠
＝*

≠

～
○

49 キ
87 ク

76 ウ
26 ウ

～*

Ⅹ

XI

角地道路一致・適応型

角地1道路基準・適応型

4 ウ
29 ウ
50 ウ

104 ク

48 イ
59 オ
63 ウ

54 ウ
61 カ
71 エ

91 イ
99 ウ

～
●☆

37 オ

＜
○
～*

＜*＜*
＜*

141 カ ＜＜

134 イ ＜*

a

b

d

α

c

β

e

f

g

h

109 キ

表 2-10　敷地境界と平面輪郭との関係図式
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　類型Ⅳは、隣地境界線 2 辺に対して平行または近似となる隣地境界基準・適応型

の関係図式である。このうちⅣ−ｃは、主Ｖが矩形（イ）あるいは矩形の組合せ（ウ、

エ）によるものであり、隣地境界線を基準に矩形を前提とした平面輪郭を敷地全体

の形状に適応させつつ配置したパタンといえる。

　類型Ⅴ〜Ⅸは、何れも敷地境界の形状に対して主Ｖの平面輪郭の形状の適応関係

がみられないものであり、従Ｖを加えた場合でも不適応となるものである。このう

ち類型Ⅴは、道路境界線とは非平行であるが隣地境界線全辺に対して平行または近

似となる隣地境界一致・不適応型の関係図式である。ここでは建築ヴォリュームが

大小関係をもたないもの（Ⅴ−ｄ）のみに資料が集中し、平面輪郭の形状が矩形の

組合せ（ウ）によるものが多く、不整形な敷地境界線から直交座標系を見いだし矩

形を基調とした平面輪郭をあてはめたパタンといえる。

　類型Ⅵは、隣地境界線 2 辺に対して平行または近似となるものであり、主Ｖが矩

形（イ）あるいは矩形の組合せ（ウ）によるものが集中してみられることから、平

行あるいは直交する 2 辺の隣地境界線に矩形を基調とした平面輪郭を対応させた隣

地境界基準・不適応型の関係図式といえる。

　類型Ⅶは、道路境界線に対してのみ平行または近似となり街への構えを形成する

一方、隣地境界線に対しては非平行となるもので、単辺依存（前面道路）・不適応型

の関係図式といえる。このうちⅦ−ｅは、平面輪郭の変形（●、■）がみられ、ま

た従Ｖが主Ｖと共に道路境界線と平行または近似となることで（＝ *）、全体的には

敷地形状と独立した平面輪郭ではあるが、道路境界線に対してのみ依存的な平行関

係が従Ｖを加えることによって強調されるパタンといえる。

　類型Ⅷは、隣地境界線1辺に対してのみ平行または近似となる単辺依存（隣地境界）・

不適応型の関係図式である。このうちⅧ−ｆは、隣地境界線 1 辺に対してのみ依存

的な主Ｖでの平行関係が、主Ｖと同様に隣地境界線 1 辺と平行または近似となる従

Ｖを加えることによって強調されるパタンといえる（＝）。

　類型Ⅸは、適応関係もなく、また敷地境界線の各辺に対しても主Ｖの平面輪郭線

が平行関係をもたない敷地不適合型の関係図式である。このうちⅨｰｇは、建築ヴォ
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リュームが大小関係をもたず、主Ｖが敷地境界に依らず自律的な平面輪郭を形成す

るパタンといえる。

　次に、角地における類型Ⅹ、Ⅺは、類型Ⅰ〜Ⅳと同様に敷地境界の形状に対して

従Ｖを加えた場合でも適応関係がみられるものである。このうち類型Ⅹは、2 辺の

道路境界線に対して等価に主Ｖの平面輪郭線が平行または近似となる角地道路一致・

適応型の関係図式である。なかでもⅩ−ｈは、道路境界線に対する主Ｖの平行関係

に加えて、従Ｖについても同じく道路境界線に対して平行または近似の関係が形成

され（＝ *）、さらに道路境界線に面して主Ｖの平面輪郭の近似（〜 *）が多くみら

れることから、道路境界に面した 2 面のファサードを有する角地の敷地特性への対

応が強調されたパタンといえる。

　一方、類型Ⅺは、道路境界のうち 1 辺に対して主Ｖが平行または近似となり、全

体的には適応関係がみられながらも、角地の道路境界線 2 辺への対応関係にはヒエ

ラルキーが形成される角地 1 道路基準・適応型の関係図式といえる。

　以上、敷地境界に対する平面輪郭の全体的関係である適応関係と部分的関係の集

積である平行関係の組合せから導かれた 11 の類型において、a 〜ｈのパタンを、各

類型を特徴づける適応関係と平行関係を強調するものとして位置づけることができ

た。

４−２　類型とパタンの関係

　ここで、資料の集中がみられなかったため類型としては抽出していないが、各類

型における適応関係と平行関係の組合せを相対化し得る特徴的なパタンとしてαお

よびβを位置づけることを試みる注 9）（表 2-10）。αは、平行関係においては隣地境

界 1 辺を除く敷地境界線各辺に対して主Ｖが平行または近似となるものである。一

方、適応関係においては主Ｖでは適応関係がみられないが、従Ｖを加えることで適

応関係がみられるようになるものであり、従Ｖが主Ｖの適応関係を補完することで、

全体的には敷地境界との対応関係が強められる関係図式といえる。また、建築ヴォ

リュームが大小関係をもたないβは、敷地境界に対して適応関係をとりながらも、
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平行関係では一致性が低く、隣地境界 1 辺のみに平行または近似となる関係図式で

ある。

　これらαおよびβも含めて、前項で得られた 11 類型、および a 〜ｈのパタンの

関係図式としての性格を布置したのが図 2-5 である。まず、類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹは、

敷地境界と平面輪郭が全体として適応関係を形成すると共に、敷地境界線との平行

関係を 3 辺以上有することで、敷地境界との対応関係が強い関係図式といえる。一方、

類型Ⅶ，Ⅷ，Ⅸは、適応関係が認められず、また平行関係も 1 辺以下と少ないことから、

敷地境界との対応関係が希薄な自律的な関係図式を示している。これらはそれぞれ、

敷地境界と平面輪郭に関する対応、非対応が同一となるものであり、全体的関係と

部分的関係が一致した対極的なあり方といえる。このあり方の中で、パタンⅠ−ａ，

Ⅹ−ｈ，Ⅶ−ｅ，Ⅷ−ｆは、敷地境界線と平面輪郭線との平行関係が従Ｖを加える

ことによって強調されるものであり、それぞれが属する類型の性格を助長するもの

である。また、Ⅱ−ｂとⅨ−ｇは、どちらも建築ヴォリュームの大小関係がなく、

前者は矩形の組合せによる平面輪郭が敷地境界と適応関係をもち、かつ 3 辺以上の

平行関係を有することで、後者は平面輪郭が敷地境界と無関係に配置されることで、

それぞれ対極的に位置付けられる類型の性格を助長する特徴的なパタンといえる。

一方これらとは対比的に、βとⅤ−ｄは、敷地境界と平面輪郭に関する対応、非対

応が相反するものであり、全体的関係と部分的関係が一致しないあり方といえる。

　以上は、主Ｖの適応関係が従Ｖを加えた場合においても変更なく、全体的関係と

部分的関係が一致あるいは不一致といった明確な関係の中に位置づくあり方である

が、αは、主Ｖの適応関係が従Ｖを加えることによって補完されることで、全体的

には敷地境界との対応関係が強められるあり方である。

　なお、上記において全体的関係と部分的関係の一致がみられた類型群の通時的な

傾向を捉えると（付表、資料リスト）、1990 年代の作品には類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹが、

1950 〜 60 年代の作品には類型Ⅶ、Ⅷ、Ⅸが偏在している。また 1970 〜 80 年代の作

品においては特に傾向を捉えることができなかった。このことは、近年、分筆によ

る敷地の狭小化に伴って法定の建坪率に実質の建坪率が近い事例が増えていること
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が一因となっていると考えられる注 10）が、同時に、近年の住宅作品における意匠表

現が、建築本体の表現を超えて、敷地や都市環境といった外部の条件との融合的な

対応関係の中に成立させようとする状況の反映を示すものと考えることができる。

V

V

v

VV

β

α

cⅣ 前面道路基準
　　・適応型

主従V適応

主従V不適応

Ⅵ 隣地境界基準
　・不適応型

Ⅰ 敷地適合型 a

bⅡ 前面道路一致
　　・適応型

Ⅲ 隣地境界一致
　　・適応型

hⅩ 角地道路一致
　　・適応型

Ⅺ 角地1道路基準
　　・適応型

Ⅴ 隣地境界一致
　・不適応型

Ⅶ e

d

f

g

Ⅷ

単辺依存（前面
道路）・不適応型

Ⅸ 敷地不適合型

全体的関係 = 部分的関係

従Vの付加による類型の性格の助長

従Vの付加による適応関係の補完

大小関係をもたない建築ヴォリューム
による類型の性格の助長

平行関係の強調

平行関係の強調

自律的主V

矩形の組合せ
による主V

平
行
関
係
の
強
調

適応・平行３辺以上

不適応・平行１辺以下

平
行
３
辺
以
上

平
行
１
辺
以
下

全体的関係 ≠ 部分的関係

V
v

V

no.70 目黒 K 邸Ⅰ-a

no.82 五塔ハウスⅡ-b

no.127 木とカーテンウォールの家Ⅲ

no.28 L.J. 邸Ⅹ-h

no.95 野地邸β

V

VVV

V

V

V

v
V

V

v

no.33 水無瀬の町家α

V

no.139 祐天寺 T 邸Ⅴ-d

no.13 扇状敷地に建つ家Ⅶ-e

no.97 大屋根のある家Ⅷ-f

no.27 青山台の家Ⅸ-g

V

v

単辺依存（隣地
境界）・不適応型

図 2-5　類型とパタンの関係図
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５節　小結

　以上、本章では現代日本の住宅作品の敷地境界と平面輪郭の対応関係を、敷地境

界の形状に対する平面輪郭の適応関係、および敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

といった全体的関係と部分的関係から捉え、両者の傾向の組合せによる関係図式と

して 11 の類型を導き、その性格を検討した。

　それらを整理すると、住宅作品の敷地境界と平面輪郭の関係は、全体的関係と部

分的関係が一致した下記 2 つのあり方によって類型の大半が 2 分されることが明ら

かとなった。ひとつは適応関係と平行関係の敷地境界への対応が共に調和的な関係

をとり結ぶもの（類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹ）であり、もうひとつはそれらの関係が共に

対立的な関係をとり結び、平面輪郭の自律性が際立つもの（類型Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ）であっ

た。さらに通時的な検討により、このうち前者のあり方が現代的な傾向を表してい

ることが明らかとなった。またそれらとは対比的なあり方として、全体的関係と部

分的関係が一致しないあり方（β，Ⅴ−ｄ）、従Ｖが主Ｖの適応関係を補完するあり

方（α）も位置づけることができた。

　このことは、現代日本の住宅作品においては、敷地境界と平面輪郭の全体的関係

と部分的関係が連動した明確な関係図式のもとに、調和的あるいは自律的といった

対応関係の性格が位置づいていることを示すものであると共に、1990 年以降の近年

においてはより調和的な関係を取り結ぶ傾向を示すものといえ、敷地環境の中での

建築の意匠を考察するひとつの指標となり得るものと考える。
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第２章　本文注

注 1) 参考文献 1 において、神代は、「敷地のもつ法規的な条件や面積や包囲などとは別に、その土地の表情といっ

たものにどう対応してゆくかというところでは、建築家のそうした才能に多くがかかっている」と述べ、大陸

からの伽藍配置の日本的風土への適応等、古来より行われてきた建築の敷地への調和的な手法や、フランク・

ロイド・ライトの落水荘のように自然地形との対立的なあり方を例に、建築家の表現行為としての敷地と建築

の対応関係について指摘している。

注 2) 本章における平面輪郭とは、建築の上下階の外壁のうち最外郭の壁面線を指す。

注 3）本章で扱う不整形敷地は、正方形、長方形などの整形でない敷地形状のうち、前面道路境界１辺（角地の場合

は２辺）を含む３辺又は４辺以上の敷地境界線による敷地とする。また本研究では、住宅のアプローチや構え

に関わる道路境界線と平面輪郭の対応関係を重視し、不整形であっても、旗竿地のように接道幅が狭く敷地の

主要な部分が道路に面さない敷地や、道路境界付近の構成が整形な敷地と同様となる道路境界線とそれに接す

る隣地境界線２辺が直角をなす敷地は、資料に含まない。

注 4） 本章は住宅の平面輪郭を扱うものであるが、建築ヴォリュームについての立体的な検討を行うのは、全体形

状が同じ平面輪郭であっても建築ヴォリュームの大小関係の有無により、敷地境界との対応関係において建築

ヴォリュームの階層性を前提としたあり方を位置づけることができると考えるためである。これにより表 2-6

および表 2-9 において検討しているように、主Ｖの適応関係および平行関係が従Ｖが合わさった場合において

変化するか否かといったあり方を見いだすことができると考えられる。

注 5）本章では、複数の建築ヴォリュームが大小関係を有する場合に主Ｖと従Ｖを区別すると共に、大小関係のない

単体および並列のヴォリュームについては、従Ｖがなく主Ｖのみからなるものとして、その平面輪郭を主Ｖと

呼んでいる。

注 6）本章では、敷地境界と平面輪郭が同一頂点数であり、かつ双方の頂点どうしを結ぶ直線と平面輪郭とがなす角

度が、凸図形についてはすべて鈍角となり、凹図形については敷地境界の凸部の頂点から結ばれる直線に対し

ては鈍角、凹部の頂点から結ばれる直線に対しては鋭角となるものについて、形状の類似性があるものと位置

づけている。

注 7）国税庁財産評価基本通達において、想定整形地は不整形敷地の地積の評価法として、「不整形地の全域を囲む、

正面路線に面するく形又は正方形の土地」と定義されている。本研究では、5 辺以上の敷地境界線からなる不

整形な敷地について、道路境界線を基準に想定整形地を描き、その各辺に対して鋭角となり近接する境界線の

まとまりを捉えている。

注 8）表 2-10 において、敷地境界に対する平面輪郭の形状の適応関係の有無と、敷地境界線と主Ｖの平面輪郭線と

の平行関係の傾向の組合せから、平面輪郭と敷地境界との関係図式を検討した結果、該当する資料数と関係図

式数の関係は以下の通りであった。

 　　　これより、関係図式数が 1 であった 4 資料および 5 資料の図式と、関係図式数が 3 であった 6 資料の図式と

の間に資料分布の偏りが認められることから、6 以上の集中がみられたものを類型とした。その結果、類型Ⅰ

〜Ⅺには、全 141 資料中 95 資料が含まれた。

注 9）パタンαおよびβは、該当する資料数が少ないために類型化していないものの、類型化されたものと比較する

1

6 7 5 1 1 3 1 0 2 3 2

資料数

関係図式数

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

［ 類型化の範囲 ］
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ことによって、敷地境界と平面輪郭の対応関係の枠組みを構造的に捉えることができる関係図式であり、特に

取り上げるものである。

注 10）建坪率の区分における類型毎の資料数の分布は以下の通りであった。類型Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅹにおいては建坪率

50 〜 60% の資料が多く、類型Ⅶ、Ⅷ、Ⅸにおいては 30 〜 40% の資料が多く分布する傾向がみられた。また

何れも他の各区分において一定数の資料の分布がみられた。

第２章　参考文献

1）神代雄一郎：土地と建築家の応答　敷地論その１　新建築第 32 巻第 3 号、 pp50-54、新建築社、1957.3　

30~40%

40~50%

50~60%

Ⅰ

6

3

1

4

3

3

6

1

2

7

4

0

2

4

5

2

1

3

1

1

5

1

4

1

0

3

6

1

3

6

1

0

5

Ⅱ Ⅲ Ⅹ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅺ Ⅶ Ⅷ Ⅸ類型
建坪率

［ 調和的 ］ ［ 自律的 ］

表中の数字は資料数を表す。
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年月 類型作品名No.
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年月 類型敷地 敷地作品名No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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16

17

18

19

20

21

22
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

丘の上の住宅

大森邸

Fさんの家

実験住宅

千駄ヶ谷の家

SH19

菊竹自邸

畑田邸

長谷川さんの住宅

U氏邸

Sさんの家

青木邸

扇形敷地に建つ家

まちなかに建つ小住宅

N氏邸

村田邸

野村邸

堀の家

沢田画伯の家

N氏邸

村井さんの家

丘金山の家

旭丘の家

海浜の家

連階段の家

大きい屋根の家

青山台の家

L.J.邸

箕面の家

目白の家

新山邸

清水の家

水無瀬の町家

ブルーボックスハウス

登戸の家

日吉の家

粟辻邸

南馬込の家

白い中庭の家

ｷｬﾝﾃｨﾚﾊﾞｰ･ﾙｰﾌの家

山崎邸

鵠沼の家

世・北沢の家

住宅 RM-NT

サロンのある家

黒の回帰

ル コフレ ルージュ

自邸＝スキナヤ

T邸

H邸

吉祥寺S氏邸

船橋ボックス

ROU

赤い家

ムラセハウス

上和田の家

成城の白い家

駒杵邸

GOH 7603

光後邸

窪田邸

踊場の家

真喜志邸

王禅寺の家

濱吉さんの家

封印された家

上田の住宅

続・正面のない家

小金井の家

目黒K邸

久世寿

sk5711

sk5804
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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第２章付表　資料リスト

第２章付表注）敷地の符号は表 1 と対応している。このう
ち，複数の道路境界を有する資料には［＊］を，また複数
の道路境界線を有するが，幅員が大きく異なるものや敷地
との高低差があることなどにより，本研究において 1 辺の
道路境界を有するものとして扱う資料には [(*)] を付して
いる。

　 類型番号に付した記号は以下に対応している。また，各
年代毎の類型の分布を下記に示す。

　 [ ▲ ] 類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹ 
　 [ △ ] 類型Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ 
　 [ ー ] 類型Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅺ
　 ・1950 〜 60 年代　▲ : 3 資料， △ : 9 資料， ー : 9 資料
　 ・1970 〜 80 年代　▲ :19 資料，△ :13 資料，ー :16 資料
　 ・1990 年代　　　 ▲ :18 資料， △ : 3 資料，ー : 5 資料
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第３章　　住宅作品における立面の接地性

　１節　　本章の目的と概要

　１−１　本章の目的

　１−２　本章の概要

　２節　　立面の形状

　２−１　プロポーションと幅の変化による立面の形状（第一輪郭）

　２−２　第一輪郭に接する開口による立面の形状（第二輪郭）

　２−３　第一輪郭と第二輪郭の形状の関係（輪郭パタン）

　３節　　立面下部と前面外構の連続関係

　３−１　連続関係を形成する要素

　３−２　立面下部と前面外構の連続モデル

　４節　　輪郭パタンと連続モデルの関係による立面の接地性

　４−１　関係図式の類型

　４−２　類型間の関係

　５節　　小結
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１節

１−１　本章の目的

　建築の意匠においては、建物それ自体としての空間や形態の構成による側面が重

要であることを前提として、建築を取り巻く様々な環境要素との対応関係が、現代

の複雑な都市的状況との関係において成立する建築の構想という観点において、そ

うした構成を特徴づける上で重要な役割を担ってきたといえる。なかでも、建築の

立面の意匠においては、建物が地盤に固定されざるをえないという前提条件から、

地面という環境要素との接続関係を伴った形態表現が成立していると考えられる注1）。

たとえば日本の京都の町家では、犬矢来が街路と敷地との間の境界を明確化させる

と同時に、外壁の足下廻りと街路とを緩やかに繋ぎ形態的に安定した立面を構成す

る要素となっている。またル・コルビュジエのサヴォア邸では、建築ヴォリューム

がピロティで支えられることで地面と対峙した自律的な立面が形成されている。こ

のように、立面と地面との接続関係が意匠上重要な意味を形成している事例を数多

くみることができる。

　またこうした事例に加えて、敷地の狭小化が進行した近年の日本の戸建住宅地に

おいては、前面道路に面する立面に、アプローチに関わる車庫やエントランス、主

要な採光面としての開口部などの住宅の機能上要求される諸要素が集約されること

から、そうした要素の配置も含めた地面との接続関係が表現されている事例が増え

てきている。具体的には、立面の下部がビルトイン形式の車庫や玄関アプローチな

どによって大きく穿たれ、壁面の接地長さが短い不安定な形状の立面、大きな開口

部によって立面の外形輪郭が欠き取られた形状となる立面、外構の舗装と類似した

仕上げにより地面との連続感が視覚的に表現された立面など、立面の輪郭の形状と

建築的な要素による複合的な立面のあり方がみられるようになっている注 2）。このこ

とは、建築と地面の接続関係が、立面を地面に対してどのように置くかという形態

的な操作に加えて、外構や前面道路との間に形成される連続関係において特徴づけ

られることを示すものであり、現代の都市的な環境における建築の意匠を成立させ
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る重要なテーマのひとつとなっていると考えられる。

　そこで本章では、現代日本の住宅作品における前面道路に面した立面に着目し、

立面輪郭の形状と、立面と地面の連続関係を検討することから、建築と地面との接

続関係に関わる性格（以下、接地性）の一端を明らかにすることを目的とする。

１−２　本章の概要

　都市部の、前面道路に面した住宅の立面の設計に際しては、外形のプロポーショ

ンや形状の調整といった面それ自体の形式的な操作と同時に、内部空間を背後にか

かえる壁面であることから通風、採光のための窓が設置され、外部空間との関係を

とりもつ必要性からアプローチのためのエントランスや車の導入口といった開口部

が設置され、それらによる複合的な操作が関与していると考えられる。それらの操

作により、重心が低く安定した形状や、それとは対比的に浮遊感を感じさせる形状

といった、地面に対する立面の形状的な特徴が表現されるといえる。また、立面と

地面とを如何に繋げるかに関しては、地面と直に接する立面下部の基礎の形態、お

よび立面下部とその前面の外構部分との素材や色などの類似性、さらに開口部やエ

ントランス等を介した前面道路との動線や視線の関係といった、立面が接する建築

以外の部分との連続関係に関する操作が同様に検討項目となると考えられる。

　たとえば、分析例（図 3-1）の住宅では、前面道路に対する間口の狭い敷地において、

高さに対して接地幅の狭い縦長の立面が配されている。さらに、上方に向かって幅

が狭くなる建物自体の輪郭形状に対して、側部の輪郭に沿って車庫の開口が穿たれ

ることによって輪郭下部が欠き取られた形状となっている。このように、立面の幅

と高さの関係、建物自体の輪郭形状、開口によって欠き取られた輪郭形状という３

水準の重ね合わせによって、地面に対する立面の形状の安定感あるいは不安定感が

表現されていると考えられる。また、外構および前面道路との連続関係については、

基礎により立面と地面との分節が表されている一方で、外構と基礎および立面の素

材に類似性が認められる。さらに、ビルトイン形式の車庫により前面道路との動線

的な連続関係が表現されているといえる。このように、立面の形状と、立面前面の
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外構（以下、前面外構）および前面道路との連続関係によって、安定あるいは不安定、

連続関係の有無といった、立面と地面との接続関係に関わる性格（接地性）を位置

づけることができると考えられる。

　本章では、前面道路に面して立面が露出し残る３方を隣家に囲まれた現代日本の

住宅作品を対象に、上記の立面の形状と、前面外構および前面道路との連続関係と

いった２水準から検討する。まず、２節では立面の形状について、幅と高さの関係（以

下、プロポーション）と建物自体の輪郭形状（以下、第一輪郭）、および窓などの開

口の配置によって欠き取られることで形成される輪郭形状（以下、第二輪郭）につ

いて位置づける。続く３節では立面の下部と前面外構の連続関係について、基礎形

態および素材の類似性、開口部やエントランス等の動線・視線要素の有無から検討

する。さらに４節では、２節および３節それぞれで得られた結果を相互に比較検討

することから立面と地面の接続関係の図式を位置づけ、５節で結論を述べる。

図 3-1　分析例１

資料No.121　南加瀬の住宅

立面の形状

２節

３節

4120

9
9

9
0

〈第一輪郭〉

〈第二輪郭〉

・上端：陸屋根

・幅の変化：下部幅広

・基礎形態：基礎＋外壁(奥基礎◒)

・素材の類似性：類似性あり(イ1)

・連続要素(動線要素)：
　　　　　　　　ﾋﾞﾙﾄｲﾝｶｰﾎﾟｰﾄ(b)
・前面外構の素材：単一舗装(単p)

・プロポーション：縦長
　  　　　　 （高さ/幅=2.4>1.3）

・面内開口：上部分布(⏉)
・輪郭に接する開口(隅部)

・幅の変化：下部幅狭
　　　　  (上部下部共に欠き取り)

立面下部と前面外構
の連続関係
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２節　立面の形状

　立面の形状は、一義的には建物自体の輪郭形状（第一輪郭）によって性格づけら

れるといえるが、同時に、輪郭に沿って開口が配されることにより、外壁面が穿た

れると同時に欠き取られた残部として現象する立面の形状（第二輪郭）が特徴とな

る例がみられる。そこで本節では、まず、地面に対する立面の形状の安定性を捉え

る上で、立面の幅と高さの関係（プロポーション）、および接地部の幅に対する高さ

方向の幅の変化に着目し第一輪郭を位置づける。次に、第一輪郭に接した開口の配

置から第二輪郭を位置づけ、さらに第一輪郭と第二輪郭の関係を検討することによ

り立面の形状の性格を検討する注 3）。

２−１　プロポーションと幅の変化による立面の形状（第一輪郭）

　第一輪郭の形状について、全体のプロポーションと高さ方向の幅の変化から検討

を行う。まずプロポーションについて、全 142 資料に対して、道路側立面の幅と高

さの比（高さ／間口）を求め、その分布の隔たりがみられる値（0.7 および 1.3）を

境に、横長（＜ 0.7）、標準（0.7 〜 1.3）、縦長（＞ 1.3）と分類したところ、標準が

66 資料と最も多くみられた（表 3-1）。次に、接地部の幅に対する高さ方向の幅の変

化について、下部幅広、等幅、下部幅狭の３つに分類し注 4）、プロポーションとの対

応関係、および立面の上端の形状について併せて整理し検討を行った（表 3-2）。そ

の結果、幅の変化に着目すると、等幅が最も多くみられ（82/142 資料）、一方で接地

部の幅に対して上部の幅が広い下部幅狭については該当資料数は少なかった（16/142

資料）。

２−２　第一輪郭に接する開口による立面の形状（第二輪郭）

　ここで取り扱う立面の開口の種類としては、ビルトイン形式の車庫やバルコニー

によるヴォリュームの欠き取りと、外壁面に穿たれる窓によって捉えることができ

る。それらが第一輪郭の隅部や一辺の全長に接して配されることで第一輪郭と異な
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（142資料中）

0

5

10

15

1 1.30.7 2 3

︵
資
料
数
︶

横長 縦長標準（29） （66） （47）

（高さ/幅）

横長

標準

縦長

プロポーション

幅の変化 下部幅広 下部幅狭等幅

下部のみ欠き取り 上部下部共に欠き取り

（20）_

（36）_（22）_10,∧11,⌒1 （4）_ （4）_

（26）_（16）_3,∧12,⌒1 （2）_ （3）_1,∧2

（1）_ （2）_1,⌒1（6）_3,∧2,⌒1

（66）

（47）

（29）

（44） （82） （16）

（7） （9）

（142資料中）

⌒

∧
勾
配
屋
根

陸
屋
根 ＿

隅
部輪

郭
に
接
す
る
開
口

辺
全
長

面
内
の
開
口

ヴォリュームの欠き取り 窓

上

下

側

上+下

上+側

下+側

上 1

15

0

10

1

4

0

0

1

5

39

4

3

2

6

1

0

2

26

19

44

下

上+下

上

下

上+下

上部分布 ⏉

下部分布 ⏊

全体分布 ＊

18部分分散 ×

（16）

（48）

（14）

（107）

上

下

側

上+下

上+側

下+側

（16）

表 3-1　立面のプロポーション

表 3-2　プロポーションと幅の変化による第一輪郭の形状

表 3-3　開口の種類

表 3-1 注）道路側立面の高さ／幅を求め，小数点以下第 2 位を四捨五入，
小数点以下第 1 位の数値を用いた。また，立面上端が勾配を有するとき，
妻入の場合は立面上端を，平入の場合は軒高をプロポーション算出におけ
る高さとする。幅は軒の出を除いた最長部分の長さとする。

表 3-2 注）下部幅狭に
ついては，下部のみ欠き
取り，および上部下部共
に欠き取りのものについ
ても併せて検討してい
る。また，立面上端の形
状について，表中の符号
は陸屋根 (_)，勾配屋根
( ∧ )，ボールト ( ⌒ ) を
表す。凡例を以下に示す。

表 3-3 注）表内の数字は見られた資料数を表す。また，面内の開口の分布
について，第一輪郭が等幅のものは中心を，下部幅広および下部幅狭のも
のは幅が変化する位置を基準に立面を４象限に分割し，４象限全てに面内
開口が位置する場合を全体分布，上方２象限を上部分布，下方２象限を下
部分布，それ以外を部分分散としている。
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る立面形状が形成されると考える。そこで、これらの開口の種類について、ヴォリュー

ムの欠き取りによるものか窓かといった種別、および第一輪郭に接する位置から分

類を行い、さらに立面の面内に配される輪郭に接しない開口の分布から検討したと

ころ（表 3-3）、まず輪郭に接する開口について、最も多くみられた第一輪郭の隅部

に配される窓（48資料）のなかでは立面下部に配されるものが大半であった（39資料）。

また、輪郭の一辺の全長に沿って配されるもの（辺全長）は、ヴォリュームの欠き取り、

窓ともに同程度みられ（16 資料、14 資料）、そのうちヴォリュームの欠き取りでは

上部（10 資料）、窓では側部（6 資料）に位置するものが多くみられた。一方、面内

に配された開口の分布は、立面全体に分布するものが最も多くみられた（44 資料）。

２−３　第一輪郭と第二輪郭の形状の関係（輪郭パタン）

　ここで得られた輪郭に接する開口の配置により、接地部の幅に対する高さ方向の

幅の変化として第二輪郭の形状を位置づけ、第一輪郭との関係、および立面上端の

形状と面内の開口の分布を併せて示したのが表 3-4 である。これより、第一輪郭と

第二輪郭の形状の関係のパタン（以下、輪郭パタン）A 〜 I を得た注 5）。

　まず、第一輪郭が下部幅広で安定形のもの（44/142 資料）では、第二輪郭も同様

に下部幅広となり安定形が保持される A（16 資料）と、第二輪郭は下部幅狭となり

不安定形へと変形する C（19 資料）が同程度みられた。このうち前者では、プロポー

ションが標準のものに資料の集中がみられ（A2：8 資料）、ここに該当する全資料に

おいて輪郭に接する開口がみられず（表中で資料番号に＿が付されたもの）第一輪

郭と第二輪郭が同一形状となることから、第一輪郭において立面の形状の安定性が

決定づけられるあり方といえる。一方後者では、下部幅広で標準プロポーションの

第一輪郭の安定形が第二輪郭によって打ち消され不安定形となるもの（C2：9 資料）、

および縦長のプロポーションと第二輪郭により不安定性が形成されるもの（C3：8

資料）に資料の集中がみられた。

　次に、第一輪郭が等幅で矩形の立面形状のもの（82/142 資料）では、第二輪郭も

等幅となり第一輪郭の形状が保持される E（44 資料）が、不安定形へと変形する F（35

資料）に対して比較的多くみられた。このうち前者では、プロポーションに関わら
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ず面内の開口が全体的に分布する傾向がみられ（＊：19/44 資料）、これらは、矩形

の立面形状の幾何学的な特徴が均質に配された開口表現が伴うことで強調されるあ

り方といえる。一方後者では、標準（F2）および縦長（F3）のプロポーションのも

のがそれぞれ 13 資料と 14 資料みられ、どちらも立面上部に開口が集中する傾向が

みられることから（⏉：5/13 資料、6/14 資料）、これらは下部幅狭の第二輪郭の重

心位置が開口の分布により調整されるものといえる。

　さらに、第一輪郭が下部幅狭で不安定形のもの（16/142 資料）では、第二輪郭も

同様に下部幅狭となり不安定形が保持される I に全資料が集中し、安定形への変形（G、

H）は資料の該当がみられなかった。また、I においては、輪郭に接する開口がある

もの（資料番号に＿が付されないもの）が半数みられ（8/16 資料）、これらは第一輪

郭の不安定形が第二輪郭により強調されるものといえる。

（142資料中）

（19） （53） （70）

(5)

(1)

(1)

(1)

(11)

(22)

(11)

(8)

(13)

(14)

(3)

(8)

(5)

(3) (8)

(3) (1) (2)

(8) (5) (9)

6　×
40　＊
57⌒⏊

20∧× 22∧×55　　

45　　
51⌒　
18∧＊
65∧×

121　⏉
122∧⏉
133∧⏉
142∧⏉

125∧　50∧＊
119∧＊
84∧⏉
117　⏊

34∧＊
116∧  
139∧　

23∧＊
54　　
67　⏊
89　⏉

127　×
　

52　＊
132　＊
44∧＊
72∧＊
114∧　

27⌒⏉
138　⏉
91　⏊

12∧⏊
60∧⏊
17∧×
58∧×

102∧⏉
26∧＊
76∧　
82　　

29　　

13⌒⏉
28　　
32　　

39　＊
59　＊
86　＊
41　⏉

8　＊
24　＊
98　　
108　　

80　＊ 94∧⏉
118∧⏉
78　⏊
93　　

74　＊ 68　＊
92　＊
112　＊
124　＊
128　＊

137　＊
14　⏊
47　⏊
95　⏊

99　×
104　　

79　⏉
83　⏉
96　⏉
106　⏉
123　⏉

37　　
49　　
120　＊
126　⏉

87　　
100　　
103　　

97　＊
131　×

16　＊
19　＊
31　＊
42　＊
43　＊

141　⏊ 71　＊
101　＊
109　＊
136　＊

48　×
15　×
129　×
130　×
10　⏊

61　　
107　　
134　　

46　⏊
140　⏊
7　⏉
35　⏉
77　　

88　⏉
105　⏉
110　⏉
115　⏉
135　⏉

9　　
25　　
64　　
53　　

11　×
73　×
62　＊
85　⏊

1　＊ 2　⏊
21　⏊
81　⏊

63　×
90　×
111　　
113　　

30　＊
33　＊
36　＊
56　＊

4　＊
70　＊
75　＊
3　×

5　⏊38　　
66　　
69　　

下部幅広 等幅 下部幅狭

下部のみ欠き取り 上部下部共に欠き取り

横長

標準

縦長

第二輪郭

第一輪郭

横長

標準

縦長

横長

標準

縦長

下部幅広

等幅

下部幅狭

A1

A2

A3

D1

D2

D3

B1

B2

B3

E1

E2

E3

C1

C2

C3

F1

F2

F3

I1

I2

I3

（44）

（82）

（16）

（16）A （9）B （19）C

（3）D （44）E （35）F

（0）G （0）H （16）I

凡例　［立面上端の形状］［面内の開口分布］
⏉　上部分布
⏊　下部分布
＊　全体分布
×　部分分散

∧　勾配屋根（切妻）
⌒　　 〃 　（曲面）

表 3-4　第一輪郭と第二輪郭の形状の関係（輪郭パタン）

表 3-4 注）表中の番号は資料番号（付表：資料リスト）を表し，資料番号に付した下線は輪郭に接する変形およ
び窓が無く第一輪郭と第二輪郭の形状が同一である資料を示す。また，（）内の数字は該当する資料数を表す。
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3 節　立面下部と前面外構の連続関係

　前節で検討した立面の輪郭形状は、立面の形状的な安定性を位置づける水準とい

えるが、本節では、立面と地面の物的な連続関係を形態および素材の側面と、動線

および視線的な側面から検討する。

３−１　連続関係を形成する要素

　立面と地面の形態および素材の連続関係を形成する要素として、立面の下部と前

面外構（立面と前面道路との間の外構）との関係に着目し、接地に関わる基礎の形

態、および視覚的な連続に関わる素材から検討を行った。まず、基礎の形態につい

て、基礎と外壁が明確に分節されているか（基礎＋外壁）、あるいは外壁と一体的か

（基礎＝外壁）に分類した（表 3-5）。分節されているものに関しては、基礎が外壁

面から後退している特徴的な形態注 6) を奥基礎、その他のものについては基礎の高さ

により注 7) 高基礎および標準基礎とし、外壁と一体的なものについては、立面全体の

外壁と一体のもの（一体）、および一層程度の部分まで基礎と外壁が一体的に立ち上

がりその上部に外壁の分節がみられるもの（一体＋外壁）とに分類した。次に、素

材について、前面外構の素材、および立面下部と前面外構の素材の類似性から捉え

た。前面外構の素材については、その配列的な特徴を、単一、前面道路に対して並

列、縦列ないしその他の配列のパタン、前面外構なしに分類し、素材の組合せにつ

いても検討を行ったところ（表 3-6）、前面外構が単一の素材（78/142 資料）からなり、

コンクリートやアスファルト等で舗装されているものが最も多くみられた（62 資料）。

また、立面下部と前面外構の素材の類似性については、基礎の形態（表 3-5）を前提

として、両者の素材を比較検討することから類似性の有無を捉え注 8）、4 つに大別し

た（表 3-7）。その結果、基礎と外壁の分節があるもの（基礎＋外壁：48 資料）の中

では類似性のないものが多く（28/48 資料）、そのほとんどが前面外構、基礎、外壁

面の全てに類似性がみられないものであった（ロ２：26/28 資料）。また、基礎と外

壁が一体的なもの（基礎＝外壁：86 資料）においても類似性のないものが多くみら
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れた（55/86 資料）。

　さらに、前面外構や前面道路といった立面が対面する環境との間では、立面に配

置されるエントランスやアプローチ階段、大きな開口等が、動線や視線の相互的な

連続関係の形成に介在し、立面と地面との接続関係を特徴づけていると考えられる。

そこで、そのような連続関係の形成に関わる建築的な要素（以下、連続要素）につ

いて、動線的な連続に関わる要素（以下、動線要素）と視線の連続に関わる要素（以

下、視線要素）に分類し集計を行ったところ（表 3-8）、最も多くみられたエントラ

ンス（98/142 資料）をはじめ、多くの資料において動線要素がみられた。

基礎+外壁 基礎＝外壁

奥基礎 高基礎 一体 一体＋外壁標準基礎

◒ (9)[0] ◓ (9)[0] ○ (33)[3] ◎ (84)[6] ⦿ (7)[0]

（142資料中）

 (51)  (91)

土･植栽･飛石等

舗装

土＋舗装

単一

c

p

cp

並列 縦列/他 前面外構なし素材の配列

素材の組合せ (78)

16

62

0

15

27

1

6

7

(42) (14) (8)

（142資料中）

素材の類似性あり 素材の類似性なし

イ1

基礎＋外壁 基礎＋外壁
（基礎=外壁）

基礎＋外壁
（基礎≠外壁）基礎のみ 基礎のみ

ハ ニ

イ2 ロ1 ロ3ロ2

基
礎
＋
外
壁

基
礎
＝
外
壁

 (3)  (2)  (0) (17) (48)

 (86)  (31)

 (20)  (28)

 (51)  (83)

 (55)

 (26)

（142資料中）

動線要素動線要素 視線要素

階段 エントランス 大開口 壁面透過性ﾋﾞﾙﾄｲﾝｶｰﾎﾟｰﾄ

s (19)  e (98)[20]  b (62)  o (26)  t (12)

表 3-5　基礎形態

表 3-5 注）( ) 内の数字は該当する資
料数，［ ］内の数字は該当資料のうち
基壇状の基礎をもつ資料数を表す。

表 3-6　前面外構における素材の配列的特徴

表 3-7　立面下部と前面外構の素材の類似性

表 3-8　連続要素

表 3-7 注）( ) 内の数字は該当する資
料数を表す。この他に前面外構が無
いものが 8 資料存在する。また，前
面外構の素材が複数ある場合は，立
面下部と接している長さが最長とな
る素材をもとに立面下部との類似性
を判断している。

表 3-8 注）( ) 内の数字は各々の要素
が見られた資料数を表す。エントラ
ンスについて，扉が表出せずポーチ
を有する資料数を［ ］に示している。
また，大開口は前面道路に面する階
レベルのものについて扱っている。

表 3-6 注）( ) 内の数字は該当する資
料数を表す。
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３−２　立面下部と前面外構の連続モデル

　基礎形態（表 3-5）および前面外構における素材の配列的特徴（表 3-6）、立面下部

と前面外構の素材の類似性（表 3-7）、連続要素（表 3-8）の組合せを整理したのが表

９である。これより、立面と地面の接続関係の性格（接地性）を検討する上で重要

な指標として、基礎形態と素材の類似性および連続要素の傾向の組合せから、①〜

⑥の立面下部と前面外構の連続モデルを得た注 9)（表 3-9）。

　まず、基礎と外壁の分節が明確なもの（基礎＋外壁）のうち、①は前面外構と基

礎のみに素材の類似性がみられ（イ２）、連続要素として動線要素（s,e,b）が配され

る傾向がみられる連続モデルである（基礎類似 / 連続要素有）。ここには、前面外構

が単一素材で舗装（単 p）されている資料が多く該当したことから、素材の類似性

により連続した前面外構と基礎が台座を形成し、上部の壁面と明確に分節されなが

らも動線的な連続関係が表現されるあり方といえる。②は前面外構、基礎、立面の

全てに素材の類似性がみられず（ロ２）、動線要素あるいは視線要素により連続関係

が形成される連続モデルである（類似無 / 連続要素有）。このうち、② -a は奥基礎（◒）

の基礎形態によって地面と外壁との分節が強調されるものである。また、② -b は標

準基礎（○）で動線要素と連続要素を共に有するものである。

　次に、基礎と外壁が一体的なもの（基礎＝外壁）のうち、③は外壁が道路に近接

し前面外構が無く、動線要素が配される傾向がみられる連続モデルである（外構無 /

連続要素有）。ここでは基礎形態が立面全体の外壁と一体（◎）で動線要素を有する

もの（③ -a）が多くみられた。④は前面外構と立面下部の素材が類似性を有し（ハ）、

連続要素を有するまとまり（④ -a, ④ -b, ④ -c：類似 / 連続要素有）と、連続要素を

もたないまとまり注 10)（④’：類似 / 連続要素無）とからなる連続モデルである。こ

のうち前者は、単一素材による前面外構の舗装（単 p）の傾向がみられることから、

基礎形態、素材の類似性、連続要素の全てを同時に有することで、立面下部と前面

外構の連続性が積極的に表現されたあり方といえる。なかでも、④ -a、④ -b は基礎

形態が立面全体の外壁と一体（◎）であり、④ -a は動線要素と視線要素を共に有す

るもの、④ -b は動線要素のみのものである。また④ -c は基礎と一体的に立ち上が
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る外壁の上部に分節がみられ（⦿：一体＋外壁）、動線要素を有するものである。⑤

は基礎形態が立面全体の外壁と一体で、前面外構と立面下部の素材の類似性がなく

（ニ）、連続要素を有する連続モデルである（類似無 / 連続要素有）。このうち⑤ -a

は動線要素と視線要素を共に有するもので、前面外構は単一素材の舗装（単 p）に

よるものが多くみられた。⑤ -b は動線要素を有するもので、素材の配列的特徴とし

て単一素材の舗装（単 p）によるもの、および舗装部分と非舗装部分が前面道路に

対して並列に配列（並 cp）される傾向がみられた。⑥は基礎形態が一体の立面下部

と前面外構との素材の類似性が無く、連続要素ももたない、立面下部と前面外構の

分節が強調された連続モデルといえる（類似無 / 連続要素無）。
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ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ニ
ニ
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ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ

◎
◎
◎
◎
◎*
◎
◎
◎*
◎
◎*
⦿
⦿
⦿
⦿
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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◎
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◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
⦿
⦿
◎
◎
◎
◎
◎

-
-
-
単p
単c
パcp
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
並p
並cp
並p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
並p
並p
並cp
並cp
並cp
単c
パcp
パcp
単p
パp
単p
並p
並cp
並cp
並cp
並cp
単c
単c
単c
単c
単p
単p
単p
単c
パp
並cp
パcp
並p
並cp
-
-
-
-
-
単p
単p
単p
単p
並p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p

34
24

101
121

46
109
122
123
125

12
17
22
58
44

124
61

140
60

115
118
130
133

97
31
20

1
126

71
89

102
39
82
54
62
63
65
68
72
94
95

137
119

33
37
75

114
73
91
99

131
142

84
9

53
15
55

3
10
19

132
117

5
8

27
28
38
41
76
81
92

98
106
120

25
35
90

105
26
51

100
23
57

138
74
11

134
139

2
136

43
77
78
80
87
88

141
16
45
79
96

112
32
47
59
64

103
6

14
29
42
49
52
56
66
67
85
93

110
111
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連続要素 連続モデル

-
-
-
イ1
イ1
イ1
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
イ2
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ロ1
ロ1
ロ2
ロ2
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ロ2
ロ2
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-
-
-
-
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

◓
○
○
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◓
○
○
○
○
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○
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◎
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◎
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◎
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◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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基
礎
＝
外
壁

単p
単p
単p
並p
並p
並p
並p
パp
パp
パp
単p
単p
単p
並p
単p
単p
単p
パcp
単c
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
並cp
並cp
並cp
並cp
パc
単c
単c
単c
単c
単c
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
単p
並p
並p
並cp
並cp
並cp
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並cp
並cp
並cp
並cp
並cp
並cp
並cp
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パp
並p
並cp
単c
単c
単c
単p
パcp

 

基
礎
＝
外
壁
︵
続
き
︶

基
礎
＋
外
壁

①
［
基
礎
類
似/
連
続
要
素
有
］

④
︵
続
き
︶

［
類
似/

連
続
要
素
無
］

⑤
［
類
似
無/

連
続
要
素
有
］

⑥
［
類
似
無/

連
続
要
素
無
］

②
［
類
似
無/

連
続
要
素
有
］

③
［
外
構
無/

連
続
要
素
有
］

④
［
類
似/

連
続
要
素
有
］

①-a 奥基礎/動線

①-b 高基礎/動線

①-c 標準基礎/動線

②-a 奥基礎/動線

②-b 標準基礎/動線＋視線

③-a 一体基礎/動線

②-c 標準基礎/動線

④-b 一体基礎/動線

④-a 一体基礎/動線＋視線

④-c 一体基礎＋外壁/動線

④’ 一体基礎

⑤-a 一体基礎/動線＋視線

⑤-b 一体基礎/動線

⑥ 一体基礎

④’

表 3-9　立面下部と前面外構の連続モデル

表 3-9 注）表中の番号は資料番号（付表：資料リスト）を表す。また基壇状の基礎をもつ資料は，基礎形態の符号に (*）を付した。
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4 節　輪郭パタンと連続モデルの関係による立面の接地性

　２節で検討した立面の形状と、３節で検討した立面下部と前面外構の連続関係と

の対応を示したものが表 3-10 である。ここでは、３節で導いた連続モデル（①〜⑥）

に対して、２節で得た第一輪郭と第二輪郭の形状の関係による輪郭パタン（A 〜 I）

の該当資料数（連続モデル内資料数）、および各輪郭パタン毎にその総数における連

続モデルへの対応比率（輪郭パタン比率）を求めることから、立面と地面との接続

関係の図式として 11 類型（① -A 〜⑤ -I）を導き注 11)、さらに類型間の関係を、輪郭

パタンと連続モデルの関係による接地性として位置づけた（図 3-2）。

４−１　関係図式の類型

　まず、基礎と外壁の分節が明確な基礎形態（基礎＋外壁）の連続モデル（① , ②）

に対応する類型のうち、① -A、① -C は共に前面外構と基礎のみに素材の類似性が

あり、連続要素を有するものである。このうち、① -A は第一輪郭、第二輪郭共に下

部幅広の安定形を保持するもの、① -C は下部幅広で安定形の第一輪郭が第二輪郭で

下部幅狭の不安定形へと変形がみられるものであり、これらは前面外構と連続する

台座状の基礎上部に第一輪郭において安定的な立面が配されるあり方といえる。一

方、② -C は、前面外構、基礎、立面の全てにおいて素材の類似性がなく、連続要素

を有するものであり、① -C と同様に安定形の第一輪郭が第二輪郭で不安定形となる

ものである。

　次に、基礎と外壁とが一体的な基礎形態（基礎＝外壁）の連続モデル（③ , ④ , ⑤ ,

⑥）に対応する類型のうち、④ -A、④ -C、④ -F、④ -I は何れも前面外構と立面下

部の素材の類似性があり、連続要素を有するものである。このうち、④ -A は第一

輪郭、第二輪郭共に下部幅広で安定形が保持されるものであり、④ -C は下部幅広の

安定形の第一輪郭が第二輪郭で下部幅狭の不安定形へと変形がみられるものである。

また④ -F は等幅で矩形の第一輪郭が第二輪郭で下部幅狭の不安定形となるものであ

り、④ -I は第一輪郭、第二輪郭共に下部幅狭の不安定形となるものである。一方、

⑤ -C、⑤ -E、⑤ -F、⑤ -I は何れも前面外構と立面下部の素材の類似性がなく、連続
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要素を有するものである。このうち、⑤ -C は下部幅広の第一輪郭が第二輪郭で下部

幅狭となるものである。また⑤ -E、⑤ -F は共に等幅で矩形の第一輪郭のものであり、

⑤ -E は第二輪郭においても等幅で矩形の形状が保持されるもの、⑤ -F は第二輪郭

で下部幅狭の不安定形となるものである。さらに⑤ -I は第一輪郭、第二輪郭が共に

下部幅狭で不安定形が保持されるものである。

③

A E(1) (1)C(1) F(2)

0

0.1

⑥

E(5)
0

0.1

④’

B(1) E(1) F(1)
0

0.1

⑤

B D E FA(1) (3) C(4) (1) (16) (15) I (8)
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

⑤-I

②

①

A B D E F(3) (2) C(5) (1) (7) (6) I (2)
0

0.1

0.2

0.3

②-C

A C E F I(5) (4) (4) (3) (1)
0

0.1

0.2

0.3

①-A ①-C

④

A B D E F(4) (1) C(4) (1) (6) (8) I (4)
0

0.1

0.2

0.3

④-A ④-C ④-F ④-I

（輪郭ﾊﾟﾀﾝ比率）

（連続ﾓﾃﾞﾙ内資料数）

基
礎
＝
外
壁

基
礎
＋
外
壁

基
礎
類
似/

連
続
要
素
有

類
似
無/

連
続
要
素
有

類
似/

連
続
要
素
有

類
似
無/

連
続
要
素
有

外
構
無/

連
続
要
素
有

類
似
無/

連
続
要
素
無

類
似/

連
続
要
素
無

横長
凡例：プロポーション

標準

縦長

連続モデル
下部幅広（第一輪郭） （〃） （〃）輪郭パタン 等幅 下部幅狭

A B C D E F I

⑤-C ⑤-E
⑤-F

表 3-10　輪郭パタンと連続モデルの関係
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４−２　類型間の関係

　ここで、得られた 11 類型を比較検討することにより、輪郭の形状および前面外構

との連続関係による住宅作品の立面と地面との接続関係の性格（接地性）をみると

（図 3-2）、まず、① -A、① -C、④ -A、④ -C は、地面に対する安定形の第一輪郭と

素材の類似性、さらに連続要素を有することで、地面との接続関係が強められるあ

り方といえる。一方、⑤ -I は、第一輪郭が不安定形で、且つ、素材の類似性も無く、

連続要素による前面道路との連続関係は保持しつつも、地面との接続関係が希薄で

自律性の強い立面のあり方といえる。これらはそれぞれ、形状の安定性と素材の類

似性とについて、立面と地面との接続関係の対応が一致した対極的なあり方といえ

る（図中、実線矢印）。これらに対して、④ -I と② -C、⑤ -C は立面と地面との接続

関係における対応が相反するあり方であり（図中、点線矢印）、④ -I は、第一輪郭は

不安定形でありながら素材の類似性を有するあり方、対極的に② -C と⑤ -C は、安

定形の第一輪郭に対して素材の類似性がないあり方である。

　また、これらの性格を横断して、第二輪郭によって立面と地面との接続関係の輻

輳的な性格を示すあり方として、① -C、④ -C、② -C、⑤ -C および④ -F、⑤ -F に

着目すると、前者は、下部幅広で安定形の第一輪郭に対して第二輪郭は不安定形と

なるものである。このうち① -C と④ -C は、形状の安定性と素材の類似性における

対応の一致、および連続要素による強い接続関係が、第二輪郭によって弱められる

あり方であり、② -C と⑤ -C は、第一輪郭の安定性と第二輪郭の不安定性、さらに

立面と前面外構の素材の不連続性といった、接続関係の各水準における対応が複合

的に表現されるあり方である。一方、④ -F と⑤ -F は、矩形の第一輪郭と不安定形

の第二輪郭という幾何学的に異なる形状の特徴が共に視覚的に表現されるあり方と

して整理できる。
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①-A

④-A

④-I

④-F ⑤-E⑤-F

①-C

④-C ②-C ⑤-C

第二輪郭不安定（安定→不安定）

台座の形成

第二輪郭不安定（矩形→不安定）

⑤-I

第
一
輪
郭
︿
下
部
幅
広
﹀

第
一
輪
郭
︿
下
部
幅
狭
﹀

第
一
輪
郭
︿
等
幅
﹀

形状の安定性 = 素材の類似性

形状の安定性 ≠ 素材の類似性

等幅→下部幅狭/類似･一体 等幅→下部幅狭/類似無･一体 等幅/類似無･一体

下部幅広→狭/基礎類似

下部幅広→狭/類似無 下部幅広→狭/類似無･一体

下部幅広/基礎類似

下部幅狭/類似･一体 下部幅狭/類似無･一体

下部幅広/類似･一体 下部幅広→狭/類似･一体

安定形＝素材類似あり 安定形↔素材類似なし

不安定形↔素材類似あり 不安定形＝素材類似なし

no.17 銀舎

no.106 元代々木の住宅④-F

no.133 東京ｽﾏー ﾄﾎー ﾑﾃ゙ ｻ゙ ｲﾆﾝｸ゙

no.98 品川の住宅 no.86 上荻の家⑤-I

no.76 代沢の住宅

no.138 山王の住宅

no.91 石神井台の家②-C

no.18 初台坂下の家⑤-C

no.87 京橋Nハウス⑤-F

no.21 己斐の家⑤-E

立面下部と前面外構の素材の類似性あり 立面下部と前面外構の素材の類似性なし

①-A

①-C

④-I

④-A

④-C

図 3-2　輪郭パタンと連続モデルの関係による接地性
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５節　小結

　以上、本章では現代日本の住宅作品の立面と地面との接続関係を、立面の形状と、

立面下部と前面外構との連続関係から捉え、両者の重ね合わせによる関係図式とし

て 11 の類型を導き、その性格を検討した。

　それらを整理すると、周囲を隣家に囲まれ街路に面して立面が配される住宅作品

においては、立面と地面との接続関係は、大きく以下の 2 つの対比的な性格に類型

の大半が位置づけられることが明らかとなった。ひとつは、立面の形状の安定性と

素材の類似性の対応／非対応が一致し、接続関係が強められるもの（① -A, ① -C, ④

-A, ④ -C）と接続関係が希薄で自律的な立面を形成するもの（⑤ -I）という対極的な

性格に整理でき、全資料中 25 資料が位置づいた。これらとは対比的に、もうひとつは、

形状の安定性と素材の類似性の対応／非対応が相反し、不安定な形状でありつつも

素材の類似性のあるもの（④ -I）、安定した形状でありながら素材の類似性がみられ

ないもの（② -C, ⑤ -C）という対極的な性格に整理することができ、全資料中 13 資

料が位置づいた。

　このことは、現代日本の住宅作品においては、立面の形状と素材の類似性の対応

の一致により接地性が強調される明確なあり方、およびそれらの対応の不一致によ

り接地性の輻輳を表現するあり方という関係図式のもとに立面と地面の接続関係の

性格が位置づいていることを示すものであり、建築と地面との関係による意匠表現

を考察する上での一指標となり得るものと考える。
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第３章　本文注

注 1） 参考文献１において、神代は、「土地の表面と建築の壁面なり基礎なりがぶつかっているあたりの表現は、土

地と建築の対応関係に大変重要なものを秘めているように思われてくる」と述べ、建築立面と地表面のなす角

度を例に、建築全体に関わる意匠表現としての立面と地面の対応関係について指摘している。

注 2） 参考文献２において、ル ･ コルビュジエは、「寺院または工場の面は、大部分の場合、壁であり、それに窓や

出入口の孔があく。この孔はしばしば形の破壊者となる。それを形を強調するものにしなければならない」と

述べ、純粋な幾何学としての立面と、そこに開口部が穿たれることにより強調される立面の形状の関係につい

て指摘している。

注 3) 本章では、大開口の配置と方位との関係や立面の形状と斜線などの法的規制との関係を次のように考え扱って

いる。立面の形状について接地幅に対する高さ方向の相対的な幅の変化を捉える上で、輪郭に接する開口によっ

て切り取られた形状（第二輪郭）を検討するため、開口の位置を問題としているが、大きさは問題とはならな

いと考えているため、主たる採光面としての大開口の配置に関わる方位については検討から除外している。ま

た、第一輪郭が道路斜線や北側斜線によって切り取られた形状である場合もあり得るが、本節での検討におい

ては、第一輪郭そのものの形状ではなく、第一輪郭に対して第二輪郭がどのように変化するかということに主

眼を置いているため、第一義的な問題ではないと考え、検討から除外している。

注 4) 第一輪郭の接地部の幅に対する高さ方向の幅の変化は、原則として、立面の形状が奥行き方向に連続する押し

出し形状として捉えている。但し、平入りの勾配屋根のものは軒のラインを立面上端の形状として捉え、また、

奥行き方向において建築ヴォリュームの分節がある場合は道路に面する建築ヴォリュームについてその立面の

形状を捉えている。

注 5) 第一輪郭の幅の変化と第二輪郭の組合せより輪郭パタン A 〜 I を得た。さらに第一輪郭のプロポーションより、

横長、標準、縦長の別に１〜３の番号を付している（例：A1、A2、A3、…）。

注 6) 奥基礎は、外壁の仕上げ面に対して基礎の立ち上がり面が後退することで、地面と基礎上部の壁面との分節

が視覚的に明確化されているものとし、外壁面に対する後退距離を 40mm 程度以上（仕上げ厚の例：胴縁

27mm+ 仕上 15mm）を目安として判断している。

注7） 本章では、木造および鉄骨造で一般的と考えられる地面からの基礎の立ち上がり高さ≦400mmを標準基礎とし、

それより高いものを高基礎としている。

注 8) 素材の類似性の有無は、素材の系統（セメント系、金属系、木質系、石材系等）の同一性、および仕上げの色

から判断している。

注 9） 基礎と外壁が明確に分節されているもの（基礎＋外壁）と基礎が外壁と一体的なもの（基礎＝外壁）の別と、

立面下部と前面外構の素材の類似性の有無の組合せを検討した結果、資料分布の偏りから 5 資料以上みられた

組合せについて、連続モデル①〜⑥としている。さらに、基礎形態および前面外構における素材の配列的特徴、

連続要素の組合せの傾向が見られたものについて、連続モデル内の傾向（例：① -a、① -b、① -c）を位置づけ

ている。

注 10) 表 3-10 において輪郭パタンと連続モデルの対応から類型を導く上で、立面と地面との接続関係の性格を特徴

づける要素として、動線要素の有無の傾向を読み取る必要性から、連続モデル④において、連続要素を有する

④ -a, ④ -b、④ -c と、連続要素をもたない④ ' の取り扱いを区別している。

注 11） 本章では、輪郭パタンと連続モデルの相関を検討することから類型を導いている。そのため、第一輪郭と第

二輪郭の論理的な組合せによって得られた輪郭パタン毎の連続モデルにおける対応比率（輪郭パタン比率）を

問題にしている。表 3-10 における、連続モデル①〜⑥に対応する輪郭パタン比率および資料数（連続モデル

内資料数）の分布は下表の通りであった。
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　　　  これより、輪郭パタン比率の分布を検討したところ、0 ＜ ( 比率 ) ＜ 0.1 となる輪郭パタンと連続モデルの組

合せが 9 マス、0.1 ≦ ( 比率 ) ＜ 0.2 が 9 マス、0.2 ≦ ( 比率 ) ＜ 0.3 が 7 マス、0.3 ≦ ( 比率 ) が 4 マスであり、0.2

を境に分布の偏りがみられた。また連続モデル内資料数の分布をみると、資料数１が 11 マス、同 2 が 3 マス、

同 3 が 4 マス、同 4 が 6 マス、同 5 が 4 マス、同 6 が 2 マス、同 7 が 1 マス、資料数 8 以上が 4 マスと、資料

数 4 を境に偏りが認められた。これより、輪郭パタン比率 0.2 以上、且つ、連続モデル内資料数 4 以上を類型

とした。その結果、類型① -A 〜⑤ -I には、全 142 資料中 77 資料が含まれた。
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輪郭パタンと連続モデルの対応を表す。各マスの数字は，輪郭パタン比率（左），お
よび連続モデル内資料数（右）を示す。
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第３章付表　資料リスト
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数学者の家

マヤの家

銀杏を囲む家

正面のない家／H

GAH6812

水無瀬の町家

グリーン ボックス #2

斉藤邸

東玉川の住宅

等々力邸

緑ヶ丘の住宅

代田の町家

上原通りの住宅

住吉の長屋

石原邸

土岐邸

銀舎

初台坂下の家

宮田邸

中央林間の家

己斐の家

祖師谷の家

街舎

経堂の住宅 1980

九条の町家

花小金井の家

千石の増築

松原の家

P.P.H. Pocket Park House

U氏邸

リトル・ハウス

T.HOUSE "STEPS"

長屋門のある家

粉浜の家-Ⅱ

福井・勝山の家

赤羽の家

KIM HOUSE

山本邸

DO FUKAZAWA

今井邸

望月邸+駿河意匠

ブロックHOUSE-2

朝霞の家

物質試行26 小金井の住宅

S-HOUSE

寿町の家

COSMOS--都市住宅・1990--

加藤邸

上京の家

磯田邸

想舎（緑町のアトリエ）

山坂の家

奥沢の家

下鴨の家

東ヶ丘の家

小池邸

調布の家

本町田の住宅

House KAS

アライグマ・ギンとの家

東大阪の家

M's House

M-HOUSE

三山の住宅

住居NO.21 千歳烏山の家

平野区の町屋ー能見邸

井草の住宅

江波の家

狭山の家

高輪台の家

立体土間の家

曽谷の家

O夫妻の家

(7,000m)3／松本邸

北畠の家

代沢の住宅

yh

小さな家

代沢M邸

P・O・M

テラス・ハウス

Beaver House

鵜ノ木の家

隅のトンガリ

春日野道の家

上荻の家

京橋Nハウス

江東の住宅

白い箱の家

teshihouse

石神井台の家

T・BOX

HP

KK

WH

ナチュラルストリップスⅡ

赤堤通りの家

品川の住宅

うなぎ001

円山町のアトリエ付き住居

能代の住宅

ガク・ハウス

LOVE HOUSE

HOUSE SH

Parallax

元代々木の住宅

HOUSE A

北沢の家

吉祥寺の家

版築のある家

36M HOUSE

柱と床

三原の家

OUCHI

DOUBLE CUBE

SWING

ロングトールハウス

東山の家

だんだんまちや

洗足の住宅

南加瀬の住宅

スプリットまちや

ハコノオウチ

大岡山の住宅

代々木上原の家

トシゴヤ

スキマノイエ
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東大泉の家
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東玉川の家
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経堂の住宅

N邸

竜泉の家

辻堂の曲がり屋
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第４章　　傾斜地における住宅作品の断面構成

　１節　　本章の目的と概要

　１−１　本章の目的

　１−２　本章の概要

　２節　　傾斜地の地形と住宅の断面構成

　２−１　斜面とアプローチの関係，建築ヴォリュームの接地性

　２−２　エントランス、主室による内部構成

　３節　　外部構成と内部構成による基本形と構成パタン

　３−１　基本形と構成パタン

　３−２　基本形と構成パタンの関係

　４節　　小結
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１節　本章の目的と概要

１−１　本章の目的

　住宅は、地形、方位、地域、気候等の敷地を取り巻く様々な条件との対応関係の

なかでその空間構成を成立させている。なかでも傾斜地では、景観や眺望、日照、

通風、排水等の条件が平地と異なるだけでなく注 1）、斜面特有の空間特性である上下

の方向性を有し、また斜面に対して平らな床面を獲得するという前提のもと、地面

と建築の即物的な関係が建築内外の構成に大きく関わることから、斜面を取り入れ

た様々な空間表現が成立していると考えられる。

　例えば、斜面の勾配に平行な外観をもつ住宅注 2）や、斜面の上から建物にアプロー

チし眺望の開けた内部空間を有する住宅注 3）、また内部において床面を斜面に沿って

段状とする住宅注 4）などが見られ、これらは傾斜地に沿った上下の方向性が表現され

た空間構成と捉えられる。これらのように、斜面の空間特性は、外部のみならず内

部においてもその構成に強く影響を与えていると考えられることから、傾斜地にお

いては平地においてよりさらに、地面と建築による積極的な対応関係が成立してい

るといえる。

　そこで本章は、傾斜地における住宅作品（以下、斜面住宅とする）を対象（付表）に、

アプローチや建物外形といった外部に関する構成と、断面方向における室の配列に

よる内部の構成とを検討し、これらを総合した断面構成により、傾斜地に建つ住宅

作品における地面と建築のかたちとの対応関係を捉えるものである。またこのこと

は、環境を与条件として受動的に捉えるのではなく、建築の構成を成立させる要素

のひとつとして能動的に捉える試みであり、住宅作品の新たな全体性を思考する上

での指針のひとつとなり得ると考える。

１−２　本章の概要

　本章は斜面住宅の構成を、外部と内部から検討している。外部に関する構成とは、

斜面方向注 5）におけるアプローチの向き、アプローチにおけるブリッジや外付け階段
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などの接続方法、また建築ヴォリュームの断面形状と建築ヴォリュームの接地性か

らなる。一方内部に関する構成とは、内部の室の斜面方向における断面的な位置関

係、室どうしの空間的、視覚的な連続関係、また斜面方向への出入口の有無からなる。

これらを総合し、斜面の勾配、方位などの敷地条件と合わせて断面構成の関係図式

として検討することにより、構成の基本的な型（以下、基本型とする）を導き、共

通する性格の重なり方から各基本型のヴァリエーションといえる構成パタンを見出

している。さらにこれらのことを相互に比較検討することを通して、傾斜地におけ

る地面と建築との対応関係を明らかにすることを、本章の目的とする。

　本章の内容を概略すると、まず２節では、斜面とアプローチの関係および建築ヴォ

リュームの接地性から外部の構成を検討し、さらにエントランスと主室との断面的

な位置関係から内部の構成を検討している。続く３節では、２節で得られた外部と

内部の構成を相互に比較検討することから住宅の断面構成の図式を位置づけ、４節

で小結を述べる。
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２節　傾斜地の地形と住宅の断面構成

　傾斜地では、斜面の方向注 6）に沿って上からアプローチし、エントランスよりも他

の室が下に位置するといった、平地に建つ建築にはあり得にくい構成が可能である。

例えば、ビルディング ･ ワークショップ（図 4-1）では、床全体が段状になっており、

斜面を下っていくように、アプローチ用の斜路−エントランス−ワークスペースが

配され、さらに室内から斜面に降りることが可能であり、斜面と内部構成が密着し

た空間構成となっている。また同様に斜面の上からアプローチし、斜面から浮いた

建物であるスミス邸（図 4-1）では、アプローチ用のブリッジ−エントランス−リビ

ングといったひとつながりの空間が斜面から離れて水平方向に連続している。

　このように傾斜地における住宅は、敷地の取付け道路から建物に至るまでのアプ

ローチの斜面方向に対する向き、建築ヴォリュームの接地性、アプローチにおける

建物への接続方法という外部に関する構成と、エントランスやリビングといった室

の断面方向における配列、室どうしの連続関係、斜面への出入口の有無という内部

に関する構成の２水準でその構成関係が大枠記述できる。そこで本章では、傾斜地

における住宅のこれらの外部に関する構成と内部に関する構成を全資料（付表）に

渡って分析する。

２−１　斜面とアプローチの関係、建築ヴォリュームの接地性

■斜面とアプローチの関係

　斜面住宅は、別荘のように比較的余裕のある敷地に建つものや、雛壇状に宅地造

成された一画に建つものなど様々な敷地環境に建つが、敷地の取付け道路ないしは

敷地境界から建物のエントランスまでというアプローチが斜面方向に対してどのよ

うな向きに配されるかによって、建物と斜面の接続関係が大よそ決定されると考え

られる。例えば、分析例（図 4-2）では、斜面の上方の取付け道路からエントランス

へ斜面を下るように直線的にアプローチすることから、斜面の方向に沿って接続さ

れる建築といえる。そこで、斜面方向に対するアプローチの向きは（表 4-1.1）、上
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図 4-1　傾斜地における住宅作品

図 4-2　分析例
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からアプローチするものが過半（62/106 作品）見られ、その他、下からアプローチ

するもの（22 作品）、斜面に直交し等高線方向にアプローチするもの（22 作品）に

分けられる。 また、わずかではあるが斜面の下からアプローチし、回り込んで上側

からエントランスに至るといった、アプローチによって斜面全体を移動するものも

見られる注 7）。このアプローチの際、建物との接続方法については（表 4-1.2）、過半（74

作品）のものは直接エントランスに至るが、ブリッジ（20 作品）や外付け階段（12

作品）などの動線要素を介してアプローチするものも見られる。

■建築ヴォリュームの接地性

　建築ヴォリュームの接地性は、斜面の形状と建築ヴォリュームの下面の形状およ

びヴォリュームと地面との接触から断面的に捉えることができる（表 4-2）。建築ヴォ

リュームの断面形状は、その下面の形状に応じてフラットなもの（71/106 作品）と、

段差があるもの（35 作品）で表され、また斜面の形状は、斜面の部分とフラットな

部分との組み合わせより、斜面がそのまま現れているもの（17 作品）、斜面とフラッ

トな部分が連続しているもの（38 作品）、斜面とフラットな部分が段差を介して接続

しているもの（51 作品）とに整理できる。表 4-2 より、斜面とフラットな部分から

なる地形に下面がフラットなヴォリュームが接地しているもの（32 作品）、ヴォリュー

ムに段差があり接地しているもの（28 作品）、斜面に下面がフラットなヴォリューム

が埋まるように接地しているもの（23 作品）、斜面から下面がフラットなヴォリュー

ムが分離しているもの（15 作品）という、大よそ４種のあり方に殆どの資料が集中

して見られた（98/106 作品）。

２−２　エントランス、主室による内部構成

　本章では、住宅の内部構成を実体的な空間単位である室注 8）の集合から捉え、なか

でも、最大の規模を有し斜面との構成関係を主調的に表すと考えられる主室と、外

部との接続関係を表すエントランスとの断面的な位置関係に着目している。従って、

これらが置かれる階と、その他の室が置かれる階の上下関係について分析を行う。

例えば、分析例（図 4-2）は、エントランスのある階より下に主室が置かれる内部構
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成である。この例では主室が最下階であるが、斜面に対する内部空間の確保という

点で、その他の室が最下階としてあるか否かについて着目し、これらの上下関係を

検討した（表 4-3.1）。その結果エントランスと主室が同一階にあるものが半数を超

え（69/106 作品）、その他、エントランスの下に主室があるもの（17 作品）と、エ

ントランスの上に主室があるもの（20 作品）は同程度見られた。 また、わずかなが

ら以上のような主室、他の室という分節が見られない、同規模の室が反復するもの注

9）（5 作品）や、エントランスと主室が斜面の方向に横並びに配されるもの（2 作品）

など、斜面に対する多様な対応関係をもつものも見られた。

　また、分析例（図 4-2）のように斜面に沿って配されたエントランスと主室を仕切

らず空間的に一体とすることで、斜面の方向性を内部において表現する構成が見ら

れることから、ここではエントランスと主室の連続関係について分析している（表

4-3.2）。そのうち、エントランスと主室が分割されているもの（52/106 作品）、空間

的に一体となっているもの（42 作品）が同程度見られ、数は少ないもののエントラ

ンスと主室がガラスの間仕切りなどで視覚的に一体となっているもの（7 作品）が見

られた。

　その他、主室から斜面への出入口をもつものが半数近く見られ（48/106 作品）、主

室と斜面の直接的な接続関係が成立している構成である。

　以上より、斜面とアプローチの関係では、上からアプローチするものが多く見られ、

斜面の方向にアプローチを沿わせる傾向、建築ヴォリュームの接地性では、切土等

によるフラットな部分や段差のある部分にヴォリュームを接地させる傾向、また内

部構成では、エントランスと主室を同一階にもつ傾向を見出した。



70

表 4-1　斜面とアプローチの関係

4-1.1　斜面方向に対するアプローチの向き

4-1.2　接続方法

表 4-2　建築ヴォリュームの接地性

表 4-3　エントランス (E)、主室 (M) による内部構成

4-3.1　エントランスと主室の上下関係

4-3.2　エントランスと主室の連続関係

ｱﾌﾟﾛｰﾁが斜面に沿う ｱﾌﾟﾛｰﾁが斜面に沿わない
斜面の上からｱﾌ ﾟﾛｰﾁ 斜面方向に直交斜面の下からｱﾌ ﾟﾛｰﾁ

(62) (22) (22)

直接ｱﾌﾟﾛｰﾁ ブリッジ 外付け階段

(74) (20) (12)

(＿) (●) (■)
動線要素を介してｱﾌﾟﾛｰﾁ (31)

(28)(6)(0)

(15) (0) (0)

(32) (23)(1)

地形の
　　断面形状ｳﾞｫﾘｭｰﾑと

地形との関係

斜面 斜面＋ﾌﾗｯﾄ

下面が
　フラット

下面に
　段差あり

(1) (0)

斜面＋ﾌﾗｯﾄ（段差あり）

分
離

接
地

分
離

接
地

(0)

(17) (38) (51)

(71)

(35)

E,Mが異なる階にある E,Mが同一階にある
　　　（水平配置）

(11) (6) (17) (3) (47) (22)

E M E M

下に階あり 下に階あり 下に階あり

Eの下にM
E
M

E
M

Eの上にM

E
M E

M
(69)

(37)
(20)(17)

同規模の室
が反復(5)

E,Mが分割 E,Mが空間的に一体 E,Mが視覚的に一体

（Ｅ／Ｍ） （Ｅ=Ｍ） （Ｅ≠Ｍ）(52) (42) (7)

E ME
ME M E

M
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ME M

表 4-3.1 注）ｴﾝﾄﾗﾝｽと
主室が同一階にあるも
のの内、これらが斜面
に対して横並びに配置
されているものがわず
かではあるがみられた
(2/106 作品 )。
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３節　外部構成と内部構成による基本型と構成パタン

　本節では、斜面方向に対するアプローチの向きによる外部構成と、エントランス

と主室の上下関係による内部構成を組み合わせることにより、斜面住宅の断面構成

の関係図式の基本型（Ⅰ〜Ⅳ）注 10）を導いている（表 4-4）。さらに基本型内におい

て特徴的な a 〜 e の構成パタンと、基本型には含まれないが a 〜 e の各パタンと対

比的な特徴をもつイ〜ハの構成を、建築ヴォリュームの接地性、斜面の勾配、エン

トランスと主室の連続関係、ブリッジや外階段等のアプローチにおける接続方法、

主室から斜面への出入口の有無といった性格の重なりにより導いている。

３−１　基本型と構成パタン

　基本型Ⅰは、斜面の上からアプローチし、エントランスの下に主室が配される断

面構成であり、上から下へ向かう斜面の方向にアプローチと内部構成が共に沿う、

アプローチ ･ 内部下降型の構成である。その中で、段差を持ちつつエントランスと

主室が空間的に連続し、主室から斜面の方向に出入口をもつⅠ -a は内外の連続が斜

面方向に沿って表現される構成といえる。また、急斜面（表 4-4: 勾配１, ２）に建つ

Ⅰ -b は下に階をもちつつ、エントランスと主室が段差を伴いながら空間的に一体化

する構成である。これらⅠ -a,b はいずれも内部構成が空間的に一体化するもので、

斜面の方向に沿ったアプローチと内部構成の方向性が視覚化される、内部一体下降

パタンの断面構成であるといえる。

　基本型Ⅱは、アプローチが斜面の方向に沿いながら、エントランスと主室は同一

階にあることから、アプローチと内部構成が水平に配される、アプローチ ･ 内部水

平型の構成である。その中で、Ⅱ -c はアプローチのブリッジが斜面から分離した建

築ヴォリュームに水平に取り付き、また主室から斜面への出入口をもつ構成である。

下面がフラットなヴォリュームが接地したⅡ -d は空間的にエントランスと主室を一

体化し、また主室から斜面への出入口をもつ構成である。これらⅡ -c,d はいずれも、

アプローチから内部さらに斜面方向の外部へと水平方向に通過する動線をつくる、

水平通過パタンの断面構成であるといえる。
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　基本型Ⅲは、緩勾配の斜面の下からアプローチし、エントランスの上に主室が配

置され、アプローチと内部構成が共に斜面に沿って上昇する、アプローチ ･ 内部上

昇型の構成である。ここでは、エントランスの下に階をもたないものが全体を占め、

下面がフラットな建築ヴォリュームや段差をもつ建築ヴォリュームが共に接地して

いる構成などが見られた。

　基本型Ⅳは、アプローチが斜面方向に直交し、エントランスと主室は水平に配置

され、アプローチと内部構成が共に斜面の方向に沿わない、アプローチ ･ 内部無方

向型の構成である。Ⅳ -e は斜面から建築ヴォリュームが分離し、内部ではエントラ

ンスと主室が一体化する構成であり、斜面から独立して方向性のない内部構成をも

つ、内部独立無方向パタンの構成であるといえる。

　以上のように、斜面方向に対するアプローチの向きと、エントランスと主室の上

下関係によって導かれる基本型に対して、内部一体下降パタン、水平通過パタン、

内部独立無方向パタンといった構成パタンは、基本型の下降、上昇、水平、無方向

といった構成上の性格を、室の連続関係、動線関係などによって内外に渡って表現

するものといえ、各基本型の性格を強調したものと考えられる。

３−２　基本型と構成パタンの関係

　３−１では斜面住宅の外部と内部の構成による４つの基本型と、基本型の性格を

強調する５つの構成パタンを見出した。一方、基本型には含まれないが、条件の重

なり方によって特徴的なイ , ロ , ハの構成を見出すことができた。イは、段差をもつ

断面形状であり、斜面の上からアプローチし、エントランスの上に主室が配され内

部構成が一体となり、アプローチ−エントランス−主室と斜面の方向に反して上昇

していく断面構成である。ロは、フラットな断面形状で斜面の下からアプローチし、

エントランスと主室が間仕切られて水平に配置される断面構成であり、これらは緩

斜面（表 3-4: 勾配０, １）に多くみられる構成である。ハは、斜面の下からアプロー

チし、段差に応じた同規模の室が配される断面構成である。

　これら特徴的なイ , ロ , ハの構成を、前節で得られたⅠ〜Ⅳの基本型、基本型にお
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表 4-4　外部構成および内部構成による住宅の断面構成

図 4-3　基本型と構成パタンの関係図
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斜面･分離

ﾌﾗｯﾄ+斜面
･接地

段差･接地

斜面･分離

ﾌﾗｯﾄ+斜面
･接地

段差･接地

斜面･分離

ﾌﾗｯﾄ+斜面
･接地

段差･接地

E ME M

ｱﾌﾟﾛｰﾁ･内部下降型 ｱﾌﾟﾛｰﾁ･内部水平型
Ⅱ

ｱﾌﾟﾛｰﾁ･内部上昇型

ｱﾌﾟﾛｰﾁ･内部無方向型

ロ
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31 (E／M)●▲1ｖ
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※1

その他の敷地条件等
（Ｅ／Ｍ）ｴﾝﾄﾗﾝｽと主室が分離
（Ｅ＝Ｍ）ｴﾝﾄﾗﾝｽと主室が一体
（Ｅ≠Ｍ）ｴﾝﾄﾗﾝｽと主室が視覚的に一体
（　Ｕ　）同規模の室が反復
　　▲　　主室から斜面への出入口あり

ｴﾝﾄﾗﾝｽ,主室の連続関係等

凡
例

　＿　地続きでアプローチ
　●　ブリッジを介してアプローチ
　■　外付け階段を介してアプローチ

接続手段
　０　建物が建っている部分のﾚﾍﾞﾙ差が0～0.5層
　１　建物が建っている部分のﾚﾍﾞﾙ差が0.5～1.5層
　２　建物が建っている部分のﾚﾍﾞﾙ差が1.5層～
 ＊1　ｴﾝﾄﾗﾝｽと主室が斜面の方向に対して横並びに配置
 ＊2　建物を回り込むようにｱﾌﾟﾛｰﾁし最短経路をとらない

勾
配

　Ｎ　斜面が東西より北向き（北斜面、21作品）
　ｖ　疎に住戸が並ぶ敷地（建坪率20％未満、61作品）
　ｃ　雛壇状に宅地造成された敷地（15作品）

ハ

〔斜面のレベル
差に対応して個
室が配置される
構成〕

E
M

E
M

f/no.106  House SA 1999

c/no.4  菊竹自邸
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〔内部独立無方向パタン〕
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られる構成〕
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る
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面
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〔水平通過パタン〕

E ME M

E MⅡ 水平型アプローチ
・内部

E
M

内部構成が
下降するもの

E
M上昇型アプローチ

・内部Ⅲ
緩斜面にお
いて平地と
同様の構成
となるもの

ｱﾌﾟﾛｰﾁと内部構成が線形となる構成 E
M

内部構成が
上昇するもの

ｱﾌﾟﾛｰﾁと内部構成が並列的な構成 M
E
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ける a 〜 e の構成パタンとの相違により構成的性格を位置づけたものが図 4-3 であ

る。a,b（内部一体下降パタン）とイはいずれも建築ヴォリュームに段差をもちつつ

接地するものであるが、a,b は斜面に沿って上から入って下降するものであるのに対

して、イは上から入ってさらに上昇することから、これらは内部構成の方向は逆行

しているが、共に斜面の方向性を空間化した構成が成立しているものといえる。c（水

平通過パタン）と e（内部独立無方向パタン）は、いずれも斜面から独立した建築ヴォ

リュームで同一階にエントランスと主室があることから斜面から独立した主階を形

成するものであるといえる。基本型Ⅲ（アプローチ ･ 内部上昇型）とロは共に緩勾

配で、段差をもつ斜面、あるいは盛り土などによるフラットな部分をもつ斜面にお

いて下からアプローチするものである。こうした構成は、エントランスと主室が同

一階にある構成や、エントランスの上に主室がある構成として、平地において多く

見られる構成である。

　以上を整理すると、傾斜地に建つ住宅には、ヴォリューム形状や室の配列によっ

て斜面の方向性を建築化するあり方（a,b, イ）、斜面を残して独立した建築ヴォリュー

ムあるいは内部構成をつくることで斜面と建築の対比が表されるあり方（c,e）、斜

面の特性を捨象した平地と同様のあり方（基本型Ⅲ , ロ）という大きく３つのあり方

として位置付けることができる。またこれらは、アプローチの方向や室配列といっ

た外部と内部の構成が連動しながら、斜面特有である下降方向などの、ひとつの方

向性に従って線形に統合される構成といえ、斜面という環境要素が内外に渡る全体

構成を秩序付ける要素として取り入れられている。従って、このようなあり方を枠

組みとして、斜面住宅の断面構成は成立しているといえる。

　一方、本資料においては殆ど見られなかったが論理的に成立しうる断面構成とし

て、斜面の下からアプローチし、エントランスの下に主室が配される構成（表 4-4:

※ 1）、またアプローチが斜面と直交し、エントランスの上または下に主室が配され

る構成（表 4-4: ※ 2）がある。これらは、アプローチの向きとエントランス−主室

という内部の室の配列の方向が独立している構成であることから、例えば斜面の下

の道路から建物を迂回するように斜面を登って上からアプローチするというように、
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敷地の取付け道路と建物を結ぶ最も短いアプローチとは異なるものである。このよ

うな構成はアプローチで斜面全体を経験すると同時に、建築の外観と斜面の関係が

多面的に表現されるものと思われる。

　つまり、日本の住宅作品ではアプローチが道路からの最短経路をとり、その延長

に内部構成が位置付くといった、線形的な統合関係を上位の枠組みとしながら類型

的に構成が成立しているといえる。これらとは対極的な構成として、アプローチの

方向が延長される内部構成ではなく、方向転換されるといった、外部と内部の構成

が必ずしも連動しない並列的な方向性をもった全体構成を指摘することができる。

このことは、総じて傾斜地における日本の住宅作品が斜面の方向に沿って外部と内

部を連動させるという秩序のもと成立していることを示すと考えられる。
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４節　小結

　以上、本章では、現代日本の傾斜地に建つ住宅作品における地面と建築のかたち

との対応関係を、斜面方向に対するアプローチの向き、建築ヴォリュームの接地性、

接続方法といった外部構成と、エントランスと主室等の断面方向における配列、エ

ントランスと主室の連続関係、主室から斜面への出入口の有無といった内部構成と

いった断面構成から検討した。その結果、斜面の方向にアプローチと内部構成が共

に沿うもの（アプローチ ･ 内部下降型）、斜面の方向に対してアプローチと内部構成

が共に水平に配されるもの（アプローチ ･ 内部水平型）、アプローチと内部構成が共

に斜面の方向に逆らって上昇するもの（アプローチ ･ 内部上昇型）、アプローチと

内部構成が共に斜面の方向と関わらないもの（アプローチ ･ 内部無方向型）という

基本的な対応関係の図式（基本型）を導いた。さらに接地性、接続方法、連続関係、

出入口の有無といった性格と、斜面の勾配、方位などの敷地条件を合わせて検討す

ることで、共通する性格の重なり方から基本型の性格を強調するはたらきをもつ a

〜 e の構成パタンと、基本型には含まれないその他の特徴的なイ〜ハの構成を見出

した。

　これら基本型と構成パタンを比較検討した結果、斜面の方向性を建築化するあり

方（a,b, イ）、斜面と建築の対比が表されるあり方（c,e）、斜面の特性を捨象した平

地と同様のあり方（基本型Ⅲ , ロ）といった大きく３つのあり方のうちに、「斜面住宅」

における地面と建築のかたちの対応関係の性格を位置付けることが出来た。

　それらは、外部と内部の構成が連動し、斜面の方向性に従って線形に統合される

という、ある種の合理的な秩序に基づくものであり、一方論理的に成立しうる構成

として、これらとは対極的な、外部と内部が連動しない、各々異なる方向性が並列

されるあり方が見出された。これらのことは、傾斜地における住宅の構成上の枠組

みを相対化するものであり、斜面という環境要素と建築の新たな構成関係を創作す

る上での一助になり得るものと考える。
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第 4章　本文注

注 1) 参考文献 1 では、「地形そのものがつくり出す魅力と、地形に適応した人工的環境の集積が生む魅力があり、

そのふたつが重なり合って坂の景観を構成している」とあり、このような斜面環境の空間的特質として、変化、

流動性、方向性、眺望、景観、環境条件、活気を取り上げている。本章は、斜面環境が有する空間特性である

斜面に沿った方向性に着目することで、斜面と建築による空間構成を検討するものである。

注 2）例えば、ユニットプランの住宅（1963 年 , 坂倉準三設計）では、建築ヴォリュームを沿わせた段状とすること

で、斜面の勾配に平行な外観となっている。

注 3）例えば、スミス邸（1958 年 , クレイグ ･ エルウッド設計）では、斜面の上から建築にアプローチし、エントランス、 

リビングが斜面に対して水平に配され、斜面から浮いた位置に配されるリビングの眺望が斜面の方向に開かれ

る。

注 4）例えば、ビルディング ･ ワークショップ（1991 年 , レンゾ ･ ピアノ設計）では、斜面のレベル差に対応した段

状の床面となっている。

注 5）本章では、建築が配置される傾斜地の部分において、断面においてレベルの変化を大まかに捉えられる方向を

斜面方向とし、エントランスや主室などの内部構成に積極的に関わる斜面方向を、主たる斜面として扱ってい

る。

注 6）本章では、斜面の上から下へ向かう方向性を、斜面の方向として扱っている。

注 7）斜面の下からアプローチし、回り込んで上側からエントランスに至るといった、アプローチによって斜面全体

を移動するものが全 106 作品中 1 作品見られた。

注 8）本章では、床、壁、天井という実体の面がつくる境界によって切り取られる内部のヴォリュームを「室」とし、

資料の図面および写真から判読しており、こうした室どうしの大きさの関係と斜面方向に対する位置の 2 つの

側面から室の配列を検討している。

注 9）傾斜地においては、斜面のレベル差に対応して同規模の室が反復し、主室、他の室という分節によって捉える

ことのできないものが見られる。これらはいずれかの室がエントランスに付随してあり、エントランスと主室

が同一階にあるものとして分類している。

注 10）基本型Ⅰ〜Ⅳには全資料 106 作品中 86 作品が含まれる。

第 4章　参考文献

1）菊竹清訓　『斜面の構築』　「新建築」1979 年 7 月　新建築社
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第４章付表　資料リスト

［掲載誌］sk:「新建築」誌,　jt:「新建築住宅特集」誌

No.発表号 作品名 No.発表号 作品名
jt9104 VILLA TORⅡ
jt9108 美ヶ原高原の家
jt9110 唐松林の家

57 jt9201 双極の家
58 jt9201 向原の家
59 jt9202 もうひとつのガラスの家
60

jt9206 小諸の住宅61
62 jt9207 目神山 TH邸
63 jt9208 富士裾野の山荘
64 jt9212 海の家
65 jt9303 F山荘
66 jt9308 依山荘
67 jt9308 HIKIMA RESIDENCE
68 jt9310 ダブル・ルーフの家
69 jt9311 山中湖のガラス小屋
70 jt9311 KAOK・八ヶ岳
71 jt9401 住居No.14　筑波黒の家
72 jt9401 南軽井沢の家
73 jt9402 北安曇の家
74 jt9405 森の別荘
75 jt9405 Barn-3
76 jt9405 H
77 jt9503 熱海のアトリエ住居
78 jt9503 ART HUT SD
79 jt9504 志賀町の家
80 jt9508 N HOUSE
81 jt9509 蓼科斜楼
82 jt9512 砂色の木箱
83 jt9601 青葉台の家
84 jt9601 ISOBE STUDIO&RESIDENCE
85 jt9604 傾斜地の木箱
86 jt9607 蓼科S邸
87 jt9608 太宰府の住宅
88 jt9701 那須の別荘
89 jt9704 森の家
90 jt9706 まんぼう1997
91 jt9707 北巨摩シャレー
92 jt9708 ニラハウス
93 jt9708 箱根山荘
94 jt9711 壁のない家
95 jt9712 読売ﾒﾃﾞｨｱ･ﾐﾔｷﾞ･ｹﾞｽﾄﾊｳｽ
96 jt9803 Y-HOUSE
97 jt9803 大町の家
98 jt9804 山脇山荘
99 jt9807 西宮苦楽園プロジェクト1期-1

100 jt9807 西宮苦楽園プロジェクト1期-Ⅱ
101 jt9807 西宮苦楽園プロジェクト1期-Ⅲ
102 jt9807 西宮苦楽園プロジェクト1期-Ⅳ
103

jt9908 HOUSE SA 1999104
105 jt9910 伊豆のキャンパス住居
106 jt9911 鎌倉山の家

1 sk5801 佐伯邸

3
sk5809 傾斜地にたつ家

4
sk5901 菊竹自邸

6

sk6110 RIBI邸

7

sk6306 ユニットプランの住宅
sk6507 八幡野の週末住宅
sk6508 T氏の山荘
sk6609 もみの木の家

9 sk6701 山荘・もぅびぃでぃっく
10 sk6804 石亀邸
11 sk7101 未完の家
12 sk7108 山中湖の家
13 sk7110 ブルーボックスハウス
14 sk7205 MOV山荘
15 sk7205 画家の家
16 sk7207 海の階段
17 sk7209 粟津邸
18 sk7402 成城の住宅
19 sk7504 山中湖のアトリエ
20 sk7508 山荘“T”
21 sk7509 原邸
22 sk7510 谷川さんの住宅
23 sk7604 Y邸
24 sk7606 雪ヶ谷の住宅
25 sk7702 回帰草庵
26 sk7802 領壁の家
27 sk7803 住川邸
28 sk7808 伊東邸
29 sk7808 山川山荘
30 sk7809 H邸
31 sk7810 糸島の住宅
32 sk7910 上田の住宅
33 sk8101 花山第4の住宅
34 sk8106 小篠邸
35 sk8108 湯の花の家
36 sk8204 笠間の家
37 sk8211 藤井邸
38 sk8310 肆木の家
39 sk8312 ランド・シップﾟ-㈵＜イリス＞
40 jt85春 浦崎の家
41 jt8605 ヴィラ森井
42 jt8605 ハウス　イン　ヨコハマ
43 jt8612 屋久島の家
44 jt8710 INSCRIPTION
45 jt8801 軽井沢の別荘
46 jt8806 葉山の家
47 jt8810 PLATFORM
48 jt8810 テンメイ・ハウス
49 jt8908 Transit
50 jt8909 芹ヶ沢の山荘
51 jt9007 PLATFORM㈼
52 jt9008 阿品の家
53 jt9008 狐ヶ島の家

2

5

8

54
55
56

jt9204 清水高原の家

jt9809 萌黄露台

以上106作品
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第５章　　建築と敷地の図形的対応関係

　１節　　本章の目的と背景

　２節　　敷地の特性に対する建築の図形的な適合性からみた類型の分類

　３節　　適合性の分類において共通する類型の性格

　４節　　小結　　
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１節　　本章の目的と概要

　本論文は、２章〜４章において、現代日本の住宅作品における敷地に関する物理

的条件と建築の図形との対応関係について検討してきた。２章では、不整形な形状

の敷地における敷地境界と平面輪郭との対応関係について適応関係と平行関係から

検討を行い、続いて地面と建築の図形の対応関係として、３章において立面が街路

に露出した道路境界となる敷地における住宅の立面と地面との関係を立面の形状と

地面との連続関係から検討し、４章において傾斜地と住宅の断面構成の関係を外部

構成と内部構成から検討を行った。そしてこれらの各章で得られた関係図式の類型

は、局限化された敷地の条件が有する物理的な特性に対して、平面、立面、断面の

図形といった建築の図形の各水準における対応関係を形成する、全体的あるいは断

片的な操作の集積のあり方を見出すことによって位置づけられたものといえる。こ

れは即ち、現代日本の住宅作品においては、建築と敷地の図形という、それぞれ独

立した要素どうしを関係づける操作の組合せによって、敷地に対して建築の図形が

馴染むあり方、また反対にそれらが対位法的に並列するあり方やそのヴァリエーショ

ンといった、対応関係の多様な性格が意匠表現として成立していると考えられる注１)。

　そこで本章では、各章で得られた関係図式の類型および類型とはならないが特徴

的なパタンとして取り上げた図式について総合的に比較検討を行うことにより、各

章における対応関係の水準を横断して共通する類型の性格を検討することを通して、

現代日本の住宅作品における建築と敷地の対応関係の図形的な枠組みを明らかにす

ることを目的とする。

　本章の内容を概略すると、２節においては、局限化された敷地の物理的な特性に

対する建築の対応関係の図形的な適合性の観点から各章における類型を横断的に分

類し、３節においては、２節で分類された適合性の枠組みにおける類型間に共通する、

操作の重ね合わせの性格について考察を行い、現代日本の住宅作品に特有の対応関

係の枠組みとして位置づけを行う。４節では本章の小結を述べる。
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２節　敷地の特性に対する建築の図形的な適合性からみた類型の分類

　本論文では、建築外の要素としての敷地と建築の図形との積極的な対応関係を抽

出するために、不整形敷地、立面が街路に露出した道路境界、傾斜地といった、敷

地の条件の局限化を行った。これら局限化の条件は、不整形な敷地境界の平面形状

と建物の平面の図形、街路に面して露出することで構えを形成し社会性を伴う立面

の図形、斜面の上方から下方へと向かう敷地の方向性と内外の建物の断面の図形と

いったように、２章〜４章における対応関係の検討の枠組みを決定づける敷地の物

理的な特性
4 4

を有していると考えられることから、各章で得られた対応関係の図式と

その類型の広がりは、敷地の特性
4 4

に対する建築の適合のあり方の広がりとして捉え

ることができると考えられる。そこで、本節では、２章〜４章における類型を敷地

の特性に対する適合性の観点から分類する注１)。

　敷地の特性に対する適合性は、各章の関係図式を位置づけるそれぞれ２水準注２) の

組合せから整理することができる（図 5-1）。まず２章において、敷地境界に対して

主従ヴォリュームの平面輪郭形状の適応関係があり、主ヴォリュームに関する平行

関係が３辺以上である類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹは、両水準共に敷地境界に準拠した関係

図式であり、不整形な敷地境界の特性に対して建築の図形が「同調」した対応関係

となる適合のあり方といえる。同様に３章における類型① -A，① -C，④ -A，④ -C は、

第一輪郭の形状が下部幅広の安定形であり、前面外構との素材の類似性を有するこ

とで、立面と地面との接続関係が強められる関係図式であり、前面外構との素材の

類似性を有することで、立面と地面との接続関係が強められ「同調」した接地性の

あり方である。また４章の基本型Ⅰは、外部構成と内部構成において主調となるア

プローチの方向およびエントランスと主室の位置関係が、共に斜面の上方から下方

へ向かう方向性と一致する関係図式であり、斜面の特性に建築の内・外の断面構成

が「同調」したあり方といえる（図 5-1.1）。

　これらに対して、２章の類型Ⅶ，Ⅷ，Ⅸは、主従ヴォリュームに適応関係がみられず、

主ヴォリュームに関する平行関係が１辺以下であり、両水準共に敷地境界への対応
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が対立的な関係をとり結ぶ関係図式である。また３章の類型⑤ -I は、第一輪郭が下

部幅狭の不安定形であり、素材の類似性がみられず、こちらも両水準において地面

との接続関係が希薄な関係図式であり、さらに４章の基本型Ⅳは、外部構成と内部

構成の両水準で共に斜面の方向性から独立した関係図式であり、これらは何れも敷

地の特性と建築の図形とが「対置」した適合のあり方といえる（図 5-1.2）。

　以上の「同調」あるいは「対置」に位置付く各章の類型は、関係図式を位置づけ

る２水準がそれぞれ一致し、敷地の特性に対する適合性において強い性格を形成す

るものであるが、それらの関係が相反する両義的な関係図式も見いだされている（図

5-1.3）。まず２章におけるパタンβは、主従ヴォリュームにおいて適応関係がみら

れるが平行関係は希薄なあり方であり、またパタンαは、主従ヴォリュームの適応

関係と平行関係においては敷地への準拠がみられるものの、主ヴォリュームに関し

ては適応関係がみられないあり方である。即ち前者は適応関係と平行関係が相反し、

後者は建築ヴォリュームの階層性において適応関係が相反するものであり、これら

はどちらも主従ヴォリュームの適応関係により全体的な形状の同調が図られつつも、

前者においては平行関係が、後者においては主ヴォリュームの適応関係という部分

における対置を含むあり方といえる（「相対化 A」）。同様に３章の類型② -C，⑤ -C

と４章の基本型Ⅱ，構成イは、敷地の特性に対する形状の同調と部分における対置

がみられる関係図式といえる。このうち、３章類型② -C，⑤ -C は、下部幅広の第

一輪郭により地面との接続関係における安定性が図られるといった形状における同

調と、前面外構との素材の類似性が無いことによる部分の対置といった相反が表現

されたあり方であり、４章基本型Ⅱは、斜面の方向にアプローチの向きが一致し、

また構成イは、アプローチの向きおよび建築ヴォリュームの下面とも斜面に一致し

た外部構成に対して、内部構成は斜面と独立し、外部構成の同調と内部構成の対置

といった関係の相反がみられるあり方である。

　一方、前述の２章パタンα、および類型Ⅴは、前者は主ヴォリュームにおける適

応関係がなく、後者は主ヴォリューム・主従ヴォリューム共に適応関係がみられな

いが、どちらも３辺以上の平行関係を形成するものであり、形状の対置と部分の関



83

係における同調といった相対化の表現といえる（「相対化 B」）。同じく３章類型④ -I

は下部幅狭の不安定形の第一輪郭に対して素材の類似性がみられることで、２章パ

タンα，類型Ⅴと同様に形状の対置と部分における同調が表現されているあり方と

いえる。

　以上、本節では、局限化された敷地の物理的な特性に対する建築の図形的な適合

性の観点から各章における類型を横断的に検討し、「同調」、「対置」、「相対化 A」、「相

対化 B」の４分類に位置づけた。
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図 5-1.1　敷地の特性に対する「同調」

図 5-1.2　敷地の特性に対する「対置」

図 5-1.3　敷地の特性に対する「相対化」

図 5-1　敷地の特性に対する建築の図形的な適合性



85

３節　適合性の分類において共通する類型の性格

　本節では、前節で位置づけた敷地の特性に対する建築の図形的な適合性の各分類

ごとに、各章の類型および特徴的なパタン間における性格の共通性を検討する。こ

こでは、各章における関係図式の類型の位置づけに関わり対応関係の主調を形成す

る水準と、類型の性格の特徴づけに関わる水準との関係を検討することから、敷地

と建築との対応関係における図形的な操作の重ね合わせによる性格の考察を行い、

現代日本の住宅作品に特有の枠組みを考察する注１)（図 5-2）。

　まず、「同調」の適合性に位置づいた類型のうち、２章類型Ⅱ，Ⅲは、主ヴォリュー

ムに関する適応関係と平行関係によって、また３章類型① -A，④ -A は、第一輪郭

の形状と素材の類似性によって、不整形な敷地境界とそれに沿った主ヴォリューム

の平面輪郭（２章類型Ⅱ，Ⅲ）、安定形の第一輪郭の素材が前面外構に連続する（３

章類型① -A，④ -A）といったように、何れも、類型の枠組みを形成する各２水準の

一致により敷地の特性との同調が一意的
4 4 4

なあり方といえる。一方、２章パタンⅠ -a，

Ⅹ -h、および４章構成パタンⅠ -a，Ⅰ -b は、何れも敷地と同調した類型の性格が

建築の部分的な対応により強調
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

されるあり方といえ、このうち前者は従ヴォリュー

ムにより主ヴォリュームの平行関係が強調され、例えば前面道路に平行な平面輪郭

の前面にポーチなどのヴォリュームが付随的に取り付き段階的な構えを形成する（２

章パタンⅩ -h）などといったものであり、後者は建築下面の形状が段差を伴うこと

で斜面の方向性に沿った外部構成の対応関係を強調し、斜面と密着した対応となる

あり方である。さらに、３章類型① -C，④ -C は安定形の第一輪郭と素材の類似性

といった接続関係に関する対応の一致に対して、ビルトイン形式の車庫などによっ

て立面下部が欠き取られることで第二輪郭が不安定形となり、違反する関係図式で

あり、類型の主調を形成する枠組みにおける部分的な対応による調整
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

が、両義的な

性格の形成に働きかけるあり方といえる。

　次に、「対置」の適合性に位置付いた類型のうち、２章類型Ⅸは、適応関係と平

行関係が共にみられないことから、また３章類型⑤ -I は、不安定形の第一輪郭で且

つ素材の類似性がみられないことから、どちらも敷地の特性と建築の図形との対置
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が類型の形成に関わる２水準の一致により決定づけられる一意的
4 4 4

なあり方といえる。

一方、４章構成パタンⅣ -e は、外部構成における斜面との独立性が斜面から分離し

た建築下面の形状という部分的な対応により強調
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

されるあり方である。さらに、２

章パタンⅦ -e，Ⅷ -f は、適応関係と平行関係が共に敷地境界と対立的な関係となる

各類型において、道路境界のみ、あるいは隣地境界１辺のみといった局所への依存

的な平行関係が従ヴォリュームにより強調され、前面道路に面した構えや、またあ

る一辺の隣地境界に沿うように建築ヴォリュームを配置することで他の境界に面し

ては外部空間が確保されるといったあり方を補強するものであり、敷地の特性との

対置的な性格に部分の調整
4 4 4 4 4

が重ねられるあり方といえる。

　さらに、「相対化」の適合性に位置付いた類型では、２章類型Ⅴ，パタンβ、およ

び３章類型④ -I が、それぞれ、主 V に関する適応関係と平行関係の相反、および第

一輪郭の形状と素材の類似性の相反といった、類型の枠組みを形成する各２水準の

相反により位置付く性格が一意的
4 4 4

なあり方といえる。不整形な敷地境界に対して平

行関係を保ちつつ矩形の平面輪郭を配置するもの（２章類型Ⅴ）や、接地幅が狭い

不安定形の立面の素材が前面外構と類似するもの（３章類型④ -I）といった例が挙

げられる。一方、２章パタンαは、主ヴォリュームの適応関係が従ヴォリュームが

加わることで補完され、全体としては敷地に適応するようになるものであり、また

４章構成イは、建築下面の形状が段差を伴うことにより斜面に対する外部構成の対

応が強化されるものであり、共に部分の
4 4 4

働きによって敷地との対応関係が同調的な

性格へと調整
4 4

されるあり方といえる。さらに、３章類型② -C，⑤ -C は、不安定形

の第二輪郭という部分
4 4

により、互いに素材が異なる立面と地面との分節が強調され、

敷地と対置した性格へと調整
4 4

されるあり方といえる。同様に、４章構成パタンⅡ -c

は、主室とエントランスが水平に配されることによる内部構成の斜面からの独立性

が、斜面から分離した建築下面の形状によって強調されるものであり、敷地との対

置した性格へと部分の調整
4 4 4 4 4

がなされるあり方といえる。

　以上より、建築と敷地の図形的な水準での対応関係の枠組みは、類型の主調を形

成する各水準の一致あるいは相反により敷地の特性との同調、対置、相対化といっ
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た性格が一意的となるあり方に対して、従ヴォリューム（２章）や第二輪郭の形状（３

章）、斜面と建築ヴォリュームの下面の形状（４章）といった、各類型を特徴づける

部分の働きにより、その性格が強調されるあり方と、適合性の各分類を縦断して対

応関係が調整されるあり方が見いだされた。さらに、部分の働きによる調整のあり

方の傾向として、対立から調和へ（２章：敷地境界と平面の図形）、調和から対立へ

（３章：地面と立面の図形）といった、適合性の両極への調整が一方向に働く傾向と、

相対化から調和および対立へと向かう双方向の調整の傾向（４章：地面と断面の図形）

が明らかとなった（図 5-3）。これは即ち、必ずしもそのものを一望することのでき

ない平面の図形の水準においては、第一段階の操作において敷地と建築とが対置し

た性格に対して重ね合わせられる第二段階の操作として、従ヴォリュームが適応関

係や平行関係を補完するなどの部分の働きにより、敷地に対応して建築の図形を馴

染ませるという傾向を示すものといえ、また、視覚的に捉えることが可能な立面の

図形の水準においては、平面とは対照的に、第一段階の操作において第一輪郭の形

状の安定性や前面外構との素材の類似性の組合せにおいて同調した性格に対して、

第二段階の操作においては不安定形の第二輪郭という部分の働きが重ね合わせられ

ることにより、安定形の第一輪郭との対比が表現される傾向があることを示してい

ると考えられる。さらに、断面の図形の水準においては、斜面に沿わせる、あるい

は独立させる、といった第一段階の対応関係の性格が強く作用し、建築ヴォリュー

ムの下面の形状による部分による第二段階の操作の重ね合わせにおいても、同調お

よび対置の両極への集約が図られる傾向があることを示すものと考えられる。
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図 5-2　類型およびパタンにおいて共通する性格
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２章：敷地境界と平面の図形 ３章：地面と立面の図形 ４章：地面と断面の図形

図 5-3　部分の働きによる適合関係に関する性格の強調と調整



90

４節　小結

　本章では、２章〜４章の各章で得られた類型および特徴的なパタンを、局限化さ

れた敷地の条件が有する物理的な特性に対する建築の図形的な適合性の観点から横

断的に分類し、さらに、各章の類型の位置づけに関わり対応関係の主調を形成する

水準の関係、および各類型とパタンの特徴づけに関わる水準の関係を検討すること

から、類型間に共通する性格を考察した。

　その結果、適合性の観点による分類では、敷地の特性に対して「同調」した対応

関係となる適合のあり方（２章類型Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅹ、３章類型① -A，① -C，④ -A，

④ -C、４章基本型Ⅰ）、「対置」するあり方（２章類型Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ、３章類型⑤ -I、

４章基本型Ⅳ）、敷地との対応関係に関する水準が相反する関係を取り結び、形状の

調和と部分の関係における対立が表現されるあり方（「相対化 A」：２章パタンα，β、

３章類型② -C，⑤ -C、４章基本型Ⅱ，構成イ）、敷地との形状的な対立と部分にお

ける調和が表現されたあり方（「相対化 B」：２章パタンα，類型Ⅴ、３章類型④ -I）

という４つのあり方に整理できた。さらに、適合性の各分類における類型間に共通

する性格として、敷地に対する対応関係が類型の主調を構成する水準の組合せによ

り同調、対置、相対化といった性格が一意的となるあり方（同調：２章類型Ⅱ，Ⅲ、

３章類型① -A，④ -A ／対置：２章Ⅸ、３章類型⑤ -I ／相対化 A，B：２章類型Ⅴ，

パタンβ、３章類型④ -I）、部分の働きにより適合性に関する性格が強調されるあり

方（同調：２章パタンⅠ -a，Ⅹ -h、４章構成パタンⅠ -a，Ⅰ -b ／対置：４章構成

パタンⅣ -e）、さらに部分の働きにより適合性に関する性格が調整されるあり方（同

調：３章類型① -C，④ -C ／対置：２章パタンⅦ -e，Ⅷ -f ／相対化 A，B：２章パタ

ンα、３章類型② -C，⑤ -C、４章構成イ，構成パタンⅡ -c）といった大きく３つの

性格が見いだされた。さらに、平面、立面、断面の図形の各水準における傾向として、

平面の図形の水準においては、従ヴォリュームにより敷地境界の形状との同調に働

く傾向が、また、立面の図形の水準においては、第二輪郭の形状により地面と建築

の図形との対置へと働く傾向が、さらに、断面の図形の水準においては、建築ヴォ
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リューム下面の形状により同調と対置の両極へと働く傾向が得られた。

　このことは、現代日本の住宅作品における建築と敷地の図形的な対応関係の類型

の枠組みとして、同調と対置を両極としつつ、断片的な部分の操作の重なりによる

強調や調整の働きによって、対応関係の多様なあり方が位置付き、特徴的な性格が

形成されていることを示すものと考えられる。

　なお、現実の敷地において建築は、敷地が面する方位や日射、道路斜線や日影な

どの建物の外形に関わる法的規制、敷地内の既存樹木との位置関係といった、様々

な制約や条件を担って成立している。これらは本論文において扱ってきた建築の平

面、立面、断面の図形との対応関係、およびその関係図式の類型の位置づけに少な

からず関与している可能性も考えられる。方位を例とするならば、平面においては、

南に向いた敷地境界線に対して平面輪郭線をセットバックすることで庭と内部への

採光を確保し、一方道路境界に対しては平行な構えを形成するなどといった場合は、

道路境界線を基準とする平面輪郭線が得られるであろう。また、立面においては、

北向きに接道している場合は、敷地の奥側に庭を確保できるゆとりがあるならば、

そこに主要な開口を向け、道路に面しては開口を設けないという選択も考えられる。

断面においても、南下がりの斜面の場合に、北側からアプローチし、斜面を下るよ

うに床を配することで、内部において採光と同時に南向きの眺望を得ることが考え

られる注３）。本論文では、建築の構成や形態を構想する、その原初における物理的な

対応関係として、敷地と建築との図形的な関係を抽出することに意図を置き、それ

らの制約や条件を一旦除外している。しかし、ここで得られた関係図式やその構造

的な枠組みは、上述した様々な制約や条件に対する具体的な対応の重なりによって

かたちづくられる建築の全体形の想起に結びつく主調を示すものと考えられ、同調

や対置、それを強調し、調整する対応関係は、その上に集積する様々な対応関係を

含み込むものと考えている。
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第 5章　本文注

注 1) 参考文献 1 において、R・ヴェンチューリは、ヴィラ・ピグナテッリ（Villa Pignatelli, S. Giorgio a Cremano）とヴィ

ラ・パロンバ（Villa Palomba, Torre del Greco）のファサードを比較し、「前者のファサードにおいては、各々

の要素相互間の折り合いやつじつま合わせが図られた結果、対立性（を含んだ諸要素）は調整されている。後

者のファサードにおいては、各々の要素は対比的で、幾重にも重ねられて、接近しているので、対立性（を含

んだ諸要素）はそのまま並置されている。」と述べ、異なる要因によって規定される部分の形態同士の関係を

例に、同時に存在する要素間の対立性のヴァリエーションとして、変化に合わせた “調整” と対比的なものの “並

置” を指摘している。本章は、これを参照すると同時に、敷地と建築の図形という具体的な要素間の物理的な

関係を問題とすることにより、２節において、２〜４章で得られた対応関係の性格の分類を行っている。さら

に、３節において、対応関係の性格を特徴づける操作の重ね合わせに着目し、対応関係の枠組みを構造的に位

置づけている。

注 2) ２章〜４章の各章において関係図式の位置づけに関わる２水準とは、それぞれ、主従ヴォリュームの適応関係

および主ヴォリュームの平行関係（２章）、第一輪郭の安定性および立面と前面外構との素材の類似性（３章）、

斜面に対するアプローチの向きおよび主室とエントランスの上下関係（４章）を指す。

注 3) 第４章においては、表 4-4 において断面構成と斜面の方位との関係についての検討を行ったが、基本型や構成

パタン、特徴的な構成として得られた関係図式において、大きな傾向は得られなかった。このことは、斜面と

建築の図形との対応関係においては、斜面の上下の方向性が、より主調的な関係の形成に働くことを示唆する

ものと考える。

第 5章　参考文献

1）　 R・ヴェンチューリ / 伊藤公文訳：建築の多様性と対立性　SD 選書、鹿島出版会、1982.11
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第６章　　結論
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　本論文は、２章から４章に渡り、現代日本の住宅作品を対象として、建築の構成

に作用する外的な要素として敷地を能動的に捉え、建築の図形との相補的な関係を

検討してきた。本章では、各章において明らかとなった成果を総括し、結論とする。

　第 2 章「敷地境界との関係にみる住宅作品の平面輪郭」では、敷地境界と建築の

平面の図形の対応関係について、不整形な形状の敷地に建つ住宅作品を対象に、敷

地境界の形状に対する平面輪郭の適応関係と、敷地境界線と平面輪郭線の平行関係

といった全体的関係と部分的関係から検討を行った。そしてこれら２水準を組み合

わせることより、敷地境界と平面輪郭との関係図式の類型と類型内において特徴的

なパタン、さらに類型化されないが各類型における適応関係と平行関係の組合せを

相対化する特徴的なパタンを抽出し、それら類型およびパタン間の関係について考

察を行った。

　その結果、全体的関係と部分的関係の一致によるものが類型の大半を占め、そこ

から、〈適応関係と平行関係の敷地境界への対応が共に調和的なあり方〉、〈適応関

係と平行関係が共に対立的なあり方〉といった性格が見いだされた。また、これら

とは対比的な性格として、〈全体的関係と部分的関係が一致しないあり方〉、〈従ヴォ

リュームが主ヴォリュームの適応関係を補完するあり方〉といった性格も位置づけ

ることができた。

　第３章「住宅作品における立面の接地性」では、地面と建築の立面の図形の対応

関係として、立面が街路に露出し３方を隣家に囲まれた住宅を対象に、プロポーショ

ンと幅の変化による第一輪郭と開口の配置による第二輪郭といった立面の形状の検

討から輪郭パタンを位置づけ、さらに立面下部と前面外構の形態や素材、連続要素

による連続関係の検討から連続モデルを位置づけた。そしてこれらの重ね合わせに

より、立面と地面との接続関係の図式の類型を導き、その性格の考察を行った。

　その結果、立面の形状の安定性と素材の類似性が《共に対応あるいは非対応となる》

あり方、およびそれらの対応が《相反するあり方》といった２つの対比的な性格に
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類型の大半が位置づき、さらに前者においては立面と地面との〈接続関係が強めら

れるあり方〉、〈接続関係が希薄なあり方〉、また後者においては〈不安定な形状であ

りつつも素材の類似性を有するあり方〉、〈安定した形状でありながら素材の類似性

がみられないあり方〉といった、それぞれ互いに対極的な性格に整理することがで

きた。

　第４章「傾斜地における住宅作品の断面構成」では、地面と建築の断面の図形の

対応関係について、傾斜地に建つ住宅を対象に、斜面方向に対する建物へのアプロー

チの関係、および建築ヴォリュームと地面との接触に関わる断面形状による外部構

成と、内部におけるエントランスと主室等の断面における配列による内部構成の 2

水準から検討を行った。そしてこれらの重ね合わせから、傾斜地形と断面構成の関

係図式の基本型、および基本型を特徴づける構成パタン、類型には含まれないが特

徴的な構成を導き、それらの関係の考察を行った。

　その結果、〈斜面の方向性を建築化するあり方〉、〈斜面と建築の対比が表されるあ

り方〉、〈斜面の特性を捨象した平地と同様のあり方〉といった、外部と内部の構成

が連動し、斜面の方向性に従って線形に統合されるある種の合理性に基づく３つの

あり方を見いだすことができた。

　第５章「建築と敷地の図形的対応関係」では、２章から４章で得られた類型を比

較検討することにより、局限化された敷地の物理的な特性に対する建築の図形的な

適合性の観点から各章で得られた類型を横断的に分類し、さらに各分類において類

型間に共通する性格について考察を行った。

　その結果、まず、適合性の観点による分類として、各章において類型の位置づけ

に関わる対応関係の主調を形成する２水準の関係を検討することより、両水準の対

応が一致することで敷地の特性に対して「同調」するあり方、両水準共に敷地の特

性に対して独立的なあり方となる「対置」、さらに両義的な適合のあり方として、両

水準が相反する関係を取り結び、形状の同調と部分における対置が表現される「相
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対化 A」、敷地との形状の対置と部分における同調が表現される「相対化 B」といっ

た４つのあり方に整理できた。

　次に、適合性の各分類において類型間に共通する性格として、〈類型の主調を形成

する水準の組合せにより同調、対置、相対化といった性格が一意的となるあり方〉、

〈部分の働きにより適合性に関する性格が強調されるあり方〉、〈部分の働きにより適

合性に関する性格が調整されるあり方〉といった３つの性格を見いだした。さらに、

平面、立面、断面の図形の各水準における部分の働きの傾向の検討により、平面で

は従ヴォリュームにより敷地境界の形状との同調に働く傾向が、また、立面では第

二輪郭の形状により地面と建築の図形との対置へと働く傾向が、さらに、断面では

建築ヴォリューム下面の形状により同調と対置の両極へと働く傾向が得られた。

　このことは、現代日本の住宅作品において、調和と対立を両極としつつ、部分の

操作の重なりによって特徴づけられる建築と敷地の図形的な対応関係の枠組みが成

立していることを示すものと考えられる。

　以上、現代日本の住宅作品における建築と敷地の図形的対応関係を、局限化され

た敷地の物理的条件と建築との実体的な関係として捉え検討してきた。敷地を建築

の構成に作用する外的な要素と位置づけ、建築と一体的に取り結ばれる関係を捉え

る本研究の成果は、建築を取り巻くより広範な物理的環境との間に形成される相互

的な関係によって特徴づけられる建築の形態や構成の成立の可能性を示唆するもの

と考えられる。



97

関連論文目録

＜本論文に関連する審査論文＞

・　遠藤康一、寺内美紀子、坂本一成：

 傾斜地における住宅建築の断面構成 - 建築と周辺環境による空間構成に関する研究

 日本建築学会計画系論文集　第 561 号、pp.145-150、2002.11

・　遠藤康一、塩崎太伸、奥山信一：

 敷地境界との関係にみる不整形敷地に建つ住宅作品の平面輪郭 - 建築と敷地の対応関係に関する研

究 -

 日本建築学会計画系論文集　第 709 号、pp.579-589、2015.3

・　遠藤康一、大嶽陽徳、塩崎太伸、奥山信一：

 現代日本の住宅作品における立面の接地性 - 建築と地面の接続関係に関する研究

 日本建築学会計画系論文集　第 733 号、pp.625-633、2017.3

＜本論文に関連する口頭発表論文＞

・　遠藤康一、坂本一成、小川次郎、寺内美紀子、足立真、貝島桃代：傾斜地における現代日本の住宅

作品の断面構成　日本建築学会大会学術講演梗概集 ( 九州 )F-2、pp.547-548、1998.9

・　本橋良介、坂本一成、遠藤康一、中井邦夫、足立真、安森亮雄、久野靖広、岡村航太：敷地形状と

の関係からみた住宅作品の平面輪郭　日本建築学会大会学術講演梗概集（東海）F-2、pp.361-362、

2003.9

・ 　大嶽陽徳、遠藤康一、阿部沙佳、塩崎太伸、奥山信一：現代日本の住宅作品の立面における壁面の

形状と開口の配置 - 建築と大地の接続関係に関する研究 (1)　日本建築学会大会学術講演梗概集（近

畿）DVD、pp.417-418、2014.9

・　遠藤康一、大嶽陽徳、阿部沙佳、塩崎太伸、奥山信一：立面の構成および前面外構との連続関係か

らみる建築の接地性 - 建築と大地の接続関係に関する研究 (2)　日本建築学会大会学術講演梗概集

（近畿）DVD、pp.419-420、2014.9

・　塩崎太伸、遠藤康一、奥山信一：敷地境界と平面輪郭の対応関係 - 不整形敷地に建つ現代日本の

住宅作品の平面輪郭に関する研究 (1)　日本建築学会学術講演梗概集（関東）DVD、pp.427-428、

2015.9

・　遠藤康一、塩崎太伸、奥山信一：敷地境界と平面輪郭の関係図式 - 不整形敷地に建つ現代日本の

住宅作品の平面輪郭に関する研究 (2)　日本建築学会学術講演梗概集（関東）DVD、pp.429-430、

2015.9

＜その他の口頭発表論文＞

　  48 編　日本建築学会大会学術講演梗概集（共著）



98

謝辞

　私は、東京工業大学で学部から大学院まで建築を学んだ後の、この約 10 年間を東

京工業大学の博物館で過ごしてきました。博物館は、調査や研究から素材としての

資料に潜む新たな価値を論理的に導くと同時に、展示やワークショップなどといっ

たかたちある姿への変容の作業を通して、その価値の共有を社会的に試みる場所、

つまり論理と実践とが一体となったものづくりの現場といえます。一方では建築の

研究と設計を生業とする私のなかにおいて、この論理と実践が不可分なものづくり

であるという一点において、両者は、矛盾無くほぼ同一の意味を形成しています。

　この論文は、建築空間の操作において普遍性をもつ枠組みを新たに位置づける試

みとして、私が学生時代からもち続けてきたテーマを発展させ、まとめたものです。

論理と実践の不可分を唱えつつも、博物館での慌ただしい日常の中でやや実務への

偏向が否めなかった私に対して、論文をまとめる機会と共に多大なるご助言をいた

だいた、東京工業大学環境・社会理工学院の奥山信一教授には、執筆に際しても度

重なるご指導を賜り、論理性と建築設計における実感とが一致したなかに新たな認

識を生み出すことの重要性を学ばせていただいております。また、友人として多く

の助言と激励をいただいた同学院の塩崎太伸准教授には、2 節、４節の、宇都宮大学

の大嶽陽徳助教には、4 節のもととなる論の共同研究者として、論理の構築に関わる

議論に長い時間を割いていただきました。

　また、このテーマをもち続ける最初のきっかけを下さったのは、学生時代長きに

わたって指導を賜った師匠である同大学院の坂本一成名誉教授でした。坂本先生に

は、論文を指導していただいただけでなく、研究室における設計プロジェクトの実

務の担当や、現在の博物館での仕事に連続する展覧会のデザインやマネジメントを

担当させていただくことを通じて、建築論と建築設計両面における私自身の営みの

根底部分の形成に現在に至るまで多大なる影響をいただいております。同時に、坂

本研究室に所属していた際の諸先輩方の教えと、後輩方々との昼夜の境無く交わし

た議論は、この論文において用いている建築的な言語の基礎かたちづくっていると

思います。私が大学院に在籍していた当時に助手（助教）をされていた先輩である、



99

信州大学の寺内美紀子准教授には、3 節のもととなる論の共同研究者として、同じく

神奈川大学の中井邦夫教授、日本工業大学の足立真教授、宇都宮大学の安森亮雄准

教授には、現在に至るまで叱咤激励と折々の局面において助言を賜りました。また、

坂本研究室の先輩である久野靖広氏（アトリエ・アンド・アイ）と後輩の岡村航太氏（8d

一級建築士事務所）とは、互いの設計活動を始めるにあたり協働し、先輩や後輩と

いう垣根を越えて論理と実践の一体化への試みの辛苦を共に経験させていただきま

した。

　最後に、業務の傍らでこの論文をまとめることにご理解を賜り、過大な環境を与

えて下さった、東京工業大学博物館の亀井宏行教授、道家達将特命教授、広瀬茂久

特命教授、阿児雄之特任講師をはじめとするスタッフの方々には、感謝の念に堪え

ません。ものづくりの価値の多様化を受け止め、発信を推し進めるべき存在である

工業大学の博物館は、グローバル化や卓越性といったファッショナブルなスローガ

ンの語義に反して、ともすれば狭い視野に陥りかねない現代の大学や研究機関、も

のづくりの現場が置かれる状況において、実践の中に意味を問うことの出来る数少

ない存在といえます。建築という専門的な視座と、広くものづくりに関する普遍性

を見出そうとする視座という両面から思考することで、私のなかにおいても初めて

論理と実践に関する実感を得ることができるようになってきたと思っています。そ

の他、ここまでの研究や設計、博物館での活動においてお世話になった全ての方々に、

心より感謝の意を表します。

2017 年 3 月　遠藤康一



資料編

第２章　　敷地境界との関係にみる住宅作品の平面輪郭

第３章　　住宅作品における立面の接地性

第４章　　傾斜地における住宅作品の断面構成



第２章　　敷地境界との関係にみる住宅作品の平面輪郭（全 141 資料）

平面図

写真

など

表 2-1 表 2-2

２節 ３節 ４節

表 2-3 表 2-4
表 2-5
表 2-6

表 2-7
表 2-8

表 2-7

表 2-9

表 2-10
図 2-5

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

141 jt9908 Fosqc�Q?�/777 ౫ϧ Ǐȗ ȫ s_u 1 平行 <<1Ǖ（Œ）

凡例



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

1 sk5711 Ԕのࡱのߩ৴ Ǘ（Œ） ਓ ǷǤ Ȧ u 1 0 1 Ⅷ

2 sk5804 大ࢣિ Ǖ ਓ ǷǤ Ȧ u 1 0 2 Ⅵ

3 sk5808 D ǢȠのϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 0 1 Ⅷ

G

E

GŘŝŕ ľ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

4 sk5808 ৴ߩ؋ޒ ǕŒ ਓ ǷǤ Ȧ u 2 1 2

5 sk5809 ऱɶのϬ Ǔ ಶ ǷǤ Ȧ u 1 1 1

6 sk5811 SH19 Ǔ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 1 2

J

D

B



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

7 sk5901 Ԅਿݻિ ǘ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 0 2

8 sk5902 ૢિ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ w_u 1 0 1

9 sk5904 शǢȠのߩ৴ Ǖ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 2

E

G

E

Ⅵ

Ⅷ -fŝŕ Ŀ (

Ⅳ -c



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

10 sk5910 Sݓિ Ǖ ಶ ǷǤ Ȧ u 1 0 3

11 sk5911 Q ǢȠのϬ Ǔ ਓ ǷǤ ȫ u 1 1 2

12 sk6003 ऌඊિ Ǖ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 2

C

B

E

Ⅴ -d

Ⅳ -c



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

13 sk6009 स状敷地Ǹ建ǱϬ Ǒ ౫ϧ Ǐȗ Ȩ u_u 1 1 0

14 sk6101 ȋǮǷǘǸ建Ǳ小ߩ৴ Ǘ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 1 0

15 sk6105 Nݓિ Ǖ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_u 1 0 2

F

F

E

Ⅶ -eŘ Ľ (

Ⅶ

ⅥŘŕ ľ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

16 sk6110 ীૢિ Ǖ（Œ） ਓ ǷǤ Ȧ u 1 0 2

17 sk6310 ඞীિ ǘ ಶ ǷǤ Ȧ w 1 1 0

18 sk6401 ഫのϬ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_u 1 0 2

E

F

E

Ⅵ

ⅥŘ Ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

19 sk6501 ৸ૢЌெのϬ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 1 0

20 sk6506 Nݓિ Ǖ ਓ ǷǤ Ȧ w 1 0 3

21 sk6510 ী͎ǢȠのϬ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 0 2

F

C

E

Ⅶ -eŝŕ Ľ (

Ⅲ

ⅥŘŕ ľ (ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

22 sk6605 ԔվܥのϬ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ s_u 1 0 1

23 sk6701 ̘ԔのϬ Ǖ（Œ） ಶ ǷǤ Ȧ u 1 0 1

24 sk6701 ЦౣのϬ Ǘ ಶ ǷǤ ȯ b 1 1 2

G

G

B

Řŕ ľ

ⅧŘ

Ⅱŗ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

25 sk6701 ЮਬのϬ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 0 1

26 sk6707 大ǚǑϔۀのϬ ǕŒ ਓ ǷǤ Ȧ u 2 0 1

27 sk6801 ऌܥ৪のϬ ǘ（Œ） ಶ ǷǤ ȫ u 1 0 0

G

K

H

Ⅷ -fĿ (Ŀ

Ⅸ -gŗŕ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

28 sk6701 J.H. િ ǘŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ 2_2 2 2 2

29 sk7002 ൗ面のϬ ǕŒ ಶ ǷǤ Ȧ u 2 1 2

30 sk7002 ඌௌのϬ Ǖ ಶ ǷǤ ȫ u 1 1 0

I

J

F

Ⅹ -hĝ ( Ľ (

Ⅶ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

31 sk7101 િܥࢡ Ǘ ಶ ǷǤ Ȧ w 1 1 2

32 sk7104 のϬ࣏ࣾ ǘŒ ಶ ǷǤ ȭ bw 2 2 1

33 sk7104 ࣭の੮Ϭ࣏ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȫ u_b 1 1 2

B

I

B

Ⅱ -bĝ (ŗ

Ⅹĝ (ŗ

αĿĿ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

34 sk7110 ɖɫĘɜɃȯȹɏȦȹ Ǖ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 2

35 sk7110 ૮إのϬ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_u 1 1 0

36 sk7112 ԆのϬ Ǘ ಶ ǷǤ ȫ u 1 1 3

E

F

A

Ⅳ -c

Ⅶ -eŘ Ľ (

Ŝ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

37 sk7202 ̨ઔિ ǕŒ ਓ ǷǤ Ȫ u 2 2 1

38 sk7208 ୪னڴのϬ Ǔ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 1 2

39 sk7208 ௌǑੈભのϬ ǘ ਓ ǷǤ Ȧ u 1 1 0

I

B

F

ŗŘ Ľ (

Ⅶŗŕ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

40 sk7402 ȭɣɳɆȣɬɐĘĂɫĘɕのϬ Ǘ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 0 0

41 sk7408 િ۾ܥ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȫ w_w 1 1 2

42 sk7408 のϬࡎڪ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ s_u 1 0 2

H

B

E

Ⅸ -g

ⅡĽ (

Ř ĽĽ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

43 sk7408 ࣬Ăഞ৸のϬ ǘ ਓ ǷǤ ȫ u 1 0 1

44 sk7502 �৴ߩPK+NR Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 0 2

45 sk7502 ȵɭɳのǏȘϬ ǘ ਓ ǷǤ Ȧ w 1 0 2

G

E

E

Ⅷ

ⅥŘ ĽĽ

Ⅳ -c



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

46 sk7508 のЗӠګ Ǔ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 1

47 sk7508 ɫ�ȳɕɬ�ɫĘȸɥ ǘ（Œ） ਓ ǷǤ Ȫ w 1 1 2

48 sk7508 િĽȹȭɊɤݻ ǕŒ ਓ ǷǤ Ȥ s 2 1 0

G

B

J

β

Ⅱ

Ⅵ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

49 sk7602 R િ ǕŒ ಶ ǷǤ ȭ w 2 0 2

50 sk7602 Fિ ǗŒ ਓ ǷǤ Ȧ u 2 1 2

51 sk7602 Ԇ࡙ݭ Q િݓ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 1 2

K

J

B

ĝ (

ŗ

ĽĽ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

52 sk7609 ोՒɜɃȯȹ Ǖ ਓ ǷǤ Ȫ w 1 1 2

53 sk7609 PMS ǘŒ ౫ϧ Ǐȗ ȭ w_w 2 2 2

54 sk7609 ञǑϬ ǘŒ ಶ ǷǤ Ȧ w 2 1 2

B

I

J

Ⅱ

Ⅹľľ

Ⅺĝ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

55 sk7706 ɠɩȻɏȦȹ ǕŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 2 2 0

56 sk7708 ຌૢのϬࡱ Ǖ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 1 1

57 sk7708 のௌǑϬࡷࣶ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ sw_w 1 0 2

I

D

E

ĝ (Ř Ľ (

Ⅳĝ Ľľ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

58 sk7708 ԍિ ǘ ਓ ǷǤ ȭ u 1 1 0

59 sk7802 EMF�54.1 ǗŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȫ s_s 2 1 2

60 sk7802 િؽُ ǘ ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 3

F

J

C

Ⅶŝ

ⅪĿ

Ⅲ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

61 sk7808 ֠ૢિ ǘŒ ਓ ǷǤ ȫ w 2 1 2

62 sk7808 ෧ࡸのϬ ǘ ಶ ǷǤ Ȧ u 1 0 1

63 sk7808 ӎ݈િࢩ ǘŒ ਓ ǷǤ Ȧ w 2 1 1

J

G

J

ⅪŘŕ

Ⅷŗŕ

Ⅺĝ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

64 sk7902 ϊज़ݭのϬ ǘ（Œ） ಶ ǷǤ ȫ w 1 0 1

65 sk7908 ᐿԆǢȠのϬ Ǔ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_w 1 1 2

66 sk7908 ಋ͝ǢれたϬ Ǖ ਓ ǷǤ Ȧ u 1 0 3

G

B

C

βŗŕ

αľ

Ⅴ -d



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

67 sk7910 ৴ߩのૢࡱ ǘ ಶ ǷǤ Ȧ u 1 0 3

68 sk8008 ষĂࣽ面のǷǑϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ w_w 1 1 1

69 sk8008 小վ͎のϬ Ǖ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 0 3

C

D

C

Ⅴ -dŗ

ĝŗŕ

Ⅴ -d



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

70 sk8102 ඌګ Iિ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ b_b 1 1 3

71 sk8104 ԕ࣬߇ ǘŒ ಶ ǷǤ Ȩ w 2 1 2

72 sk8204 शඞのϬ ǘŒ ಶ ǷǤ Ȩ w 2 2 2

A

J

I

Ⅰ -aĝ ( Ľ

Ⅺ

Ⅹ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

73 sk8302 ᡙのߩ৴ Ǐ ਓ ǷǤ ȭ w 1 1 2

74 sk8302 ഞ๒のϬ ǘ（Œ） ਓ ǷǤ Ȥ s 1 0 2

75 sk8308 大ഞિ Ǒ ਓ ǷǤ Ȧ u 1 0 2

A

E

C

Ⅰĝ (

Ⅳ -c

Ⅴ -d



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

76 sk8408 ඊᦸિ ǘŒ ਓ ǷǤ Ȧ u 2 0 2

77 hr63 Ϫ ४݇のढ۞ ǘ ಶ ǷǤ Ȧ bw 1 0 3

78 hr64 ૽ 大݇の੮Ϭ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȫ u_w 1 1 3

K

C

A

Ⅲ

Ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

79 hr64 ૽ ȪɃɑȤɏȦȹ（್ٕإિ） Ǖ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ s_u 1 0 3

80 jt8605 のϬݬُ߫ Ǘ ਓ ǷǤ Ȧ w 1 1 2

81 jt8606 ৴ߩԚՒのܤ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 1 1 1

C

B

D

ŝ ĽĿ (

Ⅱ -bĝ

ĝ Ľ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

82 jt8609 （ଟિؽ）ɏȦȹଁض ǘ ಶ ǷǤ Ȧ sw 1 1 2

83 jt8703 ੈɎ՛のϬ Ǖ ਓ ǷǤ Ȧ w 1 1 2

84 jt8703 ਬ状のȳĘɈɏȦȹ ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȭ sw_sw 1 0 3

B

B

C

Ⅱ -b

Ⅱ -bĝ (

Ⅲĝ ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

85 jt8705 ۞のढݭଽڡ Ǔ ౫ϧ Ǐȗ Ȣ u_u 1 0 1

86 jt8707 ӄૢિ Ǖ ಶ ǷǤ Ȩ w 1 0 2

87 jt8709 大͓ĂૢǢȠのϬ ǘŒ ਓ ǷǤ ȯ b 2 0 1

G

E

K

Ⅷ -fĽĽ

Ⅳ -c



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

88 jt8709 みǜȋȗのϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_u 1 1 0

89 jt8709 NMVCJCRRC ǘ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ ȭ u_u 1 0 1

90 jt8801 界のϬܢ Ǔ ਓ ǷǤ Ȫ u 1 0 0

F

G

H

Ⅷ -fŘŕ ľ

Ⅳ -cĽľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

91 jt8803 ඳǤǑಽ ǘŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_w 2 1 2

92 jt8808 ѻॸܥのȢɈɪȨ ǘ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_w 1 0 1

93 jt8809 ෂݭのϬ Ǐ ౫ϧ Ǐȗ Ȣ sw_w 1 1 2

J

G

A

Ŀ (Ŀ (

ľ (

Ⅰ -aĽ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

94 jt8810 ɏɍȮĂȳɳɗɬɃȯȹ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȫ u_u 1 0 0

95 jt8901 ඞ地િ Ǘ ਓ ǷǤ Ȧ w 1 0 1

96 jt8903 たǚǳ Ǒ（Œ） ਓ ǷǤ ȯ sw 1 1 2

H

G

A

ⅨĿ (ľľ

βĝ

Ⅰĝ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

97 jt8904 大ϔۀのǏȘϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_u 1 0 1

98 jt8910 ৴ߩのܥૢౣ ǘŒ ಶ ǷǤ ȯ w 2 2 2

99 jt8911 ऱのߩ৴ ǕŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ u_w 2 1 2

G

I

J

Ⅷ -fĽ

Ⅹĝ (

ĝ Ŀ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

100 jt8912 FMSQC+D ǓŒ ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 2 2 1

101 jt9002 മ࠽੮のϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 1 0 3

102 jt9105 ͙ඊのߩ৴ ǕŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ s_u 2 1 1

I

C

J

Ⅹ -hĝ ( Ľ (

Ⅲľ

Ŀ (Ŀ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

103 jt9111 ൈ٣ǙȗのϬ0 Ǔ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 1 0 2

104 jt9301 િ͎ ǗŒ ಶ ǷǤ ȯ u 2 1 2

105 jt9301 I0�FMSQC Ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 1 0 3

E

J

C

ⅣĽĽ

ĝ (

Ⅲľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

106 jt9302 ը֖शのϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ ȫ w_w 1 1 3

107 jt9302 ѻॸのϬ ǘ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 0 0

108 jt9304 Ȣɫɟのࢂϔ Ǘ ਓ ǷǤ ȫ bw 1 1 2

A

H

B

Ⅰ -aŗ Ľ (

Ⅸ -gŗŕ

Ⅱ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

109 jt9304 ϐമિ Ǖ ಶ ǷǤ ȭ w 1 0 2

110 jt9403 のϬܥԆߩ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ ȫ w_w 1 1 2

111 jt9404 境界ॆࡱのϬ ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_bw 1 0 2

E

B

E

Ⅳ

Ⅱĝ ( ĽĿ

Ŀ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

112 jt9404 ܿǱඊのϬ Ǖ ਓ ǷǤ ȫ w 1 0 2

113 jt9405 ঐൿ؎のϬ Ǘ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ Ȧ w_w 1 0 3

114 jt9405 @_pl+1 Ǘ ਓ ǷǤ ȯ u 1 1 2

E

C

B

Ⅳ

ⅢŗŘ ĽĽ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

115 jt9405 のϬۈ̌ ǕŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ s_u 2 1 0

116 jt9406 घِ͎ࢪΦのߩ৴ Ǔ ਓ ǷǤ Ȫ w 1 1 3

117 jt9406 QR?FJ Ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_u 1 1 1

J

A

D

Ř Ľ (

Ⅰ

ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

118 jt9409 आϒのߩ৴ Ǖ ౫ϧ Ǐȗ ȯ u_w 1 1 2

119 jt9409 ยΆͧ ǕŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ w_w 2 2 0

120 jt9504 D િ ǘŒ ಶ ǷǤ Ȫ s 2 2 2

B

I

I

αĝ (Ŝ ľ

Ⅹ -hĝ ( Ŀ (ľ

Ⅹ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

121 jt9505 のϬࣧ Ǖ（Œ） ಶ ǷǤ Ȧ u 1 1 0

122 jt9507 G+Fosqc ǘŒ ౫ϧ Ǐȗ ȫ w_w 2 2 1

123 jt9508 ੈඌګのϬ Ǔ ౫ϧ Ǐȗ Ȧ w_w 1 1 3

F

I

A

Ⅶ

Ľ (

Ⅰĝŝ ŀ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

124 jt9509 ஹ฿のϬ ǘ ಶ ǷǤ Ȧ w 1 1 0

125 jt9601 ѻॸのߩ৴ ǘ（Œ） ಶ ǷǤ Ȧ w 1 0 2

126 jt9608 S Ǖ ౫ϧ Ǐȗ ȯ w_w 1 1 3

F

E

A

ŗŘŕ

Ⅳ -c

Ⅰ -aŘ Ľ



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

127 jt9610 ඊǵȫĘɆɳȦȩĘɫのϬ Ǖ（Œ） ਓ ǷǤ Ȫ sw 1 0 3

128 jt9701 @_pl+2 ǘ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ ȫ w_sw 1 1 3

129 jt9704 ตशのɏȦȹ Ǒ ਓ ǷǤ ȭ u 1 1 2

C

A

A

Ⅲ

Ⅰľ

ĝ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

130 jt9704 ŞɏȦȹ ǑŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȣ sw_sw 2 2 1

131 jt9706 ञのߩ৴ ǗŒ ਓ ǷǤ Ȧ w 2 2 2

132 jt9804 ឬ月ԭ Ǔ ਓ ǷǤ ȭ u 1 0 0

I

I

H

Ⅹ -hĽ (

Ⅹ -hĝŗ

Ⅸ -g



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

133 jt9804 ੈ՛のϬ Ǖ（Œ） ਓ ǷǤ Ȥ sw 1 1 0

134 jt9901 ϠওੈܥのϬ ǘŒ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_w 2 0 1

135 jt9904 ς৸のϬ ǕŒ ಶ ǷǤ Ȧ w 2 2 2

F

K

I

Ŀ (

Ⅹ -hĝ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

136 jt9904 Na Ǒ ౫ϧ Ǐȗ Ȩ u_w 1 0 1

137 jt9905 FM+FMSQC Ǖ ਓ ǷǤ ȯ sw 1 1 3

138 jt9906 R�fosqc ǘ ౫ϧ Ǐȗ Ȥ u_w 1 0 2

G

A

E

Ľľ (

Ⅰ

Řŝŕ Ŀľ (



資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

資料No. 掲載年月 作品名
不整形敷
地の種類

建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑ

形状 大小関係

主Vの平面
輪郭の形状

適応関係
（主V_主従V）

道路
境界数

平行数
（道路）

平行数
（隣地）

みられた
近似/変形

従Vの
平行関係

平行関係
の傾向

関係図式
の類型

139 jt9906 ෂݭ Rિ ǘ ਓ ǷǤ Ȥ u 1 0 3

140 jt9907 Ͻϔ Ǒ ౫ϧ Ǐȗ Ȫ w_w 1 0 2

141 jt9908 Fosqc�Q?�/777 Ǖ（Œ） ౫ϧ Ǐȗ ȫ u_w 1 1 1

C

C

D

Ⅴ -d

ⅢĽ

ĿĿ



第３章　　住宅作品における立面の接地性（全 142 資料）

凡例

写真

など

表3-1 表 3-2
表 3-2注

２節 ３節 ４節

表3-3 表 3-4 表 3-5 表 3-6 表 3-7 表 3-8 表 3-9 表 3-10
図 3-2

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ

121 jt1007 南加瀬の住宅 2.2 縦長 △ ＿ 下 ⏉ ◆ C-3 ◒ 単 p イ 1 b

高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

 △ý下ಊಓ٣
 □ý等ಓ
 ▽ý下ಊಓ狭（下ಊのȌסきり）
 ◇ýý  ēýý（上ಊ下ಊՂǸסきり）

 ▲ý下ಊಓ٣
 △ýý  ēýý（৬͔輪іとଭֻ͔ࢁの৬୯輪і）
 ■ý等ಓ
 □ýý  ēýý（৬͔輪іとଭֻ͔ࢁの৬୯輪і）
 ▼ý下ಊಓ狭（下ಊのȌסきり）
 ▽ýý  ēýý（ýēý）（৬͔輪іとଭֻ͔ࢁの৬୯輪і）
 ◆ýý  ēýý（上ಊ下ಊՂǸסきり）
 ◇ýý  ēýý（ýēý）（৬͔輪іとଭֻ͔ࢁの৬୯輪і）



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

1 sk5411 数学者の家

2 sk5608 マヤの家

3 sk6201 銀杏を囲む家

0.2 横長 □ ＿ 上 ＊ ▲ D1 ◒ 並 cp ロ 2 s,t ② -b

0.4 横長 □ ＿ 上 ⏊ ■ E1 ◎ パ cp ニ o ⑤ ⑤ -E

0.3 横長 □ ＿ 下 側 × ▼ F1 ◎ 単 p ハ b,o ④ -a ④ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

4 sk6210 正面のない家／ H

5 sk7006 GAH6812

6 sk7104 水無瀬の町家

0.1 横長 □ ＿ 下 ＊ ▼ F1 ◎ 並 cp ニ e ⑤ -b ⑤ -F

0.5 横長 □ ＿ 上 下 ⏊ ◆ F1 ◎ 単 p ハ b ④ -b ④ -F

0.4 横長 △ ＿ × △ A1 ◎ 単 p ニ b ⑤ -b



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

7 sk7302 グリーン ボックス #2

8 sk7302 斉藤邸

9 sk7402 東玉川の住宅

1.0 標準 □ ＿ × ■ E2 ◎ 並 cp ニ s,e ⑤ -b ⑤ -E

1.0 標準 ◇ ＿ 下 ＊ ◆ I2 ◎ 単 p ハ s,e,b ④ -b ④ -I

0.7 標準 □ ＿ 下 ▼ F2 ◎ - - s,e ③ -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

10 sk7508 等々力邸

11

sk7611 代田の町家12

0.9 標準 □ ＿ ⏊ □ E2 ◎ * 単 p ハ e,o ④ -a

1.0 標準 □ ＿ 下 × ▼ F2 ◎ 単 p ハ - ④’

0.8 標準 △ ^ ⏊ △ A2 ◓ 単 p イ 2 b ① -b ① -A

sk7609 緑が丘の住宅



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

13 sk7701 上原通りの住宅

14 sk7702 住吉の長屋

15 sk7905 石原邸

0.6 横長 ◇ ⌒ 下 上 上 ▼ I1 ◎ 並 cp ニ b ⑤ -b ⑤ -I

1.7 縦長 □ ＿ ⏊ □ E3 ◎ * 単 p ニ e ⑤ -b ⑤ -E

1.0 標準 □ ＿ ⏉ □ E2 ◎ - - - ③



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

16 sk7910 土岐邸

17 sk7912 銀舎

18 sk8005 初台坂下の家

0.7 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◎ 並 cp ニ e,t ⑤ -a ⑤ -E

0.9 標準 △ ^ × △ A2 ◓ 単 p イ 2 e ① -b ① -A

1.5 縦長 △ ^ 下 ＊ ◆ C3 ◎ 並 cp ニ b ⑤ -b ⑤ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

19 sk8006 宮田邸

20 sk8008 中央林間の家

21 sk8102 己斐の家

0.9 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◎ 単 p ハ e,o ④ -a

0.6 横長 △ ^ 上 側 × ■ B1 ○ 並 cp ロ 1 e,o -

0.3 横長 □ ＿ ⏊ □ E1 ◎ 並 cp ニ e,b ⑤ -b ⑤ -E



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

22 sk8106 祖師谷の家

23 sk8108 街舎

24 sk8202 経堂の住宅 1980

0.6 横長 △ ^ 下 × ◆ C1 ◓ 単 p イ 2 e ① -b ① -C

1.2 標準 △ ^ 上 ＊ ■ B2 ⦿ 単 p ハ e,b ④ -c

1.3 標準 ◇ ＿ ＊ ◇ I2 ○ - - b -



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

25 sk8307 九条の町家

26 sk8312 花小金井の家

27 sk8408 千石の増築

1.1 標準 □ ＿ 下 側 ▼ F2 ◎ 並 p ハ e,b ④ -b ④ -F

0.8 標準 △ ^ ⌒ ＊ △ A2 ◎ * パ p ハ e ④ -b ④ -A

0.7 標準 △ ⌒ 下 ⏉ ◆ C2 ◎ 単 p ハ b ④ -b ④ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

28 sk8408 松原の家

29 sk8408 P.P.H. Pocket Park House

30 sk8408 U 氏邸

0.5 横長 ◇ ＿ 上 ▼ I1 ◎ 単 p ハ b ④ -b ④ -I

0.7 標準 △ ＿ 下 ▼ C2 ◎ 単 p ニ b ⑤ -b ⑤ -C

0.5 横長 □ ＿ ＊ □ E1 ◎ 並 cp ニ e ⑤ -b ⑤ -E



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

31 jt85 夏 リトル・ハウス

32 jt85 冬 T.HOUSE "STEPS"

33 jt8605 長屋門のある家

0.8 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◓ 並 p ロ 1 e -

0.4 横長 ▽ ＿ ▽ I1 ◎ 単 c ニ b ⑤ -b ⑤ -I

0.4 横長 □ ＿ ＊ □ E1 ○ 単 p ロ 2 e ② -c



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

34 jt8606 粉浜の家 - Ⅱ

35 jt8702 福井・勝山の家

36 jt8705 赤羽の家

2.2 縦長 △ ^ 上 ＊ ■ B3 ◓ - - e -

0.7 標準 □ ＿ 側 ⏉ ■ E2 ◎ * 並 p ハ e ④ -b

0.5 横長 □ ＿ ＊ □ E1 ◎ 並 cp ニ e ⑤ -b ⑤ -E



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

37 jt8710 KIM HOUSE

38 jt8807 山本邸

39 jt8807 DO FUKAZAWA

1.8 縦長 □ ＿ 下 上 ◆ F3 ○ * 単 p ロ 2 e ② -c

0.5 横長 □ ＿ 下 下 ▼ F1 ◎ 単 p ハ b ④ -b ④ -F

1.3 標準 ▽ ⌒ ＊ ▽ I2 ◓ 単 p ロ 2 e ②



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

40 jt8808 今井邸

41 jt8809 望月邸＋駿河意匠

42 jt8902 ブロック HOUSE-2

0.4 横長 △ ＿ ＊ △ A1 ⦿ 並 p ニ e,b ⑤

1.1 標準 ▽ ＿ ⏉ ▽ I2 ◎ 単 p ハ s,e ④ -b ④ -I

0.8 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◎ 単 p ニ e ⑤ -b ⑤ -E



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

43 jt8903 朝霞の家

44 jt8905 物質思考 26 小金井の住宅

45 jt8907 S-HOUSE

1.3 標準 □ ＿ 上 ＊ □ E2 ◎ 単 p ニ e,t ⑤ -a ⑤ -E

0.7 標準 △ ^ 下 ＊ ◆ C2 ◓ 並 p イ 2 e,b ① -b ① -C

1.7 縦長 △ ＿ 上＋下 上 ◆ C3 ◎ 並 cp ニ e,o ⑤ -a ⑤ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

46 jt9002 寿町の家

47 jt9003 COSMOS- 都市住宅・1990-

48 jt9008 加藤邸

1.1 標準 □ ＿ 側 ⏊ ■ E2 ○ * 単 c イ e -

1.5 縦長 □ ＿ ⏊ □ E3 ◎ 単 c ニ b ⑤ -b ⑤ -E

0.9 標準 □ ＿ 側 × ■ E2 ◎ パ cp ２ ⑥



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

49 jt9102 上京の家

50 jt9103 磯田邸

51 jt9203 想舎（緑町のアトリエ）

1.6 縦長 □ ＿ 上＋下 上 ◆ F3 ◎ 単 p ニ b ⑤ -b ⑤ -F

1.6 縦長 △ ^ 下 ＊ ▲ A3 ⦿ 並 cp ニ s,e ⑤

1.5 縦長 △ ⌒ 下 ◆ C3 ◎ パ p ハ e ④ -b ④ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

52 jt9211 山坂の家

53 jt9305 奥沢の家

54 jt9501 下鴨の家

1.3 標準 △ ＿ 上＋下 側 ＊ ◆ C2 ◎ 単 p ニ s,b ⑤ -b ⑤ -C

1.1 標準 □ ＿ 下 ▼ F2 ◎ - - b ③ -a

1.0 標準 △ ＿ 下＋側 側 ■ B2 ○ 単 p ロ 2 b,t ② -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

55 jt9504 東ヶ丘の家

56 jt9505 小池邸

57 jt9510 調布の家

0.5 横長 △ ＿ 下 上 ▼ C1 ⦿ - - e,b ③

0.5 横長 □ ＿ ＊ □ E1 ◎ 単 p ニ b ⑤ -b ⑤ -E

0.5 横長 △ ⌒ 上 側 ⏊ ▲ A1 ⦿ 単 p ハ e,b ④ -c ④ -A



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

58 jt9510 本町田の住宅

59 jt9603 House KAS

60 jt9605 アライグマ・ギンとの家

1.1 標準 △ ^ 上 × △ A2 ◓ 単 p イ 2 e ① -b ① -A

0.8 標準 ▽ ＿ ＊ ▽ I2 ◎ 単 c ニ e ⑤ -b ⑤ -I

1.0 標準 △ ^ ⏊ △ A2 ○ 単 p イ 2 e ① -c ① -A



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

61 jt9707 東大阪の家

62 jt9707 M's House

63 jt9709 M-HOUSE

1.1 標準 □ ＿ 上 上 下＋側 ■ E2 ○ 並 p イ 2 b,o,t ① -c

1.0 標準 □ ＿ 下 ＊ ▼ F2 ○ 並 p ロ e,o ② -a

0.2 横長 □ ＿ 下 側 × □ E1 ○ 並 cp ロ 2 e,b,t ② -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

64 jt9710 三山の住宅

65 jt9711 住居 No.21 千歳烏山の家

66 jt9712 平野区の町屋 - 能見邸

0.9 標準 □ ＿ 下 ▼ F2 ◎ 単 c ニ b ⑤ -b ⑤ -F

2.5 縦長 △ ^ 下 × ◆ C3 ○ 並 cp ロ 2 e,t ② -a ② -C

0.5 横長 □ ＿ 下 ▼ F1 ◎ 単 p ニ e ⑤ -b ⑤ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

67 jt9803 井草の住宅

68 jt9807 江波の家

69 jt9808 狭山の家

1.0 標準 △ ＿ 下＋側 ⏊ ■ B2 ◎ 単 p ニ e ⑤ -b

2.5 縦長 □ ＿ 上＋下 ＊ ■ E3 ○ 並 cp ロ 2 e,o ② -a

0.4 横長 □ ＿ 下 側 ▼ F1 ◎ 並 cp ニ e,b ⑤ -b ⑤ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

70 jt9809 高輪台の家

71 jt9809 立体土間の家

72 jt9811 曽谷の家

0.4 横長 □ ＿ 下 ＊ ▼ F1 ◎ 並 p ニ s,e,b ⑤ -b ⑤ -F

0.8 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◒ 単 c ロ 2 s,e,o ② -b

1.2 標準 △ ^ 下 ＊ ◆ C2 ○ 並 cp ロ 2 e,o ② -a ② -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

73 jt9902 O 夫妻の家

74 jt9903 （7,000m）3 ／松本邸

75 jt9906 北畠の家

1.2 標準 □ ＿ 下 × ▼ F2 ○ パ p ロ 2 e ② -c

1.4 縦長 □ ＿ 上 ＊ ▲ D3 ⦿ 並 p ハ e,b ④ -c

0.6 横長 □ ＿ 下 ＊ ▼ F1 ○ 単 p ロ 2 e,b ② -c



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

76 jt0006 代沢の住宅

77 jt0008 yh

78 sk0011 小さな家

0.9 標準 △ ^ △ A2 ◎ 単 p ハ e,b ④ -b  ④ -A

1.3 標準 □ ＿ □ E2 ◎ 単 p ニ e,b,t ⑤ -a ⑤ -E

1.6 縦長 ◇ ＿ 側 ⏊ ◆ I3 ◎ 単 p ニ s,e,o ⑤ -a ⑤ -I



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

79 jt0201 代沢 M 邸

80 jt0201 P・O・M

81 sk0206 テラス・ハウス

2.1 縦長 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F3 ◎ 並 cp ニ e,o ⑤ -a ⑤ -F

1.9 縦長 ▽ ＿ ＊ ▽ I3 ◎ 単 p ニ e,b,o ⑤ -a ⑤ -I

0.4 横長 □ ＿ ⏊ □ E1 ◎ 単 p ハ b ④ -b



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

82 jt0206 Beaver House

83 jt0207 鵜ノ木の家

84 sk0209 隅のトンガリ

1.3 標準 △ ＿ △ A2 ◓ パ p ロ 2 s ②

1.5 縦長 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F3 ◎ 並 cp ニ b ⑤ -b ⑤ -F

2.0 縦長 △ ^ 下 ⏉ ▲ A3 ◎ - - s,o ③ -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

85 jt0209 春日野道の家

86 jt0209 上荻の家

87 jt0304 京橋 N ハウス

0.8 標準 □ ＿ 下 ⏊ ▼ F2 ◎ 単 p ニ e,b ⑤ -b ⑤ -F

0.7 標準 ▽ ＿ 下 ＊ ▼ I2 ◎ 並 cp ニ s,e,b ⑤ -b ⑤ -I

2.4 縦長 □ ＿ 下 ▼ F3 ◎ 単 p ニ e,b,t ⑤ -a ⑤ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

88 jt0306 江東の住宅

89 jt0308 白い箱の家

90 jt0311 teshihouse

1.1 標準 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F2 ◎ 単 p ニ e,t ⑤ -a ⑤ -F

1.3 標準 △ ＿ ⏉ ■ B2 ◒ パ cp ロ 2 e ② -b

0.3 横長 □ ＿ × □ E1 ◎ 並 p ハ s,e ④ -b



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

91 jt0405 石神井台の家

92 jt0406 T・BOX

93 jt0407 HP

0.7 標準 △ ＿ 下 ⏊ ◆ C2 ○ 並 cp ロ 2 e,b ② -c ② -C

1.4 縦長 □ ＿ ＊ □ E2 ◎ 単 p ハ s,e ④ -b

1.6 縦長 ▽ ＿ 上 ◆ I3 ◎ 単 p ニ e ⑤ -b ⑤ -I



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

94 jt0410 KK

95 jt0502 WH

96 jt0506 ナチュラルストリップスⅡ

1.6 縦長 ◇ ^ 下 ⏉ ◆ I3 ○ 単 c ロ 2 e,b,o ② -a

2.1 縦長 □ ＿ ⏊ □ E3 ○ 単 c ロ 2 e,o ② -a

1.9 縦長 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F3 ◎ 並 cp ニ b,o ⑤ -a ⑤ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

97 jt0506 赤堤通りの家

98 jt0509 品川の住宅

99 jt0509 うなぎ 001

2.1 縦長 □ ＿ 下 ＊ ▼ F3 ○ 並 p イ 2 e ① -c

0.8 標準 ◇ ＿ 下 ◆ I2 ◎ 単 p ハ e,b ④ -b ④ -I

1.5 縦 □ ＿ × □ E3 ○ * パ cp ロ 2 e ② -c



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

100 jt0601 円山町のアトリエ付き住居

101 jt0601 能代の住宅

102 jt0601 ガク・ハウス

2.6 縦長 □ ＿ 上＋下 側 ▼ F3 ◎ * パ p ハ e ④ -b ④ -F

0.7 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ○ - - e,b

1.0 標準 △ ^ ⏉ △ A2 ◒ パ cp ロ 2 e ② -b



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

103 jt0601 LOVE HOUSE

104 jt0602 HOUSE SH

105 jt0604 Parallax

1.8 縦長 □ ＿ 下 ▼ F3 ◎ 単 c ニ e ⑤ -b ⑤ -F

1.9 縦長 □ ＿ □ E3 ◎ 単 p ニ - ⑥

1.1 標準 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F2 ◎ 並 p ハ e,b ④ -b ④ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

106 jt0612 元代々木の住宅

107 sk0703 HOUSE A

108 jt0703 北沢の家

1.8 縦長 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F3 ◎ 単 p ハ e ④ -b ④ -F

1.3 標準 □ ＿ □ E2 ◎ 単 c ニ - ⑥

0.9 標準 ◇ ＿ ◇ I2 ◎ 並 cp ニ e,b ⑤ -b ⑤ -I



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

109 jt0705 吉祥寺の家

110 jt0802 版築のある家

111 jt0804 36M HOUSE

0.9 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ○ パ cp イ 1 e -

0.7 標準 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F2 ◎ 単 p ニ e,b ⑤ -b ⑤ -F

0.4 横長 □ ＿ □ E1 ◎ 単 p ニ b ⑤ -b ⑤ -E



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

112 jt0807 柱と床

113 jt0807 三原の家

114 jt0809 OUCHI

1.8 縦長 □ ＿ ＊ □ E3 ◎ パ c ニ e,o ⑤ -a ⑤ -E

0.3 横長 □ ＿ 上 ■ E1 ◎ 単 c ニ - ⑥

1.1 標準 △ ^ 下 ◆ C2 ○ 単 c ロ 2 e ② -c ② -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

115 jt0810 DOUBLE CUBE

116 jt0811 SWING

117 jt0812 ロングトールハウス

1.1 標準 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F2 ○ 単 p イ 2 b ① -c

1.9 縦長 △ ^ 上 下 ■ B3 ◎ 並 p ニ e,b ⑤ -b

1.9 縦長 △ ＿ 上 ⏊ ▲ A3 ◎ * 並 p ハ s,e,t ④ -a ④ -A



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

118 jt0905 東山の家

119 jt0908 だんだんまちや

120 jt1005 洗足の住宅

2.3 縦長 ◇ ^ ⏉ ◇ I3 ○ 単 p イ 2 s,e,b ① -c

1.7 縦長 △ ^ ＊ △ A3 ○ 単 c ロ 2 o ②

1.4 縦長 □ ＿ 下 上 ＊ ◆ F3 ◎ 単 p ハ e,b ④ -b ④ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

121 jt1007 南加瀬の住宅

122 jt1102 スプリットまちや

123 jt1104 ハナノオウチ

2.4 縦長 △ ＿ 下 ⏉ ◆ C3 ◒ 単 p イ 1 b -

3.2 縦長 △ ^ 下 上 ⏉ ◆ C3 ◒ 単 p イ 2 e ① -a ① -C

2.0 縦長 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F3 ◒ 単 p イ 2 b ① -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

124 jt1105 大岡山の住宅

125 jt1110 代々木上原の家

126 jt1112 トシゴヤ

2.1 縦長 □ ＿ ＊ □ E3 ○ 並 cp イ 2 o ① -c

1.6 縦長 △ ^ 上 ▲ A3 ◒ 単 p イ 2 e ① -a ① -A

1.6 縦長 □ ＿ 上＋下 ⏉ ◆ F3 ◒ 並 cp ロ 2 e,o ② -b



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

127 jt1203 スキマノイエ

128 jt1203 元浅草の住宅

129 jt1205 東大泉の家

1.2 標準 △ ＿ 下 × ■ B2 ◎ パ cp ニ e ⑤ -b

2.3 縦長 □ ＿ ＊ □ E3 ◎ 並 cp ニ e ⑤ -b ⑤ -E

1.0 標準 □ ＿ × □ E2 ◎ 単 c ニ - ⑥



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

130 jt1206 N 邸

131 jt1206 土橋邸

132 jt1209 TAKANAWA

0.7 標準 □ ＿ × □ E2 ○ 単 p イ 2 e ① -c

2.3 縦長 □ ＿ 下 × ▼ F3 ○ 並 p ロ 2 s,b ② -c

1.2 標準 △ ＿ 下 ＊ ◆ C2 ◎ 単 p ハ e,b,o ④ -a ④ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

133 jt1209 東京スマートホームデザイニング

134 jt1303 東玉川の家

135 jt1304 浦和の家

1.6 縦長 △ ^ 下 ⏉ ◆ C3 ○ 単 p イ 2 b ① -c ① -C

1.0 標準 □ ＿ □ E2 ◎ 単 p ハ - ④’

0.8 標準 □ ＿ 下 ⏉ ▼ F2 ◎ パ p ニ e,b ⑤ -b ⑤ -F



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

136 jt1304 屏風ヶ浦の家

137 jt1304 伊丹の住宅

138 jt1304 山王の住宅

1.2 標準 □ ＿ ＊ □ E2 ◎ 単 c ニ o ⑤ ⑤ -E

2.4 縦長 □ ＿ ＊ □ E3 ○ 単 c ロ 2 e,o ② -a

0.7 標準 △ ＿ 下 ⏉ ◆ C2 ⦿ 単 p ハ s,e,b ④ -c ④ -C



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

139 jt1307 経堂の住宅

140 jt1307 N 邸

141 jt1308 竜泉の家

1.5 縦長 △ ^ 上 ■ B2 ◎ 単 p ハ - ④’

1.1 標準 □ ＿ 上 ⏊ ■ E2 ○ 単 p イ 2 e,o ① -c

1.3 標準 □ ＿ 上 ⏊ ▲ D2 ◎ 単 p ニ e,b,t ⑤ -a



อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

อݣ No. ׁ۰உ月 品൮܂
ÉÜØËÜ¹«Ú ಓのϡ上ਞֻࢁ

隅ಊ
°Û̈ ÕªÎ °Û̈ ÕªÎ 

ग़長
৬୯輪
іֻࢁ

輪і
パȿン

Ӑ३
ֻ

७۴の
வ

७۴の
ࣵݩ์

ষ
७

ষ
ɢデル

Ҹֲހࣈ
の์ֹ高 - ಓ

৬͔輪іのֻࢁ 面Э
ٕಠ布

輪іǸतǦるЭٕ

142 jt1310 辻堂の曲がり屋 1.4 縦長 △ ^ 下 ⏉ ◆ C3 ○ 並 cp ロ 2 e,b ② -c ② -C



第４章　　傾斜地における住宅作品の断面構成（全 106 資料）

凡例

平面図

断面図

など

表 4-1.1 表 4-1.2

２節 ３節

表 4-2 表 4-3.1 表 4-3.2 表 4-4 表 4-4
図 4-3

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型

21 qi53.7 ؎િ ਬۍ ਬۍ、接地

�şý主室ǘȖ斜面ȅの߾ٕǏȗ
�Ɛý建ಞǙ建ǰǳǑȘಊಠのɬəɫۍ .ĝ..3 ॾ
�Ƒýýýýýýýýēýýýýýýý�..3ĝ/.3 ॾ
�ƒýýýýýýýýēýýýýýýý�/.3 ॾĝ
Œ/��ȨɳɈɩɳȹと主室Ǚ斜面の方向ǸǤǳχಶȀǸவਸ
Œ0��建ಞȟЗȗڴȍȕǓǸȢɗɭĘɁǤۛਝȟとȖǷǑ
��Ný斜面Ǚଊआȕȗഞ向きĦഞ斜面ħ
�ǉý२ǸإߩǙಶȃ地Ħ建ચด 0.# ൔħ
�ƶý࣡ਧ状Ǹ৴地নࣶǢșǬ地

E の下ǸM、下ǸЮǷǤ E;M ş/t +_上 Ď

ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

1 sk5801 ெિۈ 上 Ď 斜面ĸɕɩɃɈ ᱍ

2 sk5809 ֳ斜地Ǹ建ǱϬ

3 sk5901 Ԅਿݻિ

0vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ ᱏş/ਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř 斜面 ᱍş/ɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

4 sk6110 PG@G િ

5 sk6306 ɦɋɃɈɗɩɳのߩ৴

6 sk6507 ඞのߣൈߩ৴

上 Ď 斜面)ɕɩɃɈ ᱍş .NɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

下 Ď ਬۍ ɏş /ਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U

上 Ď ਬۍ ᱍ1vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

7 sk6508 R গܥのݓ

8 sk6609 ȏȌのඊのϬ

9 sk6701 গĂȏǒȀǐǴǐǰǜܥ

下 ŝ 斜面 ᱍ.NtɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ ᱏş .tਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

10 sk6804 घӳિ

11 sk7101 ൔҐのϬ

12 sk7108 のϬبੈܥ

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 1cɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

下 Ď ਬۍ 0ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

上 Ř ਬۍ ş /tਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E=M

ɭ

ᱍ



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

13 sk7110 ɖɫĘɜɃȯȹɏȦȹ

14 sk7205 MMTܥগ

15 sk7205 ЌϬのϬ

下 Ď ਬۍ 0Œ 0NɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ď 斜面 0vɕɩɃɈ、ಠฑ E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ ᱍş /tਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

16 sk7207 ЦのЮਬ

17 sk7209 ̨અિ

18 sk7402 ৴ߩのࡷࣶ

下 Ď ਬۍ ᱎ1ਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ 2vਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ ᱏ1ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

19 sk7504 のȢɈɪȨبੈܥ

20 sk7508 গĤRĥܥ

21 sk7509 ؎િ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř ਬۍ  +`ş /tɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ E=M

上 Ď ਬۍ  +_ş /tਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

22 sk7510 शǢȠのߩ৴

23 sk7604 W િ

24 sk7606 फǙのߩ৴

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

ي Ď ਬۍ ᱏ1vਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

下 Ď ਬۍ ᱎ0cਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

25 sk7702 ЗӠখ̫

26 sk7802 ฺಽのϬ

27 sk7803 शિߩ

ي Ď ਬۍ 1ਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M

下 Ď ਬۍ ɏ1vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱎ0ɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

28 sk7808 ̳ଊિ

29 sk7808 গܥशܥ

30 sk7809 Fિ

上 Ď ਬۍ ᱍ/NtɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 0vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U

上 Ď ਬۍ ᱍ1ਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

31 sk7810 ৴ߩଅのݗ

32 sk7910 上ૢのߩ৴

33 sk8101 Ϻܥ৬2のߩ৴

上 Ř ਬۍ ş /tɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş .Œ /ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř ਬۍ ᱍş 0tਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

34 sk8106 િޔ࠺

35 sk8108 ଐのϺのϬ

36 sk8204 ѠҶのϬ

上 Ď ਬۍ  +_ş /ɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E=M

上 Ď ਬۍ ᱍş /ਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E=M

ي Ď 断面 ᱏ1ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

37 sk8211 ଟ͎િ

38 sk8310 ඊのϬ

39 sk8312 ɩɳɉȷɃɗ +ĮȤɪȹį

下 Ď ਬۍ ᱎ0cਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ 0Nਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ E/M

下 ŝ ਬۍ ᱎ1ਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

40 hr63 ࠃ ۾のϬ

41 jt8605 ɴȣɩ͎ࢣ

42 jt8605 ɏȦȹ�Ȥɳ�ɨȳɏɞ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş /NaɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř 斜面 ᱍ0vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ 1vਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

43 jt8612 ϔԕଅのϬ

44 jt8710 GNQAPGNRGMN

45 jt8801 ৸のೀগ͎ה

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş /tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱏş .NtɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ0vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

46 jt8806 ܥのϬ

47 jt8810 NJ?RDMPM

48 jt8810 ɆɳɡȤĂɏȦȹ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 .NaɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ .Ntਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱎ0cɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

49 jt8908 Rp_lqgr

50 jt8909 ոɶ৸のܥগ

51 jt9007 NJ?RDMPMᱍ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 0cɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

下 ŝ 斜面 ş /NtɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

ي Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱏş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

52 9008 ̌品のϬ

53 jt9008 ɶଅのϬة

54 jt9104 TGJJ?�RMP�ᱍ

上 Ď ਬۍ Ȥ1cਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǏȗ E=M

ي Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱏ0vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

下 ŝ ɕɩɃɈĸ斜面 ᱎş .tɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

55 jt9108 శɶ؎ژ؎のϬ

56 jt9110 ࡊ฿のϬ

57 jt9201 ॶէのϬ

上 Ř 斜面 ᱍ +a2vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ɭ.NtɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř 斜面 ᱍ +aş 0tɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

58 jt9201 向؎のϬ

59 jt9202 ȏǓǿとǱのȬɩȹのϬ

60 jt9204 のϬ؎ژ࣏ࣾ

ي Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱏ1ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş /tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E=M

上 Ř ਬۍ  +_ş /ɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E=M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

61 jt9206 ৴ߩのࠢ࠺

62 jt9207 ඌܥࢪ�RFિ

63 jt9208 ౯݀ࣨඞのܥগ

上 ● ɕɩɃɈĸ斜面 ş /NtɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M

下 Ď ਬۍ ᱎ1ਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş /tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ Eľ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

64 jt9212 ЦのϬ

65 jt9303 D গܥ

66 jt9308 ܥ̵

ي ŝ 斜面 ᱏ +c/NɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

ي ŝ 斜面 ᱏ +c.NtɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ Eľ M

上 Ď ਬۍ  +`2vਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

67 jt9308 FGIGM?�PEQGBENAE

68 jt9310 ɀɖɫĂɫĘɕのϬ

69 jt9311 ϔ࠺のȬɩȹبੈܥ

下 ŝ ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ř 斜面 ᱍ +aş /Œ /tɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ Eľ M

ي ŝ 斜面 ᱍ.NtɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

70 jt9311 I?MIĂɶћ

71 jt9401 �ԭNo./2ߩੀګのϬ

72 jt9401 ୪͎ה৸のϬ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş .Œ /tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ Eľ M

上 Ř ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ1vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M

上 Ř ਬۍ  +`0NtɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

73 jt9402 ഞ̪のϬ

74 jt9405 のೀগࢣ

75 jt9405 @_pl+1

ي ŝ 斜面 ᱏ1vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U

上 Ď ਬۍ ᱍş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 .NaɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

76 jt9405 H

77 jt9503 ஈЦのȢɈɪȨߩԭ

78 jt9503 ?PR�FSR�QB

上 Ď ਬۍ ᱍ0vɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ Eľ M

上 Ř ਬۍ Ȥ2vɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǏȗ E/M

上 Ď ਬۍ ş /tਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

79 jt9504 ݈А੮のϬ

80 jt9508 N�FMSQE

81 jt9509 ះϮ斜

ي ŝ ਬۍ ᱏ0ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱎ0cɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ  +_ş /tਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

82 jt9512 のඊۑ

83 jt9601 ऌ৪のϬ

84 jt9601 GQM@E�QRSBGM�$�PEQGBENAE

下 Ď ਬۍ ᱎ0vɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

ي Ď ਬۍ ᱏ1ਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ Eľ M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ1ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ Eľ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

85 jt9604 ֳ斜地のඊ

86 jt9607 ះϮ Qિ

87 jt9608 ৄ۟のߩ৴

ي ŝ 斜面 ᱏ +c0vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

ي ŝ 斜面 ᱏ +c1vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

下 Ď ਬۍ ɏ0Nਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ U



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

88 jt9701 ଢ଼ࣆのೀগ

89 jt9704 のϬࢣ

90 jt9706 ȋȠȉǓ/775

下 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱎ0vɕɩɃɈ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ř ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş /tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M

上 Ř 斜面 /NɕɩɃɈ、ಠฑ E の上ǸM、下ǸЮǤ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

91 jt9707 ഞԮലȷɣɬĘ

92 jt9708 ɋɩɏȦȹ

93 jt9708 ܥۀগ

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

上 Ř ɕɩɃɈĸ斜面 ş /ɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ ᱍ/Ntਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

94 jt9711 ಽのǷǑϬ

95 jt9712 ாɡɇȣȢĂɟɤȮĂȲȹɈɏȦȹ

96 jt9803 W+FMSQE

上 Ď ਬۍ ᱍ1ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş .tɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M

上 Ď ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍ +bş /aɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǤ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

97 jt9803 ৫੮のϬ

98 jt9804 গܥຐܥ

99 jt9807 आԚֈќΦɗɭȸȧȯɈ/Ӝ + 

上 Ď ਬۍ ᱍş /Naਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M

上 Ď 斜面 ᱏ0vɕɩɃɈ、ಠฑ ଭ͔Ю、下ǸЮǤ E/M

上 Ď ਬۍ 2cɕɩɃɈ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

100 jt9807 आԚֈќΦɗɭȸȧȯɈ/Ӝ + ᱍ

101 jt9807 आԚֈќΦɗɭȸȧȯɈ/Ӝ + ᱎ

102 jt9807 आԚֈќΦɗɭȸȧȯɈ/Ӝ + ᱏ

上 Ř ਬۍ ᱍş 0aਬۍ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M

上 Ř ਬۍ  +`ş 0aਬۍ、接地 E の下ǸM、下ǸЮǏȗ EĽ M

上 Ď ਬۍ ᱍş 0aɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

103 jt9809 Ϗ৪

104 jt9908 FMSQE�Q?�/777

105 jt9910 ̳ଢのȭɣɳɑȹߩԭ

上 Ď 斜面 ş /NtɕɩɃɈ、ಠฑ E の下ǸM、下ǸЮǤ EĽ M

上 Ď ਬۍ Ȥş /Naਬۍ、接地 E の上ǸM、下ǸЮǏȗ EĽ M

上 Ř ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş /ɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ E/M



資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

資料No. 掲載年月 作品名
接続方法 地形の断面形状 ｳﾞｫﾘｭｰﾑと地形の関係 上下関係 連続関係

その他
関係図式
の類型ｱﾌﾟﾛｰﾁの向き

斜面とｱﾌﾟﾛｰﾁの関係 建築ｳﾞｫﾘｭｰﾑの接地性 ｴﾝﾄﾗﾝｽ(E)、主室 (M) の関係

106 jt9911 ѻॸܥのϬ 上 Ř ɕɩɃɈĸ斜面 ᱍş /NɕɩɃɈ、接地 ଭ͔Ю、下ǸЮǏȗ EĽ M


